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プロローグ




　窓の外から差し込む月の光に照らされて、竜りゅう樹じゅの黄金色の髪が瞬く星のように輝いている。

　藍らん香かは寝台に仰向けに横たわったまま胸の上に手を置き、寝しん所じょに入ってからいまだひと言もしゃべっていない、皇帝陛下を見上げていた。

　初夜の心得については即席の結婚の儀を迎える前に、女官にあれこれと聞かされ学んだはずだが、夫となるべき竜樹がじっと自分を見つめ、なにもしてこないというのは予想外だった。

（どうしよう……私、なにか手順を間違えた？）

　藍香の心臓はドキドキと鼓動を速め、口の中はカラカラに渇いていた。

　戸惑いながら唇を噛みしめる。

　竜樹は、御年二十七歳。藍香とはちょうど十歳離れている。

　だから十分、大人の男なのだ。

　自分のように男女の閨ねやのことを知らないということはまずありえないし、そもそも後宮には、世にも美しい女たちが、何百人も仕えていると聞いたことがある。

（もしかしたら、このままひと言もしゃべらないつもりかしら）

　藍香はあれこれと考えて、息が詰まりそうだった。

　夫婦の寝台がある部屋を照らすのは月明かりだけ。

　初めてお目通りがかなった三日前から今日の婚姻の儀の間まで、夫となる皇帝陛下の顔を直接見ることはできなかった。それどころかいつもふたりの間には薄布や幕がかかって、ふたりきりになることもなかった。

　ようやく夫婦となるこの夜に、顔と声を知ることができると思っていた藍香は、どうしていいかわからない。

　だが藍香としては、これ以上の沈黙に耐えられそうになかった。

　なにか不備があったのなら、はっきりと言ってもらったほうが助かる。

「あの……」

　藍香はドギマギしながら竜樹を見上げる。

　だが次の瞬間、竜樹が藍香の言葉を遮るように口を開いた。

「本来お前のような田舎娘を私の妃にするなど、言語道断である」

（えっ？）

　藍香は耳を疑った。

　彼の声は低く、だが甘やかで、想像よりもずっと若かった。

　村では、偉大な皇帝陛下は人ではなく神のような存在だったので、もっと恐ろしい声をしているのだろうと思い込んでいたのだが、返ってきた声はそうとは思えない。人の声だ。

（言語道断って……あんまりだけど）

　暗闇の中、藍香は唇を尖らせる。

　たったひとりの身内である祖父がどれだけ心配しているだろうと、そのことを考えるだけで不安で胸がつぶれそうになる。

　好きで皇帝に召されたわけではない。いきなりやって来た皇帝陛下の使いが、有無を言わさず藍香を都に連れてきたのだ。だから『これも国のため、大事なお役目だ』と、なんとか自分を励まし、覚悟してここにいるというのに、皇帝陛下は一方的で、藍香に対する最低限の礼儀もない。

（ああ、そうなんだ。皇帝陛下って、こういう人なんだ……）

　もちろん身分が違うとわかっているが、どうしてもムクムクと反発心が湧き起こってくるのを藍香は抑えられない。

　そして同時に、藍香を村から送り出すときの、親友の林りん杏しんの言葉を思い出していた。

『いい、藍香。皇帝陛下は同じ人ではないのよ。その気持ちひとつで他人をどうとでもできる、恐ろしい人。あたしたちとは違う世界の人なの。じたばたしたって仕方ないの。こうなってしまったんだから、とりあえず皇帝陛下に身を任せればいい。なにが起こったって、目をつむっていれば、事は終わるわ』

　林杏は今年結婚が決まっている。だから藍香の人生の先輩ともいえる。

（そうね……林杏の言う通り。目をつむって通り過ぎるのを待つだけ。それでいい……しょせん、相手は皇帝陛下。自分とは住む世界が違う人なんだから）

　ざわついた心を鎮めようと、藍香はゆっくりと息を吐いた。

　しばらくの間、竜樹は横たわった藍香の腰のあたりに、片足を立てて座っていた。

　己の膝を両手で引き寄せあごをのせ、まるで観察するかのようにじっと藍香を見下ろしていたが、ようやくその気になったのか足を下ろし、藍香に顔を近づける。

　そして突然、竜樹の手が藍香の頬の上をすべり、なでた。

「肌は陶器のように白くなめらか……髪はまっすぐで長く、青みがかった黒……まぁ美しいと言えなくもない」

　竜樹は手を藍香の首の下に差し込むと、そのまま髪の感触を楽しむように、毛先まで手のひらをすべらせた。まるで髪に神経でもあるような気がして、藍香の首のうしろが粟立った。

「っ……」

　首筋に触れた手は、ひんやりと冷たかった。その冷たさは、皇帝陛下そのもののような気がする。

（やっぱり怖いよ……いや、でもがんばらないと……！）

　だが慣れないものはしょうがない。結局、触れられるたびに藍香が驚いてビクッと体を震わせるので、竜樹はククッと喉を鳴らすようにして笑う。

「なんだ。その反応は」

「もっ……申し訳ありません」

　内容はとりあえず置いておいて、ようやく会話らしい会話ができたと、思ったのもつかの間――。

「もしかして男を知らんのか。田舎者は、陰陽を交えるくらいしか、楽しみがないと思っていたが」

　竜樹にからかうような言葉をぶつけられて、頬にカッと熱が集まった。

　陰陽を交えるというのは、いわゆる男女の行為のことだ。

　女性は陰の気を持ち、男性は陽の気を持つ。男女が愛し合うということは世界の成り立ちと同じ。偉大な自然の摂理だ。だが目の前のこの不遜な皇帝陛下は、田舎者だからそれくらいしかやることがないのだろうと、言っている。

（なにそれ……私が乙女ではないと思っていたってこと？）

　純潔を疑われ、藍香は息をのむ。

　どう考えても馬鹿にされている。

　最低な侮辱の言葉に完全に頭に血がのぼっていた。

「なっ、なんてことをおっしゃるのですか！」

　そして相手が皇帝陛下ということを忘れ、反発してそんな言葉を叫んでしまっていた。

　ここが藍香の故郷であったなら、少々気の強いところがある藍香は、さらに平手のひとつでも飛ばしていたかもしれない。けれどここは都の中心、皇帝陛下の寝所だ。たとえ非がなくとも罰せられるのは藍香ということになる。

　それでも藍香は、ここは自分が怒っているのだという態度を取るべきだと思った。

　悔しさに吐き気を覚えながらも、必死にグッと息をのみ、怒りをこらえる。

　だが竜樹はそれほど気にならなかったようだ。

「なかなか元気がいいな」

　むしろ藍香の反発を軽く鼻で笑った次の瞬間、身を乗り出すようにして寝台の藍香の上にのしかかっていた。そして藍香の、胸の上に置いていた手首が乱暴に掴まれ、頭の上に押しつけられる。

「あっ……」

　突然のことに思わず身をよじるが、竜樹に掴まれた腕はびくともしなかった。

「――ふむ」

（見られている……！）

　今の藍香は、自分の意志では身動きひとつ取れなかった重い花嫁衣裳を脱ぎ、薄物一枚という姿だ。ちなみに天女の羽衣のような生地でできた薄物は、小さな村生まれの藍香には初めて見る美しさだったが、よくよく見れば体の線はひと目でわかるし、皇帝陛下にも息をして上下する胸のあたりを観察されているような気がして、全身が火をつけられたように熱くなる。

　だが自分が見られているのと同様に、藍香の目にも、皇帝の姿があらわになった。

　その瞬間、藍香は緊張も忘れて、竜樹に魅入られていた。

（この方が皇帝陛下……尊き麒き麟りんの巫女の血を引く、竜樹様……なんてきれいなの……！）

　意志の強そうなまなざしがなによりも目を引いた。

　竜樹の目は透明感のある緑色をしていた。

　桐ほう翼よくは宝石の産地であり大変豊かな国だが、この国で採れるどんな宝石を並べても、皇帝陛下の瞳の輝きには劣るだろう。

　その美しい瞳に金色の髪がチラチラと反射して輝いて、月明かりの中、その瞳と黄金色の髪の輝きはあまりにも異質としか思えない。

（尊い麒麟の巫女の血を引く皇帝陛下は、常人にはない色の髪や目をしていると聞いていたけれど、本当にそうなのね）

　彼の緑の瞳に吸い込まれるように見とれていると――。

　竜樹は藍香のあごに指をかけ、くいっと持ち上げ突然、口づけてきた。

　着物に焚きしめている香の匂いなのか、ふわりと甘い香りが藍香を包み込む。

「……っ！」

　口づけをしたのは生まれて初めてだった。

　驚いた次の瞬間、今度は強引に唇が割られて、舌が口の中にねじ込まれる。

「ん、んっ……！」

　いきなりのことに頭が真っ白になる藍香だが、足で敷布を蹴っても押さえつけられた体はびくともしない。それどころか口づけはどんどん過激さを増してゆき、竜樹の舌が藍香の口の中をなぶっていく。

　気がつけば、掴まれていた手首は自由になっていた。だが竜樹は大きな両手でしっかりと藍香の頬を包み込むようにはさみ、深く口づけ始めた。

「なかなかよい反応だ……」

　口づけの途中でささやいた、竜樹の声は熱を帯びていた。

　次第に舌が絡み合う水音が強くなる。

（ああ、どうしよう……！）

　といっても、藍香はされるがままで自分がどうこうすることもできない。その一方で戸惑いながらも、自分の体がどんどん熱を帯びていくのがわかる。

　まるで自分の意志など関係なく、大きなうねりの中に体を放り込まれたような気がした。

（このまま流されてしまうのが、正しい作法なの？）

「ん、んんっ……」

　藍香は絡みつく舌の愛撫を必死に受け止めながら、ギュッと目を閉じる。

　やわらかい竜樹の舌が、藍香の舌を包み込み、なぞり、そして軽く、歯で噛む。

　なにもかも刺激的で蕩とろけそうだった。

（ああ、怖い……どうしよう……自分が自分でなくなるみたい……）

　そうやって、竜樹の一方的な愛撫に身を任せていたのだが……突然、竜樹の大きな手が藍香の胸を掴んだ。

「きゃあっ……！」

　とっさに悲鳴をあげ、竜樹の胸を激しく押し返していた。

（な、なに今の！）

　藍香はひどく混乱していた。

　胸に触れられた瞬間、頭から腰まで一直線にしびれが走った。いったいなにが起こったのかわからず、思わず突き飛ばしてしまった。

　だが突き飛ばされた竜樹は、その瞬間、不愉快そうに眉をひそめた。

　興きょうをそがれたと顔に書いてある。

　その顔を見て、失敗したと思ったが後の祭りだ。慌てて謝罪の言葉を口にしたが、舌がうまく回らない。

「へっ、陛下、私は、その、初めてでしてっ、無作法で申し訳ありませんっ……」

　こんなことを言いたくなかったが仕方ない。

　羞恥のあまり、藍香の琥こ珀はく色いろの目にうっすらと涙が浮かんだ。

　十七歳の藍香にとって、これはあまりにも刺激が強すぎたのだ。

「でっ、できれば、もう少し、ゆっくり……」

　そう言いかけた藍香の発言を、竜樹はあっさりと切り捨てる。

「正直に言って、私はお前が初めてであろうがなかろうが、どうでもいい」

「え……？」

　ぐさりと刃物で心を刺されたような気がした。

「それは、どういう意味……ですか」

　皇帝は、自分との初夜に、気を使うつもりはないということだ。

　わかっていたが、尋ねずにはいられなかった。

　すると竜樹は、その冷たくて大きな手で藍香のあご先を掴み持ち上げると、冷めたまなざしで言い放つ。

「娘。私はこの国の皇帝だ。身も心も私に捧げよ。かしずけ、敬え。お前は黙って私に抱かれていればよい」

　建国八百年の歴史を一身に背負った皇帝陛下の傲慢な言葉に、藍香の唇はわなわなと震えた。

「そんな……」

　皇帝陛下は今宵妻になる女の名前すら覚える気がない。後宮には百人の美び姫きがいるらしいから、おそらく仕方のないことなのだろう。

（相手は皇帝陛下なんだから……）

　傲慢さに目眩めまいがするが、何度も藍香は心の中で繰り返した。

（皇帝陛下だから……私は田舎娘だから……だから……こんな扱いを受けても仕方ない……？）

　藍香の澄んだ琥珀色の瞳に力が宿る。

（でも……でも、本当にそれでいいの？）

　反射的に、けれど堂々と、藍香は竜樹を見上げ口を開いていた。

「――嫌ですっ」

「なんだと」

　冷めた緑色の瞳が、その一瞬燃えるように輝いた。

「もう一度言ってみろ」

　そして藍香を見据える。

　掴まれた手首に力が込もった。

　たくましい皇帝陛下が本気で力を込めれば、ほっそりとした藍香の手首など簡単に、小枝のように折れてしまうだろう。

　彼の人形のように美しい顔からは想像もつかない力に、藍香は息をのんだが、一度口に出した言葉を引っ込めるつもりはなかった。

　自分が田舎娘なのは本当のことだ。だが一方的に服従を強いられることだけは、たとえ相手が皇帝陛下であっても我慢ならなかった。

　藍香はうぶで田舎生まれの田舎育ちかもしれないが、ひとりの女性として、自分を大事にできる性質を持つ娘だった。

（このまま処罰を受けてもいいわ）

　覚悟を決めながら、皇帝陛下をまっすぐに睨みつける。

「――藍香です」

「なに？」

「私の名前は、藍香です」

　藍香は琥珀色の目に力を込めて、泣いてたまるものかと、皇帝を見上げた。

「私の名前を呼んでください、陛下」

　ドクン、ドクンと、藍香の心臓が跳ねる。

　こんなに緊張を強いられたのは生まれて初めてだった。だが言わないわけにはいかない。田舎者の自分だって、誇りはある。

　そんな最大限の勇気を振り絞った藍香を見て、竜樹は「くだらぬな」と言い放つと寝台から下りる。

　そして着物をひるがえし、なんとそのまま寝室を出ていってしまったのだ。

「え……ええっ？」

（嘘、えっ、出ていっちゃうの……本当にっ!?）

　藍香は呆然と、寝台の上で体を起こして竜樹が出ていった扉を見つめた。




　竜樹は、足早に大理石の廊下を歩いていた。深夜の後宮に明かりはついていない。だが今宵は月が明るく、足もとまではっきりよく見えた。

　コツコツと苛立ったような音が夜の静けさに響く。

　竜樹が今晩藍香のもとに通うのは儀式上当然のことで、そのほかの女たちは皆早めに就寝しているはずだ。もちろん竜樹と新しい妃の動向を、後宮の女たちは気にしているだろうが、表向きはそんなふうに見せないよう静かにしている。

　だが新しい妃との初夜は思いもよらない形で、呆気なく終わってしまった。

（なんだあの娘は……）

　思い出すのは藍香の無礼な態度だ。

（皇帝に名を呼ばせようなど、いったいどこの高貴な身分の者のつもりだ）

　竜樹は桐翼の皇帝であり、藍香は何者でもない、ただの女だ。

　自分が求めたわけでもなく、ただ成り行きで妻にすることになった、それだけの女だった。

　だから抱いてもいいし、抱かなくてもいい。

　そんな気持ちで寝所に入ったのだが、寝台の上で横たわる藍香をひと目見て、多少心引かれるものがあったのは事実だ。

　まるで初夏の泉のような、爽やかでひんやりとした手触りのなめらかな黒髪。一年の大半が雪と氷で覆われる桐翼そのままを象徴したような、白い肌。

　つい先ほどまで、ほっそりとした体を初夜のために用意された花嫁の衣装に包んでいた、琥珀色の瞳を濡らし寝台の上で緊張で震えていた藍香を見て、竜樹の欲望に火がついた。

　女をいたぶる嗜し虐ぎゃく趣味があるわけではないが、とにかく藍香のたたずまいに妙にそそられるものがあった。

　体を重ねたときに、いったいどんなふうに乱れるのか、見てみたい。

　だから抱こうと決めた。

（皇帝の種を受けて子をはらめば、この世で得られないものなどない身分になれる。だから女は皆私にその気がなくとも皇帝に抱かれたがる……）

　竜樹の後宮には兄の代から二十人程度の女たちが控えていた。数百人以上いたのは昔の話だ。正直言って、後宮と呼ぶには少なすぎる女性の数である。

　普通は皇帝が変わるたびに後宮は総入れ替えするものなのだが、竜樹は兄の後宮をそのまま引き継いだ。別に兄の後宮に気に入った妃がいたわけではない。一から女を選ぶのが面倒だった、それだけだ。

　里帰りをしたいという者だけは妊娠していないかを確かめるために一年間だけ残して、その後大金を持たせて帰らせた。

　だから竜樹が自分で選んだ妃というのは、今回の藍香が初めてである。

　だが、そんなことはどうでもよかった。

　女はどの時代でも同じだ。争い憎み合い、足を引っ張り合う。

　父の代でも、兄の代でもそれを竜樹は見てきた。

　藍香もそうだったはずだ。

　なのに唐突に、彼女は竜樹に『名前を呼んでほしい』と言ったのだ。

　あまりにもくだらなさすぎて、竜樹はその言葉で一気に萎えてしまった。

「馬鹿らしい……」

（名前を呼ぶことにいったいなんの意味がある。感傷にすぎぬ……）

　竜樹の母は身分の高い貴族の出だったが、竜樹を産む前も、産んだ後も、なんと二十年近く、皇帝に自分とほかの妃とではどっちが愛されたか、特別に思われているかと、どうやっても確かめようのない寵ちょう愛あいをめぐって争い、そして死んでいった。

　そんな光景を物心ついてからずっと見続けてきた竜樹は、自分の後宮にいる妃たちを等しく人間として扱わなかった。

　名前などひとりも呼んだことはない。

　等しくただの女であり、それ以上でもそれ以下でもない。

　そんな、母や後宮にうずまく怨念の中に生きていた竜樹からしたら、藍香の願いなどあまりにも子供じみていて、いきり立った体が一瞬で萎えるのも当然だった。

（特別な女など、この世にはおらぬ）

　たとえそれが妃であっても、考えは変わらない。

　竜樹は生まれながらにして、人をかしずかせてきた側の人間だった。

　一瞬興味を引かれたのは事実だが、この初夜のこともすぐに忘れるだろう。

「女に振り回されるなど、阿あ呆ほうのすることだ」

　竜樹はゆっくりと息を吐き、そのまま長い廊下の柱にもたれて空を見上げた。

（つまらないことに心を乱されていては、国を統治することはできん……）

　それでもなぜか、藍香のまっすぐな目がまぶたにちらついて離れなかった。










乙女、後宮へと導かれる




　花か歴れき八百年。長い冬が明けて、藍香の住む小さな村にも春が訪れていた。

「春になって、指がかじかまなくなったのはうれしいわね」

　藍香は筆を置き、うーんと背伸びをして文ふみ机づくえから立ち上がると、たった今書き上げた書を手に取り、隣の居間で白さ湯ゆを飲んでいる祖父のもとへと走っていく。

「おじいちゃん、お待たせ！」

「おお、すまないね、藍香」

　白髪に白い髭をたくわえ、たたずまいから知性がにじみ出ている老人は、藍香の祖父で名を韓かん明めいという。

　さっそく孫娘から書を受け取ると、じっくり眺め、目を糸のように細めて微笑んだ。

「うむ……よい字だ。さっそく子供たちの手習いの手本にしよう」

「よかったー！」

　藍香はホッと胸をなで下ろす。

　藍香が書いたのは、韓明の蔵書から選んで書いた西の国に伝わるありがたいお経の一文だった。

　桐翼は、宝石以外にも、硯すずりを作るためのよい石が採れる硯の産地で、都では書芸文化が盛んだ。なので都から離れたこの小さな村でも、あたり前のように、書を学ぶ者は多い。

　韓明は都の役人だったのだが、妻を亡くして職を辞した後、我が子を連れ生まれ故郷のこの村に戻ってきて私塾を開いた。子供たちだけでなく、大人にも字を教え、さらに数字を教えた。

　商売をする者にとって読み書きそろばんは大事なことだ。知識がなければものを売るときに相手にいいように言いくるめられてしまうこともある。なので韓明は村人から先生と呼ばれとても尊敬されている。

　藍香も祖父の教え子のひとりだ。女の身であっても教育を受け、読み書きそろばんは当然として、詩を詠むことだってできる。

　残念ながら、藍香の両親は、はやり病で十年前に亡くなってしまったが、孫娘である藍香は書が得意で祖父の塾を手伝っている。そして祖父の代わりに手本を書くこともあった。

「それにしても、最近すっかり目が悪くなってしまって、思うように書けなくてなぁ……」

　韓明は軽くため息をついて、首を回す。

「おじいちゃんは塾を休まずがんばりすぎよ。もう少しのんびりしないともたないんだから」

　藍香は目頭を押さえてため息をつく韓明のうしろに回り込み、肩をもむ。

（肩……細くなってる）

　ふとしたことで祖父がずいぶん年を取ってしまったと気がつき、切なくなる。

　藍香にとって家族と呼べる人はもう韓明しかいない。高齢の祖父がいつまで元気なのかわからないし、いつかひとりぼっちになるのだと思うと、恐ろしくてたまらなくなる。

　だがあまり心配しては、韓明が元気を装って余計無理をするだろう。だから気がつかないふりをした。

　藍香は顔を上げ、窓の外の空を琥珀色の瞳で見つめる。

「おじいちゃん、半刻もしないうちに雨が降るみたい。きっと雷も落ちると思う」

「そうか。では畑で働く村の者たちにも教えてやろう」

「だったら私は里山のほうに行ってみるわ。山菜を採っている人がいるだろうし」

「そうしなさい。落雷があったら危ないからね」

　雷が森の木々に落ちれば山火事などの大事故にもつながる。

　韓明はよいしょと椅子から立ち上がると、ふたりが住む小さな家を出ていった。

　藍香の村には百人ほどの村人が住んでいる。都からは徒歩で半日ほどかかる、集落の周りに畑が広がる小さな村だ。

　窓の外は青空が広がっていて、雨の気配は広い空のどこにもない。だが韓明は藍香の言うことをまったく疑わなかった。それは藍香がひときわ勘のいい娘だと知っているからだ。

　藍香は物心ついたときから星の動きを読み、風の匂い、気配で天候を知ることができた。そしてその予想はほぼはずれることがない。どこの村でも十数年に一度、その土地の祝福を受けた娘が生まれることがある。

　藍香はまさにその祝福を受けた娘だった。農作業で日々の糧を得ている村にとって、藍香の天候の予想はとてもありがたいものだ。

「雨が降りだす前に急いで知らせないと」

　藍香は家を出て裏に回ると、森への道を急いで歩きだした。




　この世はその昔、創世の天女が蓮の花の上に落とした四枚の皿の上に誕生した。

　陰陽は互いに養い合い、精気は入り混じって国となる。大小合わせて数十の国があるが、神しん獣じゅう・麒麟の加護で国は傾かず、平らかである。

　国は平和でなければならないのだ。麒麟は血を好まない。争いを好まない神獣の加護を失えば、ふたたびこの世は傾き大いなる災厄が訪れる。その平和を維持するのが、その昔、麒麟の巫女から使命と力を賜った、四色の皇族なのである。

　この世に生きとし生けるものなら誰だって知っている創世の物語だ。

　そして今、黒麒麟が守護のもと、一年の大半が冬であり、雪と氷に包まれる桐翼は雪解けを迎えた。短い春と夏は、貴重な活動の時季だった。

　森は長い冬を終えてふたたび活動し始める。地中の虫が目を覚まし、子孫を残すために地上に姿を現す。花々も咲き誇り風にのせて種を運ぶ。鳥はつがいになり、獣も冬眠から覚める。

「ああ、風が気持ちいい……」

　そして藍香は大きく息を吸い込み、うーん、と伸びをしながら、体の中に生気をたくわえる。

　小鳥たちの鳴き声に耳を澄ませ、微笑みを浮かべながら、首にまとわりつく髪を手の甲で払った。

　さらさらと風に美しい黒髪がなびく。

　木綿の粗末な襦じゅ裙くんを身にまとってはいるが、しなやかでほっそりした体と腰の下まで届く黒髪は烏からすの濡れ羽のように美しい。すり立ての墨のような漆黒だ。

　聡明そうな瞳は琥珀色で澄んでおり、通った鼻筋や薄桃色の唇はとても愛らしかった。

　藍香は近隣の村でも評判の美少女で、年頃ということもあって、たくさんの縁談が持ち込まれているが、藍香は韓明をひとりにするつもりはなく、まだ結婚する気はないと断っている。

（そもそも結婚なんて全然考えられないわ……）

　藍香は頭の中に、村の若者たちを思い浮かべる。

　村には男女合わせて二十人ほどの適齢期の若者がいるが、恋愛結婚はまれだ。親戚か、村の有力者を通して結婚相手が決まる。藍香の身よりは韓明だけだが、村で尊敬されている先生の孫娘ということで、村長や近隣の町や村の名士から、縁談を持ち込まれることは多々あった。

　だが祖父は最大限、結婚に消極的な孫娘の思いをくみ取ってくれている。

『結婚する気はないの。私、ずーっとおじいちゃんと暮らしていたい』

　そう藍香が告げると、韓明は困った顔をしながらも、うれしそうに笑うのだ。

　韓明が藍香に甘いのをいいことに、藍香はずっと大好きな祖父との暮らしを満喫するつもりだった。

「みんなー！」

　藍香は里山に入り、キノコや山菜が採れる場所を重点的に歩きながら周囲に声をかける。

「雨が降るから帰ったほうがいいわよ～！」

　藍香の澄んだ声の呼びかけに、あちこちから「おーう！　ありがとよ～」と村人たちの声が返ってくる。夕方間近のこの時間は、切り上げるのにちょうど区切りもいいのだろう。ひとり、またひとりと藍香の前に姿を現しては礼を言い、村へと帰っていった。

「あれで最後かな……」

　あらかた周囲に声をかけたつもりで立ち止まると、突然、森のわき道からひょいっと、ひとりの少女が藍香の前に姿を現した。

「わっ、びっくりした！」

　藍香は胸を押さえながら後ずさる。

「えへへ、ごめんごめん。ちょっと奥のほうまでキノコを探しに行っててさ」

　飛び出してきたのは友人の少女だった。

　少し照れくさそうに笑う彼女は幼なじみで名前を林杏という。年は藍香のひとつ下だが、兄弟姉妹が九人もいる大家族のしっかり者で、藍香も頼りにしている存在だ。

「これ、おすそ分け」

　顔の前にキノコが入った袋を渡された。

「わぁっ、いいの？」

「もちろんよ。韓明先生に滋養のあるものを食べさせてあげてね」

「うん、ありがとう」

　藍香はありがたく袋を受け取る。鼻先にふんわりとキノコの香りが漂った。

（今晩はキノコ汁でも作ってあげようかなぁ……）

　キノコ汁は祖父の好物だ。

　ニコニコしながら袋の中を覗き込んでいると、林杏が唐突に口を開いた。

「そうそう、さっき聞いたんだけど西の隣村にとっても尊い人が来てるんだってよ」

　西の隣村は藍香が住む村よりも、もう少し大きな村だ。

「尊い人って？」

　ピンとこない藍香が尋ねると、林杏は不満そうに唇を尖らせる。

「さぁ、詳しくは知らない。村長さんの家を全部借り上げて、その周囲をぐるぐる幕で覆い隠してるんだって。とりあえず都の貴族だって噂だけど……。兵士もたくさんいて物々しいんだって。お姉ちゃんが話してたの。いきなりやって来たものだから、食べ物のたくわえとか全部出しちゃって村の人たちが皆困ってるんだって」

　林杏の姉は隣の村に嫁いでいるのだ。林杏の一家は大家族でとても仲がいいので、今でもちょくちょくお互いの村を行き来している。それで姉から話を聞いたのだろう。

「ああ、それで奥にまで入って、キノコを採っていたのね」

「そういうこと。お姉ちゃんも子だくさんだからね。まぁ、お金はたくさん頂戴したから、喜んでたけど！」

　えっへんと胸を張った林杏は、アハハと笑って空を見上げた。

「あっ、見て！　空の端が暗くなってるよ」

　彼女が指さしたほうを見上げると、たしかに濃い鼠ねずみ色いろに変わっている。

「ほんとだね」

　藍香はうなずき、目を細める。

　この調子だと雨雲にすぐに追いつかれるに違いない。

　林杏と急いで里山を下りることにした。




　それからさかのぼること約半日前――。

　陶器が床に叩きつけられるような大きな音が、明めい月げつ宮きゅうの一角に響き渡った。

「きゃーっ！」

　午前のお茶を運んできた女官が悲鳴をあげ、部屋を飛び出してきた。

「でっ、でっ、殿下のお姿がありませぬーっ！」

　騒ぎを聞きつけたひとりの武官が、大理石の廊下を慌てたように走ってきて、女官を押しのけ豪華な部屋に入る。

「殿下！　飛ひ燕えん様！」

　幼い皇太子の名前を呼びながら、武官は部屋の長持ちを開けて中を覗き込み、窓を覆っている垂れ幕をめくり、床に敷き詰められている絨じゅう毯たんを引っぺがし、しまいには四つん這いになって寝台の下を覗き込んだ。

　だがどこにも殿下の姿はない。

　女官が落とした陶器の破片が床のあちこちに散らばっているだけで、皇子の部屋はもぬけの殻だった。

「ああっ、なんてことだ……」

　年は三十代前半だろうか。立派な衣を身にまとい、見目麗しくたくましい武官が、四つん這いでため息をつく姿はなかなか滑こっ稽けいだが、本人も周囲も、この状況を笑えるはずがない。

「どういたしましょう……！」

　ヨヨヨ、と涙にくれながら女官が近づいてきたが、

「いや、もしかしたら竜樹様のところにおられるのかもしれない」

　武官は跳ねるように立ち上がって部屋を飛び出すと、皇帝陛下の執務室へと全力で駆け出していた。




「陛下、失礼いたします！」

　執務室に入ると、奥の机で筆を片手に山積みの書簡を眺めている竜樹が顔を上げた。

「騒がしいぞ、獅し英えい」

　黄金色の髪に、春の葉を写し取ったような緑色の瞳が美しい。あきらかに周囲の人間とは一線を引いた美貌だ。彼の名は竜樹。桐翼の皇帝である。

　竜樹は有能な施政者だが、ひどく短気で冷酷な一面も持ち合わせていると城内でも評判で、飛び込んできたのが武将として名高い獅英でなければ、どんな罰を与えられていたかわからない。

「はっ、申し訳ありませぬ！」

　獅英は深々と直角に腰を折って頭を下げた後、ハッとして顔を上げ、また頭を下げた。

「竜樹様、申し訳ございませぬ！　飛燕様のお姿がどこにもなく、もしかしてこちらにいらっしゃらないかと……！」

「――飛燕？」

　怪け訝げんそうに竜樹は眉を寄せる。

「ご存じありませんか」

　獅英は一いち縷るの望みをかけて尋ねた。

　執務中に竜樹が入室を許すとは思えなかったが、なにしろ皇太子は熱烈な竜樹の信奉者なのだ。

「朝の挨拶に来たっきりだな。そしていないというのであれば、あやつの性格上、おそらく明月宮にはもうおらぬのではないか」

「そんなっ……」

　さっぱりとした口調で言いきられ、獅英は紙のように真っ白になった。

　現在、桐翼の皇帝である竜樹は、八年前に先の皇帝である兄を亡くし二十歳の若さで皇帝の座についた。全員腹違いの姉と妹が五人ずつおり、それぞれ国内の有力貴族や、他国へ嫁いでいる。あとは近しい身内といえば、兄の忘れ形見である甥の飛燕がいるだけだ。

　現在、正当な皇太子である飛燕は、まだ九歳の少年なのだが、病弱だった竜樹の兄に似ず、やんちゃでたくましい行動派で、ちっともじっとしていない。

　お目付け役の獅英を含め、女官たちはほとほと手を焼いているのだが、ちまたの子供のように放っておけるような存在ではない。

「すぐにお捜し申し上げます」

　獅英は捜索隊を編成することを提言した。

「待て、獅英」

　竜樹は持っていた筆を置いて、うっすらと微笑んだ。

「今日に限っては、行先はわかるぞ」

「なんと……」

　獅英がポカンと口を開ける。竜樹は立ち上がり、机の上にある一冊の書物を持ち上げ広げた。

「数日前、あれにねだられて、かつて桐翼の英雄皇帝が天女の神託を授かったという物語を読んで聞かせたのだ。おそらくその英雄に憧れて宮中を抜け出したのだろう」

「物語……」

　獅英は信じられないといわんばかりに目を丸くしたが、

「周辺の地図を持ってこい」

「はっ、かしこまりました！」

　竜樹の指示に、顔を引き締め執務室を飛び出していった。

（なるほど、飛燕め……困ったものだ）

　竜樹は皇帝だった兄の忘れ形見である甥のことを思い、苦笑する。

　もちろん勝手に宮中を飛び出して心配ではあるが、飛燕は聡明な少年なので大事には至らないだろう。

　飛燕が物心ついたときには、すでに竜樹の兄は他界していた。その妻である妃は、もとは皇太子時代の侍女で身分が低く、とても飛燕を育てられるような力を持たなかった。なので代わりに竜樹が後見人になり、面倒を見てきたのだ。

　その後、竜樹が帝位についてからは、余計な争いごとの種にならぬよう、飛燕を早急に皇太子として立てた。だが同時に、一方で竜樹が御子を積極的につくろうとしないことに対して、批判も生んでいる。

　皇族に伝わる、人とは違う容姿に人並みはずれた頭脳、そして身体能力も、すべて神の力であり、国を守るため必要なものだ。

　だから皇帝の一番の責務は子供を成すこと。その玉体に流れる尊き麒麟の巫女の血を次世代に残すことが求められる。皇子や皇女が百人もいると困るが、ひとりもいないというのはまた問題である。

　竜樹は皇太子になったときに有力貴族から迎えた姫を皇太后に迎えたが、はやり病で亡くして以降、後宮は静かなものだ。そして後宮には、竜樹の寵妃と呼べる女性はひとりもいない。

　臣下たちがどんな美姫を連れてきても、竜樹は興味を持たない。とにかく竜樹は執着をしないたちだった。たとえそれが自分の血を引く後継ぎでも、同じだ。子供など本気でできなくてもいいと思っている。

（長く病気を患っていた兄上ですら、十年帝位についていた。幸いなことに飛燕は太陽の塊のような精気に満ちあふれている。成人し妻を娶めとればたくさんの子供をつくって、桐翼を繁栄させるだろう）

　我が国のことだというのにまるで他人事のような思いで、竜樹は頬杖をつき窓の外を眺める。

　澄んだ青空と、甥の飛燕の、自分とはまるで違う朗らかな笑顔が重なった。




　一陣の風が藍香の頬をなでた。

　耳もとで誰かがささやいたような気がした。その声はとても小さく、普段なら気がつかないような風の声に似ていた。

「林杏、今、なにか言った？」

　里山道を下りている途中で藍香は立ち止まった。

「ううん、なんにも」

　少し前を歩いていた林杏は、肩越しに振り返って首を振る。

「そう……」

　おかしいな、と思いながらも、藍香はまた歩き始める。だがなぜか足が重りでもつけられたかのように、次第に重くなっていく。

（どうしたんだろう……疲れてるのかな……？）

　藍香は戸惑いながら、自分の足を見下ろした。

　見た目にはいつもと同じ、自分の足だが、疲れているにしても重すぎる。まるで大事ななにかをどこかに置き忘れているような気がして、気がつけば藍香は完全に立ち止まっていた。

　ギュッと目を閉じると、まぶたの裏に星が瞬く。

　これがなにを意味するかはわからないが、どこかで尋常でないなにかが起こっているような気がした。

（確かめたほうがいいかもしれない……）

　それに、なにもなければないでいいのだ。

「ごめん、林杏、ちょっと先に行ってて！」

「えっ、藍香っ？」

　林杏がとめる間もなく、藍香はくるりと踵きびすを返すと、そのままかなりの速度で今来た道を走って戻る。

（なんだろう、この胸騒ぎ……）

　自分でもよくわからない。

　天気を読む直感に優れているという自覚があるが、それだけだ。たとえば本物の占い師のように、人の未来を占ったりする力はない。

　けれどたしかに、不安な気持ちが胸の奥に渦を巻いているのはわかる。まるで予測不可能な大きな嵐でもくるかのような――そんな落ち着かない気持ちで胸が苦しくなるのだ。

　いまだかつてこんな不安定な気持ちになったことはない。

　なにか、自分でもわからない大きな渦に飲み込まれそうになっているような気がする。

（いったいこれはなんなのだろう……）

　不安な気持ちのまま、獣道をのぼっていると、進んでいる先の藪の陰に、黒いなにかがちらつくのが視界に入った。

「まっ……まさか、クマッ？」

　藍香は怯えてその場に立ち尽くす。

　クマが眠るのはもっと奥のほうだ。里山にクマは出ない。だが、冬眠を終えたクマは、食べ物を求めて活発に移動し始める。万が一ということもあるだろう。

　今がそのときだとしたら、これは命にかかわる出来事だった。

「……っ……」

　藍香は悲鳴を押し殺し、両手で口を覆い息をのむ。

　ドクン、ドクン、と心臓が跳ね、全身が恐怖で固まってしまった。

　視力、聴力を研ぎ澄ませて、藪の中のなにかを探る。

　――ガサッ……ガサガサッ……。

　黒いなにかがたしかに木々の向こうで動いている。

　少し距離があるので黒い物体の全体像はわからないが、気配からして獣だというのは間違いなさそうだ。そしてなおかつ、影はこちらに近づいているような気がする。

（どどど、どうしよう……！　えっと、クマだったら走って逃げるほうが危ないんだっけ……ゆっくり後ずさって距離を取って……）

　慎重に、音を立てないように気をつけながら、一歩、二歩と後ずさったところで、藍香の靴が小枝を踏んだ。パシリ、と予想以上に大きな音がして、全身から血の気が引く。

「し……しまったっ……」

　思わず木に登るしかないと周囲を見回した次の瞬間、その影はその大きさからはまるで予測できない速度で、藍香の頭上に大きく跳び上がった。

「っ、きゃああっ！」

（食べられるーっ！）

　逃げる暇などまったくなかった。

　意味もなくその場にしゃがみ込んで体を丸くしたが、いつまで経ってもなにも起こらない……。

　おそるおそるギュッと閉じた目を開けて、顔を上げる。

「え……？」

　藍香は目を疑った。

　目の前、一間もない距離に、黒い鹿が立っていたのだ。

　鹿といえば、明るい茶色に背中に白い斑点が一般的だが、目の前にいるやたら大きな鹿は、全身真っ黒だった。枝分かれした長い角は左右に広がり堂々としたものだが、鹿の角は普通、春には抜け落ちているはずだ。

　不思議だなと思うが、そもそも黒い鹿自体、目にするのが初めてだ。

「なんてきれいなの……」

　上等な天鵞絨ビロードのような毛並みは美しい。

「もしかしてお前は、この森の主？」

　藍香は優しく問いかけ、漆黒の鹿に見とれながら手を伸ばす。

「ヒィーン……！」

　だが藍香の指先が鼻先に触れそうになる瞬間、黒鹿はそのままうしろに飛び跳ねて、距離を取る。

「あ……」

　怖がらせてしまったのかと後悔する藍香だが、黒鹿は前足をタタンと踊るように地面に打ちつけた後、くるりと踵を返して獣道をのぼっていく。そして途中で立ち止まると、藍香を振り返った。

「え……？　もしかしてついてこいってこと？」

　すると黒鹿はまた「ヒィン！」と鳴いて数歩進む。

　不思議なことではあるけれど、やはりついてこいと言われているような気がしてならない。

（とりあえず導かれるままに進んでみよう……）

「わかったわ。ついていく」

　藍香がはっきりそう言うと、黒鹿は同意を得たと言わんばかりに足早に獣道を駆け上がっていく。

「ちょっと待って、速いったら！」

　慌てて黒鹿の後を追いかけた。

　覚悟を決めたせいか、後を追う藍香の足は不思議と軽くなっていた。




　しばらく獣道をのぼったところで、黒鹿が立ち止まる。

　軽く息を切らしながら、藍香は黒鹿の横に並んで立ち、辺りを見回した。

　周辺は生い茂る木々があるだけだ。

　ポツポツと雨が頬に落ちてくる。もう少しで強い雨が降りだすだろう。早いうちに帰らなければと気持ちが焦る。

「ねぇ、黒鹿さん。ここにいったいなにがあるの？」

　振り返った瞬間、ぐらりと体が傾いた。なんと黒鹿が体を寄せるようにして、藍香の体を鼻で押したのだ。

「えっ、ちょっ、ちょっと、えっ!?」

　そして均衡を失った藍香はとっさに足を踏み替え、小さな石を踏んだ。

　その石は山道の勾配に浮いたように刺さっており、そこを踏んでしまった藍香の体はまっ逆さまに山道を転がり落ちていた。

「きゃーっ！」

　悲鳴をあげたが、一度均衡を失った体はもとには戻らない。だが運よくやわらかい土の上に落ちたようで、藍香は、「あいたた……」と腰のあたりを押さえながらも、立ち上がることができた。

　腕や足を回してみたが、着ているものが汚れたぐらいで、とくになんということもなさそうだ。

　見上げると、身長の三倍ほどの高さから黒鹿がこっちを見下ろしている。

「黒鹿さん、今、私のこと突き飛ばしたよね!?」

　両手を振り上げて怒って見せるが、黒鹿は「ヒィーン」といななくだけで、それほど悪いと思ってなさそうだ。

「ちょっと！　なんなの！　いくらなんでもひどすぎるわよっ！　いったいどうしてこんなことをするのっ！」

　藍香はじたばたと手足を振りながら抗議したが、黒鹿に伝わるはずもない。

　彼は満足げにいななくと、くるりと踵を返し、森の中へと消えていった。

「ええーっ……！」

　驚いたのは藍香である。不思議な鹿に導かれてここまでやって来たというのに、突き飛ばされて着物は泥まみれになってしまった。

　のぼったのは一刻ほどだったので、それほど上まで来てしまったわけではないだろうが、今後の天候のことを考えると不安にもなる。

「仕方ない……どこかで雨が通り過ぎるのを待たなくっちゃ……」

　そうつぶやきながら泥を払っていた瞬間――。

「見つけたーっ！　天女様っ！」

　どこからか高い声が響いた。

「えっ？」

（こんなところに私以外の人間が？）

　声の主を探して振り返ろうとした瞬間、うしろから強い衝撃を受ける。

「きゃーーっ！」

　藍香の体はやすやすと吹っ飛び、また豪快に土の上に転がっていた。

（う、う、嘘でしょ～……）

　そう思わずにはいられない展開だった。




「――ごめん。驚かせるつもりはなかったんだ」

　藍香の隣でうなだれる少年は、黄金色の髪をしていた。

　彼は先に飛燕と名乗ったので、藍香も自分の名前を教えた。

「ううん、いいのよ。それよりも飛燕、もう少しこっちに来て」

　その髪の見事な輝きに驚きながらも、藍香は窪地で身を低くし、飛燕を抱き寄せた。

　しとしとと降り始めた雨は、風の向きが幸いしてそれほど強く降り込んでこないが、落雷を恐れて木陰に隠れることができないので、吹きすさぶ風に体が冷えていく。

　このままでは飛燕は風邪を引いてしまうかもしれない。

　そう思って、少年の肩をさらに抱き寄せる。

「うんっ！」

　少年は元気よくうなずくと、にっこりと笑って藍香に体を寄せた。

「藍香、あったかいな。さすが天女様だ。抱きついてると熱く感じてくる」

「だから私は天女様じゃないったら。私をあったかく思うのは、あなたの体が冷えきっているからよ」

　なぜか少年は出会いがしらに、藍香を天女様と呼んだ。

　違うと言ったが、納得しない。

　黒鹿から突き落とされた谷間には先客がいて、そして天女だと言われる。

（まったくもってわけがわからない……）

　藍香は怒涛の展開に、もはや苦笑いするしかないのだが、

「ううん、天女様だ。だって黒鹿に突き飛ばされたんだろう？　それはきっと桐翼を守護してくださる黒麒麟の化身だよ。俺が天女様を連れてきてくださいって真剣にお願いしたから、連れてきてくれたんだ」

　飛燕は自信満々に胸を張る。彼は馬でここへやって来たらしい。向こうの木の幹に馬がつながれているのが見えた。上等な馬具をつけている。

（たしかに黒鹿は私を導きここに連れてきた。この子が雨の中ひとりでいたからだわ）

　さすがに伝説の守護獣が目の前に姿を現したとは思えなかったが、あの黒鹿が山の主なら、雨の中ひとりでさまよう子供を助けたいと思ってもおかしくはない。

　そのくらいあの黒鹿は独特で、威厳すら感じられた。

「それにここはそういう場所だから」

「そういう場所って？」

　藍香が首をかしげると、

「英雄皇帝が天女様の羽衣を拾った場所」

　飛燕は、すっと手を伸ばし、流れる川を指さした。

「この上流で、英雄皇帝は羽衣を拾って、天女を妻にしたんだ」

「ああ……羽衣伝説ね」

　そう言われてみれば藍香も聞いたことがある。




　天女は八やお百万よろずの神々がおわす崑こん崙ろんに住む。

　鍾しょう山ざんの美しい嶺、山に生える美しく珍しい木々。永遠の命をもたらすという果物で喉を潤し、七色の尾を持った獣や、人語を解する青い鳥と戯れ、万里長駆し、そして世界の果てを見る。

　月に腰かけた天女のもとに麒麟が飛んでいき、衣でその姿を隠すと、月はその形を変え下界を照らす。人間たちは薄雲に隠れた月を見上げては『今晩の天女様はご機嫌だね』などと笑い、時には歌も詠む。

　天女は下界とは相いれないが、日々の暮らしと密接にかかわっている。

　そんな神話が息づくとある森の中で、下界に降りた天女が水浴びをしている姿を、ひとりの人間の男に見られてしまうところから物語は始まる。

　男は天女の美しさに心を奪われ、彼女を天に帰すまいと羽衣を隠してしまうのだ。

　天女は嘆き悲しんだが、男は行き場を失った天女を妻にし、彼女の助言で武官として名を揚げ国を興す英雄になった。

　そして天女も日々の暮らしの中で懸命に尽くす男に心を許し、子までもうけたのだが、ある日隠していた羽衣を見つけ、泣く泣く崑崙に帰ってしまう。




「羽衣を盗んだ男が英雄皇帝なんでしょう？」

　あくまでも神話であって、桐翼の成り立ちとは違うのだが、飛燕はキラキラした目で藍香を見上げた。

「そうだよ、英雄皇帝はとってもかっこいいんだ。妖怪リョウテツを退治して、宝石の山を発見したんだ！　だから俺も、天女をつかまえてお嫁さんにするんだ！」

「へぇ……はっ？」

　藍香は少年が目を輝かせて語るおとぎ話をうなずきながらも聞いていたのだが、聞き捨てならない単語を聞いて、少年の顔を覗き込んだ。

「お嫁さん？」

「うん。天女様を俺のお嫁さんにする。もうつかまえたから、俺も英雄皇帝になるんだ。えへへ」

　少年ははにかむように笑って、藍香を見上げた。

　どうやらこの少年はたまたまここを通りがかった藍香を、お嫁さんにすると言っているらしい。

「ふふっ……」

　こんな泥だらけで粗末な服を着た天女がいるはずもない。

（羽衣だって持っていないわ）

　藍香は思わず笑ってしまったが、少年は本気でそう思っているようだ。

『お前はかわいい、美しい、きれいだ』と、子供だとは思えないような口説き文句を並べ立てては、藍香を熱っぽく見つめていた。

「ね、俺がつかまえたんだから、お前は俺のものだよね」

　大の男に言われれば腹が立ちそうな言葉だが、言っているのは声変わりもしていない美少年である。かわいらしい夢を壊す気はなかった。

　身なりがよく、目が覚めるような黄金色の髪、そして人に尊重されて当然だと言わんばかりの口調、振る舞いからして、飛燕は貴族の子弟なのだろう。

　普通の人間は黒髪に黒い目と相場が決まっている。鮮やかな色は、皇族や皇女が降嫁したような大貴族の血族にしか現れない。

　もしかしたら彼は、林杏が言っていた、西の隣村に滞在している貴族の関係者かもしれない。

「ねぇ、あなた家族に内緒でここにいるのではないの？」

「あっ……」

　藍香が問いかけると、その瞬間、飛燕の目がまん丸になった。途端に茶色の瞳がうろうろとさまよい始めたので、痛いところを突いたようだ。

「そうでしょう。内緒で天女をつかまえに来たんでしょう」

「えっと……」

「きっとご家族は心配しているでしょうね」

「むー……」

　どうやらこれ以上ごまかすのは無理だと判断したらしい。

　飛燕は途端に不機嫌になって、抱えていた膝をさらに引き寄せ唇を尖らせた。

「うるさいんだ」

「うるさいって？」

「朝から晩まで勉強しろって。俺は剣や馬のほうが好きなのに、一日中馬に乗っていたいのに、めったに乗せてもらえないんだ」

「そうだったの」

　どうやら日ごろの反発心から、家出をしたらしい。なんとも子供らしい反応だが、家族はたまったものではないだろう。

　藍香はくすりと笑いながら、よしよしと飛燕の頭をなでる。

「なんだ、子供扱いするなよ」

　飛燕はくすぐったそうに少しだけ肩をすくめたが、藍香の手を振り払ったりはしなかった。

「でも、平和なときこそお勉強は大事でしょう」

「どうして？」

「戦乱の世じゃ勉強どころではないわ。そしてなにより広い視野と深い洞察力をもってこの国のことを考えられる人が、太平の世をつくっていくの。尊敬されるわ。とっても素晴らしいことよ」

「ええーっ……」

　飛燕は一気につまらないという顔をしたが、藍香の言わんとしたことは伝わったようだ。

「でも藍香の言うことはわかる……。獅英も同じことを言ってたよ。俺は武将の血筋ではないし、そんなことは求められていないんだって。何事も適材適所だって」

　獅英といえば、桐翼で最も有名な将軍の名前だ。

　勇猛果敢で忠義に厚く、十代の頃から妖怪討とう伐ばつや辺境の蛮族をなぎ倒してきた、桐翼の剣であり盾である。そして桐翼に住む子供たちの圧倒的な憧れの存在だ。

（飛燕もやっぱり獅英将軍の信奉者なのね）

　藍香はクスッと笑いながら、しとしとと降りしきる雨を眺める。

「そうね。みんながみんな獅英将軍にならなくても、あなたにはあなたにしかなれないものがあると思う」

「わかった」

　飛燕はしぶしぶといったふうにうなずいて、ふわわ、と大きなあくびをした。

「眠いの？」

「うん……ちょっとだけ。今日抜け出すのに作戦を立てて、あんまり寝てないから……」

　小さな手でまぶたをこする飛燕はかわいらしい。頭の回転は速いが、やはり子供なのだ。

「じゃあ私の膝に頭をのせて、雨がやむまで少し休むといいわ」

「うん……」

　飛燕は甘えたようにうなずいて、そのまま藍香の膝に頭をのせて目を閉じた。

「本当にあったかい……母様みたいだな……」

　さすがにこんな大きな子供がいるような年ではないが、もともと面倒見がよく、村の子供たちの面倒をずっと見てきた藍香である。ふふっと笑って、飛燕の頭をなでる。

「今だけお母様の代わりをしてあげるから、安心して」

　そう、たしかに藍香は飛燕に言ったのだ。

『お母様の代わりをしてあげる』と――。




　それから十日後。夜が明けてすぐ、藍香の住む村に、十人ほどの厳かな一団がやって来た。

　彼らは顔を冠から垂らした薄布で隠していた。漆黒の裾と襟に金糸で麒麟の刺し繍しゅうを施した、藍香が見たこともない意匠の装束を身にまとい、高い厚底の長靴を履いていたが、でこぼこの道を誰ひとり転ばず、藍香の家の前に横一列に並んだ。

「いったいどなたですか……？」

　扉を叩かれて顔を出した藍香は異様な光景に目を疑ったが、藍香の問いに彼らはそろって黙ったまま、返事をしない。

（なにこの人たち……めちゃくちゃ怪しいんだけど。もしかして旅の楽団とか、お芝居の人？）

　さらに、村はずれの藍香の家におかしな集団がやって来たと、目ざとく発見した村人たちが何事かとぞろぞろと姿を現して、村はちょっとした騒ぎになっていた。

「どうしたんだい、藍香」

　藍香が戻ってこないのを不思議に思ったのか、韓明がひょっこりと戸口までやって来た。そこで黒装束の彼らの姿を見て、ハッと目を見開いた。

「おじいちゃん。この人たちのことを知ってる？　ねぇ、おじいちゃん……」

　だが藍香の問いに韓明は答えなかった。目をまん丸にしたまま微動だにしない。

　そして軒先で立ち尽くしたまま動けない韓明と藍香の間で、黒づくめの彼らはうやうやしく、三尺はありそうな巻物を広げると、高らかに宣言したのだ。

「おめでたく存じまする！」

　おめでたいとはいったいなにがおめでたいのか。

「はい？」

　芝居がかった謎の集団を、藍香は呆然と見つめるしかなかった。










戯れの口づけ




「はぁぁ～……」

　藍香は部屋の真ん中にある長椅子の上にひとり身を投げ出し、打ちひしがれていた。

　ここは桐翼国の都、呉ご去きょにある皇帝陛下の宮殿、明月宮の奥にある後宮であり、皇帝の妃になった藍妃こと、藍香に与えられた部屋である。

　顔が映りそうなくらいピカピカに磨かれた文机、彫り細工が美しい長椅子、螺ら鈿でんがほどこされた円卓。凝った彫りものの格子窓のそばには高炉が置いてあり、心が落ち着くような白檀の香りが部屋を優しく満たしている。

　なにげない窓の飾りひとつとっても豪華で、まるでここは極楽浄土かと言いたくなるような美しい一室だ。

　そして藍香も上等の絹の襦裙を着せられ、毎日やることもなく、ぼーっと部屋で寝ころんで、窓の外を眺めている。

　ここに押し込められてからすぐに、外に出たいと侍女に話すと、「もう少し我慢してくださいませ」と言われてしまったのだ。

　もう少しとはどのくらいなのか、具体的に知りたかったが、初夜の失敗もあって、強く出られなかった。

　そして藍香はかれこれ七日間、この部屋から一歩も出ずにゴロゴロしているのだ。

「おじいちゃん、大丈夫かなぁ～」

　考えるのはいつも祖父のことだ。

　後宮に入ることになったとき、藍香はもちろん嫌だと言った。だがこの国を治める皇帝陛下の命令に、逆らうことなどできるはずがない。しかも慶事だ。村一番の美人が皇帝の妻になると、村では三日三晩のお祭り騒ぎだった。

　いっそ隙をついて、祖父と一緒に知らない国にでも夜逃げしようかとまで思いつめたその翌日、韓明が倒れてしまったのだ。

　村にいる薬師に見てもらったが、おそらく過労だということだった。

　年のせいだと韓明は高い薬を飲むことを拒んだが、使者からは支度金として一年は働かずに暮らせるほどのお金を与えられていた。

　藍香はそれを、祖父の治療費として使うことに決めたのである。

（おじいちゃんにいい薬を飲ませるためには、皇帝陛下のお金が必要だった。そのお金をもらったんだから、私は覚悟を決めてここに来たのに……）

　重ね重ね、気が重い。

　竜樹と初夜を迎えたのは七日前だった。そこで藍香は名前を覚える気もない竜樹に反発し、名を呼んでほしいと迫ったのだ。

　だがその後のことは、考えるだけで気分が落ち込む。

「はぁ……」

　本当に、朝から晩までため息が止まらない。

　あそこに取り残された後、藍香はとりあえず寝台に横たわって待っていたのだが、竜樹は明け方になっても戻ってこなかった。

　どうしようかと迷っているうちに女官たちがやって来て、藍香の身支度を整え、部屋に戻された。彼女たちは無表情でなにを考えているかはわからなかったが、おそらく初夜が失敗に終わったことは、この七日間で後宮中に知れ渡ったことだろう。

　世間のことに疎い藍香とはいえ、人の口に戸は立てられないことくらい知っている。きっと陰で笑われているだろうなと思うと悲しいが、今後、竜樹が自分をどうするのか、そのことも気になった。

（まさか、ずっとこのまま放置されるの？　それじゃただ飯食らいになってしまうわ。いっそこのまま首にしてくれたら、村に帰れるのに……。いや、もしかしたらなにか処罰が与えられるかもしれない。むち打ちとか……さすがに痛いのは嫌だわ……）

　この平和なご時世にそんなことにはならないだろうと思いたいが、人を人とも思わない、傲慢な態度を取った竜樹のことを思い出すと、ぶるっと体が震えてしまう。

　数日前に祖父に「元気です」と書き記した手紙を送ったのだが、今度は不安を伝えたくなった。だが短い期間に何度も送るとかえって心配させるかもしれないと、我慢していた。

「はぁ……退屈」

　藍香は膝を引き寄せて、目を閉じる。

　なにひとつ不自由のない生活ではあるが、ここでじっとしていると、このまま体の端から腐ってきてしまいそうな気がする。

（でも私が後宮でできることなんて、ないわけだし……）

　あれこれと考え込んでいると、

「らんかー！」

　ふと、どこか遠くから、名前を呼ばれたような気がした。

「え……？」

　まどろんでいた藍香はパチッと目を開ける。

　この部屋に押し込められてからずっと、ほとんど人と話していない。

　もちろん身の回りの世話をしてくれる侍女たちは来るが、彼女たちは無口で、とても話し相手になってくれそうになかった。

　藍香は久しぶりに他人に名前を呼ばれてうれしくなったが、ふと、もしかしたら孤独にさいなまれて聞こえた幻聴なのではないかと思うと、背筋が凍った。

（それでなくてもここに閉じ込められて、鬱々としているところなのに……！）

「あー、やだやだ！」

　長椅子の上で、藍香は大きな声をあげて寝返りを打った。次の瞬間。

「藍香っ！」

　目の前で勢いよく、扉がバタンと開く。

「あ……飛燕!?」

　そう、なんと姿を現したのは飛燕だった。

「よかった、やっと会えた！」

　飛燕はキラキラと笑顔を輝かせ、長椅子から体を起こす藍香のもとに駆け寄って、隣に腰を下ろす。

「村でお別れして以来だ！」

「ええ、そうね……」

　藍香はふわふわした気持ちのままうなずいた。

　隣に座った飛燕は、青地に銀の刺繍が施された美しい衣装を身にまとっていた。

　里山では彼はもう少し地味な格好をしていたのだが、やはり明月宮内では正式な衣装を身に着けるものらしい。

「ごめん。花嫁には七日間会えないって決まってるから……。本当はもっと早く会いに来たかったんだけどさ！」

　そして飛燕は藍香の顔を覗き込んだ。

「ね、住みにくくはない？　なにか足りないものがあったらすぐに用意させるよ」

　飛燕は部屋の中をぐるりと見回しながら問いかける。

「足りないものなんてないわよ。十分すぎるくらいだもん」

　実際、与えられた部屋は応接間と寝室があり、一室でも藍香が住んでいた家がまるごと入りそうな広さである。部屋の外には出られないが、窓を開ければ大きな庭が目の前に広がる。風の通りも悪くない。

（部屋に不満はないけれど……。あの皇帝陛下には大いに不満があるかも）

　そんなことを思ったが、もちろん飛燕に言えるはずもない。

　だが飛燕は納得できないようだ。

「うーん、でもちょっと華やかさに欠けるな……」

　ぴょんと椅子から飛び下りると、部屋の隅に走っていき、両手を広げた。

「このあたりに翡ひ翠すいでできた宝木なんて飾ったらどうだろう？　珊さん瑚ごや瑪め瑙のう、真しん珠じゅがなっているような、翡翠の木だよ。きっと部屋が明るくなると思う」

　まるで名案のように言われて驚いた。

　藍香は椅子から腰を浮かせ、慌てて首を横に振る。

「いっ、いい、飛燕、そんな立派な木なんていらないから！」

　飛燕が言うような宝石でできた木など飾られたら、おちおち寝ていられない。装束の袖でも引っかけて、倒してしまったらと思うとゾッとする。初夜の失敗よりも、きっと宝木を壊すほうが罪が重いだろう。

「えーっ、そうなんだ……藍香は欲がないんだな」

　飛燕はつまらなさそうに唇を尖らせると、また藍香のもとに駆け寄り、手を取った。

「でもさ、うれしいな、藍香が後宮に入ってくれたから、これからは毎日でも話ができるし。俺、本当にうれしいよ。来てくれてありがとう」

「飛燕……」

　まぶしいばかりの笑顔に、ほっこりと胸にあたたかいものが広がってゆくが、正直少し複雑でもあった。

　あの出会いの後、雨がやんでから、藍香は飛燕を西の隣村まで送り届けた。

　面倒ごとに巻き込まれるのを警戒して、こっそりと村長の家に飛燕を連れていき帰ったのだが、それからわずか十日で、皇帝陛下は藍香の村に使いをよこし、藍香を妻にと求めたのである。

　羽衣伝説の発祥の地であるあの地で藍香は飛燕に見初められ――いや、皇太子である飛燕が藍香に求めたのは、彼が心より敬愛する皇帝陛下、竜樹の妃として後宮に入ることだったのだ。

「本当は俺の妻にしたかったけどさ。ほら、適材適所を考えたんだよ！」

　飛燕は自慢げに、えっへんと胸を張る。

「俺は子供だから陛下にお願いしたんだ、藍香を妃にしてって。そうしたら藍香に毎日会えるもんね。子供とか生まれたらうれしいしさー！」

（子供……できるようなことはしてないけどね）

　藍香は内心そんなことを思いながら、アハハと笑った。

　飛燕は皇太子であり、現皇帝陛下の甥っ子で、それを実現できる力があった。

　純粋で、人を疑うことを知らず、この後宮で玉のように守られてきた飛燕は、この考えをとても素晴らしいものだと思ったのだろう。

　そして皇帝陛下もまたそれを受け入れたのだ。

（なぜ自分が後宮に入れられたのかわからなかったけど、やっとわかった。勝手に部屋を抜け出すような、困った皇太子様の面倒を見させるためだったんだ。だから……陛下は私を本当に妻にする気はないというわけで……）

　ふと、竜樹の美しい緑色の瞳を思い出す。

　傲慢な男だと思いながらも、目が離せなかった。

　強く、美しく、たくましい。嵐のような、炎のような、それでいて水のような、不思議な男。

　あの一瞬、ほんの少しだけ心惹かれたことを否定できるほど、藍香は意地っ張りではない。

（それにしたって……陛下の仕打ちはあんまりだけれど）

　考えれば考えるほど虚しくなるが、これ以上落ち込んだりするのは体に毒だ。

　藍香はわりと楽天的なたちなのであまり思い悩まないよう、自分を励ました。

（それに、飛燕に罪はないのだし）

　気を取り直して、優しく飛燕の頭をなでる。

「いつでも遊びに来ていいのよ。どうせやることもなくて、ヒマだしね」

　後宮に入りたてでヒマだというのも切ないが、できるだけ軽い口調で言った。

「本当？　やった！」

　飛燕は満面の笑顔になる。

「そうだ。じゃあ藍香に後宮を案内してあげるよ」

「えっ、いいの？」

　ずっとこの部屋にいないといけないと思っていた藍香の目が、輝き始める。

「部屋から出てはいけないと思ってた」

「もう大丈夫。明月宮から出なければ問題ないよ、さぁ、行こう」

　飛燕は藍香の手を取り、ぐいぐいと引っ張って部屋を出た。




　桐翼はこの世界の最も北に位置する大国で、一年の大半が雪と氷に閉ざされた冬の国である。国は十三の州に分かれており、各州にはその州を監督する長官がいる。そしてこの国の中心である呉去の都は、数百万人の人々が暮らす大都市であり、皇帝である竜樹が国の象徴である。

「そもそも後宮っていうのは、明月宮の全体の十分の一くらいの大きさで、皇帝陛下とその親族、そして妃たちが暮らす一部の空間のことなんだ。左右にたくさんの宮があって、妃たちが住んでいる。で、中心が竜樹の部屋で、すぐ近くに俺の部屋もあるよ」

「へぇ……これだけ広いのに、全体の十分の一なのね」

　藍香は、自分の身長の倍はありそうな、左右にまっすぐに伸びている煉れん瓦がを積んだ高い壁を見上げた。

　藍香が初めて都に連れてこられた十日前は、たしか壁の向こうの部屋だった。そこで結婚の儀式の詰め込み教育が行われた。それから一応形ばかりの婚姻の儀を済ませたので、藍香も後宮の一員になったというわけだ。

「でも、私七日間ずっとあの部屋にいたけど、ずいぶん静かだったわ。たまに楽器の音色が聞こえるくらいだったけど……普通女の人が集まってたら、もうちょっと騒がしいものなんじゃないの」

　その一瞬、飛燕は困ったような顔をして大人びた表情になった。

「ああ……陛下はあんまり後宮が好きじゃないから」

「好きじゃない？」

「うん。だからみんな静かにしてるんだよ」

　それは竜樹の怒りを買わないで済むように、ということなのだろうか。

「なんだか不健康ね。息が詰まりそう。なんとかしたほうがいいんじゃない？」

　藍香がつぶやくと、飛燕は目をぱちくりさせて、それからなんだか不思議そうな表情になる。

「そんなこと言ったの、藍香が初めてだ」

「えっ、どうして？」

「だって、女は集まると憎み合って……生まれた子供だって政治の道具にするんだ。後宮は最初からそういう場所なんだ。だから……」

　飛燕の大きくて澄んだ瞳に一瞬影が落ちる。

　その瞬間、藍香は悟った。

（飛燕は生まれ育った後宮が、陛下と同じで、好きではないんだ……）

　どうしてだろう。いったいなにがあったんだろう。

　藍香は一度唇を噛みしめた後、顔を上げ、はっきりと口にした。

「でも、そういう場所にしてしまったのは、歴代の皇帝陛下じゃないかしら」

「え……」

　飛燕の目がさらにまん丸になった。

「私だって女よ。女同士で噂をしたり、陰口を言ったりすることがあることくらい、わかってるわ。でもそれは男も同じよ。性別も年齢も、立場だって関係ない」

　藍香は背筋を伸ばして、高い壁を見上げる。

　自分がどこを向いて立っているのかすらわからないなんて落ち着かないけれど、後宮は、ありとあらゆるところが高い壁に覆われている。皇帝陛下と妃たちが暮らす場所なのだから、警備が厳重なのだろう。

　大自然の中にいると、その広大さに圧倒され自分が小さな存在だと思うことはあるのだが、壁に覆われている後宮にいてもまた、別の意味で圧倒され自分の存在感が薄れていくような気がした。

「こんな壁の中にいると、自分が消えてしまいそうな気持ちになる。他人を攻撃しなければ、生きている実感が湧かなくて、不安になるんじゃないのかな」

　藍香の言葉に飛燕は感心したようにうなずく。

「そっか……そういう考えもあるんだ」

　飛燕は少し考え込み、藍香とつないだ手にギュッと力を込める。

（飛燕は竜樹様をとても尊敬しているみたいだけど、悪かったかな……）

　だが後宮はそういう場所だからと、鬱々としているほうがよっぽど毎日の負担が大きい気がするのだ。

（それにみんな元気なほうが、国は栄えるはずよ）

　桐翼は一年の大半が雪と氷に覆われる厳しい環境だが、同時にたくさんの鉱山を有し、資源大国で経済的にはとても豊かだ。貿易も盛んでどこに行っても仕事はたくさんある。食うに困るような国民はいない。

　都から離れた小さな村でも、韓明のような元官吏は重宝され、そこに暮らす人々は読み書きを学ぶことができる。

　日々の暮らしに忙殺されず文化的な生活が送れるというのは、歴代の皇帝陛下の善政が行き届いているからだと、韓明が話してくれたことがあった。

（そんな豊かな国を維持しているはずの皇帝陛下が、どうして自分の身の回りの人たちを大事にしないんだろう？）

　藍香は不思議でならなかった。

「ね、藍香」

　それから何事もなかったかのように飛燕は顔を上げ、周囲を見回した後、イヒヒ、といたずらっ子の顔になった。

「実は壁の向こうが見られるところがあるんだ」

「えっ、外が見えるの？」

「ついてきて」

　手を引かれるまま長い廊下の先へと進むと、大きな池に出た。

「えっ、すごい！　こんなところに池があるなんて！」

　藍香は興奮して、飛燕と池にかかっている橋に駆け寄った。

　池はかなり広い。天気が悪いと向こう岸はかすんで見えないのではないか。そのくらい大きかった。

　水面には蓮の葉が浮かび、その葉を縫うようにして白い鳥が優雅に泳いでいる。そして周りにはぐるっと囲むように東あずま屋やが設置してある。東屋といっても、天井や梁はり、欄らん干かんには極ごく彩さい色しきの絵がしたためられている。かなり豪華だ。

「昔はね、昼間は舟遊びをしたり、夜は灯とう籠ろうを浮かべて鑑賞したりしてたんだって。すごくきれいだったんだって」

「へぇ……って、昔？　今はしてないの？」

「うん」

　飛燕はこくりとうなずいた。

（それも後宮嫌いの陛下の考え……なのかな）

　藍香は池や東屋にひたすら感心しながら、橋を向こうまで渡りきり、大きな木の下に立った。

　見上げてもてっぺんがわからないくらい、かなりの大木だ。

　飛燕はつないでいた手を離すと幹にしがみつき、藍香を見上げながらささやいた。

「ところで藍香は木登りできる？　女の子だから無理？」

「フフン。なにを隠そう、私は小さい頃から村の誰よりも木登りが得意だったんだから！」

　得意満面、バシッと胸を叩くと、飛燕は「藍香って最高だな！」と笑顔になった。




　長い冬が終わると短い春と夏が始まる。

　都へと続く道を覆っていた雪が解ければ、国内外から商人が集まってくる。途端に国境や関所で人の出入りが多くなり、問題も起こりやすくなる。

「さて次は……国境の警備の問題か」

　竜樹は執務室で官吏を前に、文机の上に積んである書類に一つひとつ目を通しながら、朝から熱心に采配を振るっていた。

　ここは竜樹が普段仕事をする執務室だ。仰々しい赤い柱がそそり立つ王座の間は外交のときにしか使わない。竜樹は基本的には朝から晩までずっとここにこもり、仕事をしている。これは皇帝の義務であり、八年前からずっと続けていることだ。

「ふむ……今年は守りを厚くせよ。三年前に獅英が追い払った蛮族どもだが、偵察部隊が調べたところによると、長おさの代替わりがあったという。とすれば、己の力を誇示するためにまた騒ぎだすやもしれん。予算に関しては都の商人たちを集め見積もりを出させてから検討せよ」

「はっ。ただちに」

　うやうやしく頭を下げて執務室を後にする官吏を見送る。

　竜樹は次を待ったが、誰も入ってこない。どうやら今のが最後だったようだ。

「竜樹様、よろしいですか」

　そこへ獅英が姿を現したのだが、彼の姿を見て竜樹は深くため息をついた。そしてあきれたように目頭を指で押さえる。

「なぜお前が茶を運ぶのだ。そんなことは女官にでもやらせればいいだろう」

「そんなことを言わないでください、竜樹様」

　この国で最も勇猛果敢な獅英将軍は、茶道具がのった盆を持参していた。楽しそうにニコニコと微笑みながら盆を文机の上に置くと、慣れた手つきで茶をいれ始める。

「午前一番の訓練が終わったので、私も一服したかったのですよ」

「そうか……」

　竜樹はなんとも複雑な気持ちになった。

　こんな姿はとても彼を敬愛する国民に見せられないが、ふたりの付き合いはかれこれ十五年になる。かつて竜樹が少年だった頃、護衛としてそばに仕えていたのが当時ただの兵士だった獅英である。

　その頃は護衛の延長で身の回りの世話もしていたので、いまだになんでも器用にこなし、女官や部下たちを慌てさせているようだ。

「いただきます」

　先に獅英が立ったまま茶碗を口に運ぶ。ひとくち、確かめるようにゆっくりと口の中に含んでいる。

「ああ、いいお茶ですな。どうぞ竜樹様もお召し上がりください」

　そして獅英はどっかりと、入口付近に置いてある椅子に腰を下ろした。

　お茶を先に飲んで毒見をするのもそうだが、入口近くに座るのは、くせ者があればすぐに成敗するためだ。

　竜樹が皇帝になり、皇太子として飛燕を立ててから、すっかり平和な世の中ではあるが、やはり昔のくせが抜けないのだろう。

「いささか忠義が過ぎるな」

「そうは言われましても……」

　竜樹がそう言うと、獅英は困ったように頭をかいた。

「そういえば相変わらず妻を持つ気はないと突っぱねていると聞くがどうなのだ。先日など、大だい司し馬ばがどうしても仲を取り持ってくれと陳情してきたが」

　大司馬というのは軍事大臣のことだ。獅英の上司にあたるが、獅英が首を縦に振らないので竜樹に陳情に来るのである。

「そうだ、大司馬だけではないぞ。この国一番の将軍に、ぜひ娘を嫁がせたい貴族や商人が、連日私の前に列をつくる。それはそれでうっとうしいものだ。適当なところで、身を固めたらどうだ」

　といっても、竜樹自身は、獅英の好きにすればいいと思っているので本気で獅英を責めているわけではない。

「いずれ時がくれば」

　竜樹がなにを言っても、こういうときの将軍はのらりくらりと答えるだけだった。

（食えぬ男よ……）

　竜樹はそう思いながら、茶碗に口をつけた。

「ああ、そういえば」

　ふと思いついたように獅英が微笑む。

「そういう竜樹様こそ、新しい妃はどうだったのです。噂では抱かぬまま、捨て置いたとか」

「っ、ゲホッ……」

　痛いところを突かれ、竜樹はむせ返ってしまった。

　まさか自分の初夜の振る舞いが、獅英の耳に入っているとは思わなかった。

　おそらくいつも竜樹のことを気にしている獅英の関心を引くために、女官たちが自ら率先して話して聞かせたに違いない。

　いらぬことを、と思いながら、竜樹は指先で唇を拭った。

「抱こうが抱くまいが、どうでもいいだろう。そもそもあの女は、飛燕の子守のために――」

「ええ。飛燕様のために後宮に招いたのはわかります。天女様を見つけたんだ、妻にするんだと、ずいぶんはしゃいでおられましたからな」

　西の村で、飛燕の捜索の指揮をとっていたのは獅英の直属の部下だった。

　明月宮に戻っても、まだ飛燕が「天女様と結婚したい」と言い張るので、その話を聞いて竜樹に相談したのである。

「飛燕様の他愛もないご冗談を聞き届けて、飛燕様を助けてくださった娘さんを妃として迎えると聞いたときは、ようやく陛下も御子をもうける気になったのだと俺もうれしかったのですが……。どうやら本当にただの気まぐれだったとは」

　そして獅英はハァとため息をつく。

「いつになったら、陛下は獅英に御子を抱かせてくれるのでしょう」

「ふん、気持ちの悪いことを言うな」

　まるで赤ん坊を抱いているような仕草をする獅英に竜樹は苛立ち、とっさに持っていた茶碗を投げつけていた。

　だが獅英はその茶碗を顔の前で、片手でサッと受け止めると、手のひらの上でくるりと回し、盆の上に置く。まるで曲芸のような鮮やかな手つきだ。飛燕がこの場にいたら飛び上がって喜んだことだろう。

（茶碗が額にでもぶつかれば、痛がる獅英を見られたというのに……）

　そんなふうに内心の苛立ちを隠さない竜樹に、獅英は微笑む。

「竜樹様。未婚の私が言うのもなんですが、あなたには心底、休める場所が必要だと思います」

（休める場所……？）

　その言葉は皇帝にとって青天の霹へき靂れきだった。皇帝に休める場所など、あるはずがない。皇帝は強くあらねばならぬ。誰にも背中を預けることはできない。そして竜樹はそんなものが欲しいと思ったことがない。

　だが獅英は竜樹にはそれが必要だと言っているのだ。

「新しいお妃様には不思議と飛燕様も懐いています。今までこんなことはありませんでした。彼女の存在が、そのことを考えるきっかけになったらいいと思うのです」

　そして獅英は失礼します、と盆を持って執務室を出ていった。

「獅英め……あの娘がそんなたいしたものだと思っているのか」

　ひとり取り残された竜樹は、なんとも気まずい気持ちのまま、下唇を噛みしめる。

（たしかにそれなりに美しかった……鄙ひなにもまれな美人、といえないこともない。だが美しい女はいくらでもいる。唯一無二というわけではない）

　おそらく後宮の妃たちのほうが、竜樹の関心を買うために美しく着飾るだろう。そんなことはわかりきっているというのに、あの娘は、ほかとは少し違うような気がした。

　琥珀色の瞳は聡明で、田舎娘ゆえの無礼者だと簡単に切り捨てられないなにかがあるような気がする。

　このざらざらと引っかかるような気持ちが、なにかはわからない。ただすぐに忘れるだろうと思ったにもかかわらず、七日間が経った今でも、藍香の目が頭から消えないだけだ。

「ええい……っ」

　竜樹はうめきながら席を立つと、執務室を出る。

　行先は後宮だった。




「気持ちいいー！」

　藍香が抑えながらもはしゃいだ声を出すと、隣の飛燕も大きくうなずいた。

「だろーっ？」

　ふたりが腰を下ろしているのは、後宮内に数百年もの間根を張っている大木の枝である。高さは身長の何倍もある。たしかにここだと後宮の壁を見下ろすことができ、遠くまで見渡せる。

「俺ね、里山に行ったあの日、ここから向こうの塀の上に飛び移って、で、その塀を越えたところにある厩舎まで行って、馬で逃げたんだ」

　飛燕は小さな手を伸ばしながら、逃走経路を自慢げに説明する。

「それ、私に教えていいの？」

　藍香が笑って尋ねると、「藍香は特別」と、飛燕は得意げに笑った。

　後宮は明月宮の十分の一ほどの広さだと聞いていたが、たしかにこうやって高い位置から見ると、明月宮の壁の端まではかなり遠かった。そして右に目線を写すと、碁盤の目に整理された都がどこまでも広がっている。市場らしい場所には旗がひらめき、活気のあるにぎわいが遠くからでも伝わってくるようだ。

（あれが呉去の都……広い……）

　藍香は都に来たのは初めてだった。村の娘たちの中には、若者同士で連れ立って、都に遊びに行く子もいたが、藍香はそれほど興味を持たなかった。

　都を見てみたいと好奇心がなかったわけではないのだが、藍香は韓明と本を読んだり、字を書いたりするほうが好きだったし、読むべき本は韓明の部屋の書架にぎっしりと詰め込まれていて、都に遊びに行っている暇などなかった。

　そんな自分が、今は後宮の中にいて、都やその向こうにある自分の村に思いを馳せている。

　とても不思議な気分だった。

　そうやってふたりで街を眺めていると、あっという間に時間が過ぎていく。

「あ、そろそろ獅英と馬の時間だ！」

　飛燕はハッとしたように顔を上げ、するすると木を下りていく。

「じゃあ俺行くねー！　藍香はそこでゆっくりしてて！　また明日来るからねー！」

「がんばって！　怪我をしないようにね！　素敵な場所を教えてくれて、ありがとう！」

　藍香も大きく飛燕に向かって、手を振った。




「あやつはどこに消えたのだ……」

　竜樹はイライラしながら後宮の長い廊下を歩き回っていた。

　部屋を覗いてみたら、姿がなかった。踵を返して執務室に戻ろうと思ったが、会えなければまたその後もずっと気になるような気がして、結局探すことに決めた。

「おい、そこの者」

　顔が映りそうなくらい磨き上げられた大理石の廊下で、おそらく妃の誰かへのお茶を運んでいるであろう女官に声をかける。

「陛下……！」

　日中から竜樹が後宮にいることなどめったにない。

　女官は慌てて立ち止まり頭を下げた。

「新入りのあの娘はどこへ行った」

　竜樹の声が廊下に響く。

　ただでさえ長身の竜樹が後宮を歩くと、その気配を読むのか後宮は急に静かになるのに、声が響くとなればなおさら静まり返る。それまで漏れ聞こえていた女たちのおしゃべりや、音楽が、ふっと消えてしまった。

　竜樹は自分に向けられるその無言の視線のようなものに、いつも苛ついてしまう。濡れた葉っぱを体に張りつけられたような不快感を覚えるのだ。

「藍妃は飛燕様とおふたりでっ……あちらのほうで、お散歩を楽しまれておいででしたっ……」

　女官はさらに深く頭を下げて、静かに何事もなく、皇帝陛下が自分の前を通り過ぎてくれるのを待っている。

　竜樹は後宮で働く女性たちにとって偉大すぎる。皇帝陛下というのはこういうものだとわかっていても、圧倒されて、言葉が喉の奥に引っ込んでしまうのだ。そして竜樹はそんなふうに女官の怯える様子にまた腹が立ち、苛立ちが募るという悪循環だ。

　結局竜樹はなにも言わず、スタスタと無言で彼女の横を通り過ぎていく。

「ふぅ……」

　竜樹の姿が見えなくなってから、女官はホッとしたように胸をなで下ろし、そして別の妃の部屋へと足早に入っていく。中には数人の女性たちが息を殺して座っていた。

「陛下はなんて？」

　彼女たちもまた竜樹に対して、怖れと敬愛とが入り混じった複雑な気持ちを抱いている。

「たっ、大変ですっ、陛下が藍妃をお探しに……！」

「まぁっ！」

　竜樹が特定の誰かを探して歩くなど信じられない。藍妃が初夜をすっぽかされたことは噂で聞いていたが、いったいどういうことだろうか。

　妃たちはなんとも言えない表情で顔を見合わせた。




　竜樹は建物を出て、外の石畳の上を歩いていた。

　別に藍香になにがなんでも会いたいわけではない。ここまで来たらもはや意地だ。

「だがどこにいるのだ……」

　散歩というからにはおそらく多少は景色のいいところ、ということになるだろう。そう予測して池に来てみたが、飛燕と藍香の姿はなかった。

　橋の欄干にもたれ、竜樹はぼんやりと蓮が揺れる池を眺めていた。

　池は何代か前の皇帝がつくらせたものだ。竜樹の父の代ではよく舟遊びなどして使っていた。妃たちをはべらせ、華やかな宴を開いた。

　だが竜樹はそんな遊びにまったく興味がなかった。それどころか、楽しみや娯楽などは政治には不要だと思っていた。

（そんなもので腹は膨れん。蛮族を打ち払うこともできん。まことくだらん遊びでしかない）

　そうやって考え込んでいると、どこからか風にのって、ピーッ……と物悲しい音が聞こえてきた。

「ん？」

　いったいなんの音だろうか。

　竜樹は橋にもたれていた体を起こし、周囲を見回す。

　壁の近くの大きな木の上のほうで、ひらひらと薄桃色の長い布がひらめいているのが見えた。

「なんだ……布でも引っかかっているのか」

　洗濯の途中で妃の誰かの衣が飛んでいき、枝に引っかかったのかもしれない。

　つぶやきながらも、竜樹の心臓がギュッと掴まれたように苦しくなった。

　だがなぜか目が離せないうちに、急激に口の中が渇いてきて、胃の腑からなにかが込み上げてくる。

　そして突然、目の前を手で覆われたように、真っ暗になってしまった。

「クッ……」

　こめかみに刺すような痛みを覚え、竜樹はその場に崩れるようにしゃがみ込んだ。

　こんなところを誰かに見られでもしたら、なにを言われるかわからない。皇帝は壮健でなければならない。傷ひとつない玉でなければならない。

　だから必死で足に力を入れて立ち上がった。ぐらりと目眩がしたが、必死に抑え込む。

「今のは……なんだ……やはり多少は疲れているのか……」

　竜樹は自嘲したが、皇帝の仕事に休みは一日もない。

　そもそも休みが欲しいと思ったこともないのだが、たまには休めと周囲が言うのも、仕方ないくらいの激務だ。

（だが私は、休み方など知らん……）

　立ち上がってしばらくすると、痛みがすうっと消えていく。目眩もおさまっていた。

　ほんの一瞬、風のように通り過ぎていく痛みだった。

（いったい今のはなんだったのだろう）

　さらさらと肩からこぼれ落ちる黄金色の髪をかき上げながら、竜樹は深呼吸を繰り返し、目を伏せた。

　――ピィー……。

　そしてまたしても、どこからか物悲しい旋律が聞こえてくる。

　ゆるやかに上下する優しい音色は妙に竜樹の心を騒がせた。

（いったいどこから……？）

　竜樹はしっかりと顔を上げ、耳を澄ませ、目をこらす。

　そして信じられないものを発見したのだった。

　木の枝に、なんと若い娘が腰を下ろしていた。片方の膝を立てて抱えるようにし、もう一方の足はぶらぶらと枝の下に下ろし、裳もすそと一緒に揺れている。

　長い漆黒の髪が風に煽られてなびくと、その下の細くて白い首が目にまぶしいほど鮮やかに、竜樹の目に映った。

「あれは……あの娘……なのか？」

　自分の目で見ても信じられないが、この後宮で木登りをする女など、ひとりもいない。兄の後宮を引き継いでから、竜樹の寵愛を巡ってもめごとを起こすような女は、すべて後宮から追い出してしまった。今は二十人程度。残ったのは、まるで海の底の魚のように静かに暮らす者ばかりなのだ。

　――ピィー……。

　さらに鳥の鳴き声のような音が、彼女の唇から聞こえる。

　目を凝らすと葉っぱを唇に押しあてている。草笛だ。

　当然竜樹はそんなものを見たことも聞いたこともないのだが、その音色を聞いていると、なぜか言葉にしがたい、熱いなにかが胸の奥から込み上げるような気がした。

　ふと『私の名前を呼んでください』と言った、藍香の瞳を思い出す。

　恐れを知らないわけではないだろう。あのとき彼女は微かに震えていた。男女の閨での戯れで、名前を呼んでほしいと媚びを売るならもっと上手にやるはずだ。

（では本当に私に名前を呼んでもらいたかったのか）

　夕日に照らされた少女は、まっすぐに、どこか遠くを見ていた。

　琥珀色の目が潤んでいるような気がする。

　だが彼女はそれでも、竜樹が今まで見たことがないような、凛と美しい横顔をしていた。




　――ピィー……。

（おじいちゃん、大丈夫かな……）

　ひとり木の枝に腰かけた藍香は、沈みゆく夕日を眺め草笛を吹いていた。

　この音色がおじいちゃんのもとまで届けばいいのにと思いながら、藍香は草笛を吹き続ける。

　悲しんでばかりはいられないが、やはりどうしても、自分が孤独なぶん祖父とのあたたかく優しい日々を思い出してしまう。故郷を思うと切なくなる。

「――い、おい！」

　しばらく草笛を吹いていたが、音色にどこか場違いな呼びかけが混じった。

「ん……？　ああっ！」

　声のする足もとを見下ろすと、なんと木の下に皇帝陛下が怖い顔をして立っている。

（どうしてここに!?）

　藍香はポカンと口を開けて見下ろし、慌てて指で目の端の涙を拭った。

　おじいちゃん恋しさに泣いていたと知られたら、また田舎者扱いされてしまう。

「お前、そこでなにをしているのだ」

　竜樹が険しい表情で問いかけてくる。

「えっと……草笛を吹いていました」

「それは見ればわかる」

「えっ、ああ、そうですか……」

　じゃあなぜなにをしているのか聞いたのだろう。

　変だなと思いつつも、藍香は少しうれしくなった。

「そうだ、よかったら陛下も吹いてみませんか、草笛」

　そして持っていた葉を木の上から差し出した。

　初夜が失敗に終わってからはや七日間。このままほったらかしで、無視され続けるのかと思っていた。それでも藍香としてはせめて支度金の一部でも、働いて返したいという気持ちがあったので、これを機に竜樹と少しでも近づけたらと思ったのだ。

「――くだらん」

　だが返ってきたのはやはり冷たい声と言葉で、藍香はひるんでしまう。

「ですよね……」

　たしかに偉大なる皇帝陛下に「草笛吹きませんか」はなかったかもしれない。

（また失敗してしまった……）

　しゅんとしながら、うつむくしかない。

「とにかく――下りてこい」

　竜樹が苛立ったように声をかけてくる。

「はぁ……なにかお話でもあるのですか？」

　わざわざ皇帝陛下自ら声をかけてきたのだ。いったいなんの話だろう。もしかしてなにもしないまま、お役御免ということが決まったのだろうか。

　後宮に来たくなかったのは事実だが、今さら帰れと言われるのも複雑だし困る。

（そうしたら、お金は返せっていうよね……やっぱり）

　すでに支度金は、薬を買うためにその大半を使ってしまっている。

　完全に祖父の体調がよくなるまでどのくらい時間がかかるかわからない。それにまず返せる見込みがまったくないのだ。

　藍香は唇を噛みしめ、それから木の幹にしがみついて叫んでいた。

「ごっ、ごめんなさい、やっぱり嫌ですっ！」

「なにっ!?」

　突然の藍香の抵抗に、竜樹は眉根をつり上げた。

「だって、下りたら私、村に帰されるんですよね？　首ってことですよね!?」

「なんだと」

「まだ帰れないです、お金は返せないから、せめて少しくらい陛下に恩返ししないと、このままでは帰れないです！」

「お前はなにわけのわからないことを――」

　竜樹が怪訝そうに首をかしげたその次の瞬間、山から強い風が吹いた。

　常服とはいえ過剰にきらびやかな裾が風をはらみ、ふわりと浮いて、藍香のほっそりした脚があらわになった。

「きゃーっ！　見ないで！」

　慌てて幹から手を離し、膝の上でふくらむ裳を押さえつけたのだが――その瞬間、藍香の体はぐらりと傾いていた。

「あっ……」

　体が浮いて、そして頭から真っ逆さまに落ちていった。

「きゃーーっ！」

（また落ちてるー！）

　叫びながら藍香はとっさに目をつぶったのだが――。ドスン、と体がなにかにぶつかった衝撃があっただけで、痛みはほとんどない。

（あれ……おかしいな。痛くない……？）

　藍香がおそるおそる目を開けると、すぐ目の前で、竜樹が険しい表情で藍香を睨みつけていた。

（近い……）

　夕日に照らされて赤く輝く黄金色の髪は、石畳の床に扇の形に広がっている。そして透明感のある緑色の瞳には藍香の影が映り込んでいた。

「いつまで私の上にのっているつもりだ。早く下りろ」

「あっ……！」

　そこでようやく、藍香は自分の置かれている状況に気がついた。

　恐れ多くも皇帝陛下を下敷きにし、女の自分が陛下を押し倒している。

　なんと自分は木から竜樹の上に落ちてしまったのだ。

「すっ、すっ、すみませんっ！」

　藍香は慌てて上半身を起こし、離れようとしたのだが。

「いや、待て」

　竜樹はしかめっ面になりながら、左手で藍香の腕を掴んで引き寄せた。

「え……？」

　下りろと言ったり、待てと言ったり。相変わらず皇帝陛下がなにを考えているのか、藍香にはわからない。だが掴まれた腕はびくともせず、藍香は皇帝陛下の上から下りることができなかった。

「どうしたんですか？」

　首をかしげると同時に、上半身を起こした竜樹と顔が近づく。

「そうだった。お前を探し回ったあげくこうなったのだ。詫びの気持ちをもらわねばならんな」

　どこかからかうような、なにかを試しているような声色だ。

「お詫びの気持ち……ですか」

　そう問いかけながらも、つい、藍香の視線は竜樹へと向けられる。

　すっと通った鼻筋に、しっかりと引き結ばれた唇も、とても近い。

（そういえば、この唇に口づけられたのだっけ）

　初夜のことを思い出して、藍香は真っ赤になってしまったが、詫びの気持ちと言われて、そういえばお礼を言っていないことに気がついた。

「あ、そうですね。たしかにお礼が遅れました。助けてくださってありがとうございます」

「なにを勘違いしている。別に助けたわけではない。たまたまお前が私の上に落ちてきただけだ」

　竜樹は皮肉っぽく笑って、肩をすくめた。

「いいえ、陛下。それは違います」

　だが藍香は真面目な顔をして首を横に振る。

「陛下は私の真下にはいなかった。やや離れたところに立っていたはず。なのに今、私の下敷きになっているということは、受け止めようとしてくださったおかげです。だから陛下が助けてくださったのです。おかげで怪我をせずに済みました。ありがとうございました」

　藍香はきちんと頭を下げた。

　一方竜樹は、藍香の言葉を聞いて驚いたように目を丸くした後、どこかおもしろそうに、唇の端を持ち上げる。なにかを企んでいるような表情だ。

「違うな」

「え？」

「そうじゃない……私が欲しいのは、そんなものではない」

　竜樹の緑の色の目がじっと藍香を見つめていた。

　宝石を嵌め込んだようなその瞳は、ずっと見ていても飽きない美しさだ。

（やっぱり陛下の緑色の目には、なにか不思議な力がある……）

　皇帝陛下を前にすれば、藍香だって当然緊張してしまうのだが、彼の緑の目を見つめ、そして見つめられていると、次第に心がふわふわして体が熱くなり、どこかに飛んでいけそうな気がするのだ。

（この目はいけない……わかっているけど目が離せない）

「ではなにをご所望なのですか？」

　冷静に尋ねたつもりでも、自分の声がかすれているのがわかる。

（初夜だってなかったし、草笛もいらないと言われた。いったいなにをすれば皇帝陛下は満足してくれるのだろう。また怒られるかもしれないけど、知りたい……）

　すると竜樹は目を細めて不機嫌そうになった。

「この空気でも、まだわからんのか。田舎者にもほどがあるな」

　無作法だと責められている。だけどどうすることが正しいか藍香はわからない。

「すみません……」

　こんな状況でも竜樹は辛らつで、正直言って意地が悪い。一応謝ってみたが、だったらどうしてほしいか自分から言ってくれればいいのにと、思ってしまう。

　けれど自分を見つめる竜樹の目は熱を帯びたように輝いていて、悔しいけれどとても魅力的なのだ。なので藍香はただ竜樹の目を見つめることしかできない。

「目を閉じろ」

　竜樹は藍香の腕から手を離し、そのまま左手を藍香の首のうしろに回した。

「え？」

　いったいなにをされるのだろうと身構えた瞬間、竜樹の顔が近づいて、唇が、藍香の唇に重なっていた。

（えっ……えーっ！）

　突然の口づけに驚いて、藍香は慌てて竜樹の胸を押し返した。

「へっ、陛下っ!?」

　叫んだ瞬間、また竜樹が不機嫌そうに眉を寄せたが意味がわからない。皇帝陛下がどこでなにをしようが自由かもしれないが、ここは外だ。誰に見られるかわからない。さすがに立場上問題があるだろう。

「だっ、ダメですよ、こんなこと。からかうのはやめてください！」

　藍香は正しいことを言ったつもりだった。

　すると竜樹はそんな藍香の真面目な顔を見て、またふっと鼻で笑った後、「藍香」と名前を呼んだのだ。

　低く、甘く、澄んだ声だった。

「……っ！」

　藍香はその瞬間、矢で心をまっすぐに射抜かれたような衝撃を受けた。

　まさかこんな状況で、名前を呼んでもらえるとは思わなかった。

　そして陛下の口からこぼれた自分の名前が、こんなに美しく聞こえるとは思わなかった。

　藍香は顔を真っ赤にして、息をのむ。

（なにげなく呼んだ私の名前ですら、こんなにドキドキするんだから……やっぱり陛下は人じゃないんだ）

「陛下、どうして……」

　あんぐりと口を開けて目を丸くする藍香を見て、竜樹はどこか勝ち誇ったように言葉を続ける。

「名前を呼ばれたいと言っていたではないか」

「は……はい」

「満足しただろう。ではもう黙れ」

　とささやいて、気を取り直したように頬を傾け、ふたたび藍香に口づけたのだった。










すれ違って




　藍香は後宮の中心にある竜樹の部屋の前に立った。

　手には宮廷医師から渡された塗り薬と包帯がのった盆を持っている。

「失礼します……」

　おそるおそる扉を開けて中に入ると、寝台の上で上半身を起こして座っている竜樹と目が合った。彼の隣には獅英将軍が立っていて、おそらくなにか話し合いをしていたのだろう、地図を広げて竜樹と一緒に難しい表情をしている。

「遅い」

　竜樹は昼間にもかかわらず、首や胸もとがゆったりとした夜着に着替えていた。ちらりとたくましい胸や鎖骨が見えて、ドキッとする。

（なにを見とれているんだろう、私ったら！）

「ごめんなさい」

　慌てて目を伏せ、持っている盆を寝台のそばの小さな円卓の上に置いた。

「――では陛下、あとは俺に任せて、ゆっくりとお休みください」

　それまで難しい顔をしていた獅英だが、さっさと地図をたたむと、藍香を見てなぜかうれしそうな顔になった。

「藍妃、どうぞ陛下のお世話をよろしくお願いいたします」

　さらに深々と頭を下げられて、藍香は飛び上がらんばかりに驚いた。

　相手は獅英将軍だ。

「えっ、いやあの、そんな頭を上げてくださいっ！」

　国民の英雄である獅英に頭を下げられるなんて、本当に困る。恐れ多くてひっくり返ってしまう。

　藍香が顔を真っ赤にして首を振ると、ふたりのやりとりを黙って見ていた竜樹が口を挟んできた。

「獅英、たかが腕のねんざで安静にする必要があるのか」

「その手ではどうせ書き物はできないんですから、いっそ休んだほうがいいのです。これは俺だけではなく、大臣以下、官吏たち皆が望んでいることですよ。とうぶんゆっくりなさってください」

　そして獅英は、用事は終わったとばかりにさっさと部屋を出ていってしまった。

　となると、広い寝所は藍香と竜樹のふたりきりである。

　残された藍香は少し緊張しながらも、改めて寝台の竜樹に向き合い、中腰になった。

「陛下、包帯を替えますね」

「ああ……」

　藍香は竜樹の肘のあたりに巻かれた包帯をほどいてゆく。

　昨晩ほどではないが、赤く腫れ上がった右腕があらわになる。本当に痛々しかった。

（私が怪我をすればよかった……）

　藍香が木から落ちたのは、昨日のことだ。

　皇帝陛下の戯れの口づけの後、ぼーっと熱に浮かされているような気分になって、藍香はなかなか立ち上がることができなかった。

　竜樹も同じように、藍香を膝にのせたまま、ずっと無言だった。

　黄昏どき特有の、紺色から橙だいだい色いろに染まる空の色にふたりが包まれたとき、ふと藍香は、竜樹の右腕が真っ赤に腫れ上がっているのに気がついた。

　竜樹はたいしたことはないと言ったが、とてもそうは思えず、藍香は竜樹をその場に置いて急いで後宮に戻り、宮廷医師を呼んで診せたのだ。

　ねんざで骨に異常はないと言われてホッとしたが、怪我は利き手の右腕だ。藍香はいても立ってもいられず、なにかできることをさせてほしいと竜樹にお願いして、今ここにいる。

「陛下……お怪我をさせてしまってごめんなさい」

　ねんざによく効くという軟膏をたっぷり塗りつけ、それから新しい包帯を巻いていく。

「悪いと思っているのか」

「はい。とても……反省しています」

　反省などしたところで怪我が治るわけではないが、やはり気分は落ち込んだ。昨晩は眠れず、韓明に泣き言の手紙を書いてしまったくらいだ。

「ではもう少し私のそばに来い」

　そして顔が近づいた。

（ま、まさかまたなにかするのでは！）

　藍香は慌てて後ずさると、手にしていた包帯が落ち床を転がる。せっかく巻いていたはずの竜樹の腕の包帯も、するするとほどけてしまった。

「あ……」

　失敗にヒヤッとしたが、竜樹は顔を近づけただけでなにもしなかった。

（やだ私、勘違いしちゃった……）

　藍香は慌てて包帯を拾い上げるが、だがその隙をついて、腰のあたりを強引に引き寄せられていた。

「きゃあっ……！　お、おお、下ろしてください！」

　なんと、膝の上にのせられてしまった。

「せっかくの包帯がほどけたじゃないですか！」

　恥ずかしさのあまり、つい非難めいた言葉が口をついて出た。

「お前が暴れたからだろう。そもそもそんな遠くでおそるおそる巻かれては、すぐにほどけてしまう。二度手間だ。私の膝の上におとなしく座るがよい」

　竜樹の声や態度は堂々としている。そう言われるとそうかもしれないと思わされてしまう。

　たしかに、寝台に腰かけた竜樹の前に藍香は中腰になり、ビクビクと距離を取りつつ包帯を巻いていたのだ。だから簡単にほどけてしまった。

（そうだよね、これは治療だから。いちいちきゃあきゃあ言うほうが、変なんだよね……うん、これは治療！）

「わかりました。では……失礼します」

　藍香は自分を励ましながら、竜樹の右腕に慎重に包帯を巻きつけていった。

（それにしてもなんて立派な腕だろう……太くてたくましくて……力強い）

　皇帝陛下は常日頃、明月宮の奥で執務をとっていると聞いたことがあったので、もっと女性的な人を想像していた。

　こんなにたくましい体を、黄色の帯を締めた黒衣の下に隠していたとは知らなかった。この腕が自分を抱き留め、助けてくれたのだ。打ち所が悪ければ藍香は死んでいたかもしれない。

　そう思うとやはり、陛下の冗談とは別として、感謝の気持ちが湧き起こってくる。

　せめて丁寧に仕事をしようと、包帯を巻き、最後に包帯の端を切り裂いてしっかりと結んだ。

「できました」

　藍香はホッとして頬をゆるめる。時間はかかったが、なんとか包帯を留めることができた。

「肌から熱は引いているので、明日の夜まではこのままでいいそうです」

「――不格好だな」

　腕を持ち上げて竜樹が唇をへの字にする。

「そっ、それはちゃんと勉強しますっ……！」

　藍香は包帯など巻いたことがなかった。

「そうか。では明日も来るのだぞ」

　突然、藍香の右耳に、竜樹の声が近づいたかと思ったら、次の瞬間、竜樹の唇が藍香のこめかみに押しつけられていた。

「きゃっ！」

　膝にのせられているので至近距離だった。竜樹のやわらかい唇の感触と、花のようないい匂いに戸惑いながら、藍香は悲鳴をあげた。

「なにをなさるのですかっ！　からかうのはやめてくださいっ！」

　藍香の顔はみるみるうちに真っ赤になった。

「からかう？」

　その声色からは、竜樹もどこか自分で自分の行動がよくわかっていないような、不思議そうな気配がした。

「だって……っ！」

　藍香が顔を上げた瞬間、覆いかぶさるように竜樹の顔が迫り、今度は唇が奪われていた。

「っ……」

　触れたのは一瞬だった。だが十分に動揺した。とっさに膝の上ということを忘れて、藍香は竜樹を責めた。

「なぜ、ちょくちょくとこんなことをなさるのですか？　陛下は私をちゃんと妃にするおつもりはないんですよね!?」

　藍香のなじるような口調に、竜樹がふと我に返ったように切れ長の目を見開く。

「なんだと？」

「だって、初夜であんなふうに立ち去っておいて……今さら私をどうこうしようなんて、思ってませんよねっ！　まさか、天下の、桐翼の皇帝陛下が、そんなお戯れ、まさか、まさか、なさいませんよねっ！」

（ああ……わかりきっていることを自分で確認するなんて、虚しすぎる！）

　藍香は必死で竜樹の胸を押し返しながら、竜樹を睨みつける。竜樹もその視線を受けて、なにかを考えていた。

　それから、どれだけふたりの間に沈黙の時間が流れただろうか。ほんの一瞬の気もするが、そうでない気もする。

　藍香はとても竜樹の顔を見られず、彼の視線から逃げるようにうつむいてしまった。

（ご自分は戯れで済むかもしれないけれど、こっちはそんな簡単な問題じゃないのに……）

　相手はそんじょそこらの男ではなくこの国の皇帝で、自分は成り行きで後宮に入っただけの田舎娘だ。いつ追い出されるかわからない状況で、竜樹にこういったかたちで振り回されるのはごめんだった。

（せめてもらった支度金分の働きができたらよかったけど、私がやったことといえば、初夜で陛下をがっかりさせて、それから腕をねんざさせたことくらいだし……っていうか、問題しか起こしていないのでは？）

　そのことに気がつくと、余計、穴に入って消え入りたいくらい情けなくなった。

　そんな中で、竜樹がようやく口を開く気配がした。

「ああ……そうだな。お前の言う通りだ。私は別にお前を特別に思っているわけではないし、昨日の口づけはただの気まぐれだった」

　ずけずけとものを言う竜樹に、藍香の琥珀色の瞳が涙でにじむ。

（そんなふうに言わなくたって……わかってたけど）

　こう言われるだろうなと、藍香が想像していた通りの言葉が返ってきて、心がポキッと、小枝のように折れたような気がした。

　皇帝陛下はこういう人だったはずだ。わかりきっている。

　なのになぜ泣きたくなるのだろう。とても悲しいと思う自分が虚しい。

「では今日の口づけは……なんなんですか？」

　藍香はうつむいたまま問いかけた。

「――陰陽が交われば気は充実する」

　ややして、竜樹から答えが返ってくる。藍香はその言葉の意味を必死で考えた。

「それは……口づけで早く治るということなのですか。もしかして昨日詫びの気持ちを見せろと言ったのも、それだったのですか？」

　その一瞬、竜樹が黙り込む。だがすぐに少し早口で、言葉を続けた。

「ああ、そうだ。だから私に怪我をさせたお前は、私に口づけて傷を癒やす義務があるということだ」

（……義務）

「いつまでうつむいている。顔を上げよ」

　頭上から少し苛立ったような竜樹の声が響く。

「顔を上げて、私に口づけせよ。心を込めて、かしずけ……」

　皇帝陛下の冷酷な命令は、どこか熱っぽく藍香の耳に届いた。

　腰を抱いたままの竜樹の手が燃えるように熱い。

「藍香」

　名前を呼ばれてビクッと背筋を震わせたが、藍香はなんとか平常心を保ちながら、ゆっくりと顔を上げた。

「陛下……」

　顔を上げた藍香と竜樹の視線が絡み合う。

「藍香……早く……」

　竜樹の声はかすれていた。まるで藍香を求めて焦れているような、心から藍香の口づけを求めているように聞こえるその声に胸が切なく締めつけられたが、それも錯覚だと心の中で否定した。




「明日もうかがいます。では失礼します」

　腰に回っていた左腕を振りほどいて、藍香は上気した顔のまま、部屋を出ていった。

（なんと無防備な……あのような顔をほかの男に見られたら、勘違いされるのではないか）

　そんなことを竜樹は思ったが、藍香は基本的には目の届く範囲にいる。余計な心配だろう。

　口づけている間の藍香は恐ろしく愛らしかった。

　一度だけでなく、何度も口づけを求める竜樹に、困ったように目を伏せる藍香は、魅力的だった。

　流れるような美しい黒髪は肩を覆い、腰まで届き、竜樹の体の上でとぐろをまいていた。

　何度も唇を重ねていると、琥珀色の瞳は濡れてキラキラと輝き始め、頬は薄桃色に染まり、小さくふっくらとした唇は、竜樹にきつく吸われて真っ赤になっていた。口の中は狭く、舌は小さく、口蓋をなめ上げると、快感に全身を震わせながら受け止めようとしていた。

　なにからなにまで、かわいらしく、愛おしく、このまま抱きつぶしてしまいたくなるようなじれったさと戦いながら、竜樹は夢中で藍香と口づけを交わした。

　藍香の言葉は彼にとって新鮮な驚きに満ちていた。

　もっと困らせたいと思うような、そんなおかしな気がしてくるのだった。

　いまだかつて竜樹に自分の考えをはっきり言う娘などいなかった。

　どんな女も竜樹の機嫌を取り、怒りを買わないよう床に手をついて頭を下げた。

　だが藍香はどうだ。

　怒りを買わないために頭を下げるということを、いっさいしないのだ。

（私にどう思われてもいいというのか）

　腹が立つ。

「藍香」

　だがそう呼びかけると、藍香は必ず竜樹の目を見つめてくる。すると途端に、つまらぬと思っていた呼びかけは、口にすると意外にも心地よい響きがあることに気づいたのだ。

（しかし陰陽がどうのと、よくあんなことを信じたものだ）

　竜樹は腕の包帯を眺めながら、真剣に口づけに応えようとしていた藍香の表情を思い出す。

　口づけして傷が治るなど嘘八百だ。

　木から落ちた藍香を受け止めたときも、藍香に口づけたくてたまらなくなったから、しただけだ。そしてそのときは、腕の痛みなどほとんど気がつかなかった。だが藍香がそう勘違いしているのであれば、それでいいと利用することにしたのだ。

　やはり学のない田舎娘だと思いながらも、なぜか初夜のときのような苛立ちは竜樹から消えていた。

　ただここにあるのは藍香への強い執着心だけだった。

「ふむ……」

　竜樹はそのまま仰向けに寝台に寝転がり、天井を見上げる。

　大人が五人は眠れそうなこの寝台は、天井には極彩色で黒麒麟の背に腰を下ろして空を飛ぶ巫女の絵が描かれている。

　桐翼の皇帝は、この巫女を祖先とする一族で、皇帝の義務は国と民を守ることと、そして尊い血を受け継ぐ御子を残すこと。その二点に限る。

　竜樹はこれまでずっと、後者には興味がなかった。青年になった飛燕が子孫を残せばいいと思っていたし、そもそも女にさほど興味がなかった。だが今はなぜか藍香という娘のことで頭がいっぱいだ。

　初夜から無礼なことを言い、木から落ちて竜樹の腕を負傷させた。都度気に障るが強烈に印象が残る。忘れられない。

『そもそも、私は本当に妻になるわけではなくて、形式上の妻ですよね……？　飛燕の子守をさせるために、私をここに呼んだのですよね……？』

　口づけの合間に、藍香は泣きそうな顔で問いかけてきた。

　いったい藍香がなにを思ってそんなことを確認したいのか、竜樹はさっぱりわからなかったが、たしかにきっかけはそうだっただろう。

　だがすでに子守だのなんだのは、どうでもいいことだ。

（お前はここにいる。私の腕の中にいるではないか……）

「お前はつべこべ言わず私に従えばいいのだ……」

　竜樹は獣のように藍香をむさぼりながら、ささやいた。

　彼女の瞳に映る憂いからは目を逸らし、竜樹は生まれながらの傲慢さで、そう命令した。それでなにもかもうまくいくと思ったのだった。




　それから竜樹は、毎日藍香を部屋に呼び、包帯を巻かせた。

　腫れは数日で引いたが、痛みがあるふりをして、藍香に口づけた。だがそんなことを十日もしていると、口づけだけで終わらせることに我慢の限界がきた。

　抱きたい。

　組み敷きたい。

　征服したい。

　彼女の琥珀色の目に自分だけ映るように、もっと近づきたい。

　日々熱情が募る。

　何度もこのまま寝台に組み敷いて抱いてしまいたいと思ったが、売り言葉に買い言葉で『特別に思ってなどいない』と言ってしまった手前、お前が欲しいというのは竜樹の沽券にかかわった。

　あがめ奉られることに慣れてはいても、自らの気持ちをさらけ出すことなど、尊い身分の者がすることではない。皇帝に心身ともに服従することを誓い、身を投げ打つのは、竜樹以外の人間であるべきなのだ。

　ではいつものように皇帝としてそれはお前の義務だと命令すればいいのだろうが、さすがに口づけ以上のことを藍香が素直に受け入れるのかというと、なかなか難しい気がした。

　藍香はたしかに命令には従うが、竜樹がなにをしても、人形のように黙ってすべてを受け入れるような女ではない。竜樹に恐れを抱かない彼女は、この口づけを治療の一環、つまり義務だからこそ受け入れているのだと、竜樹は気がついていた。

（ではいったいどうしたら、藍香は私のものになるのだ……）

　今日も竜樹は、長く甘い口づけを交わした後、腕の中でぐったりと脱力し目を閉じた藍香を見下ろしていた。

「はぁ……はぁ……」

　永遠に抱いていたいと思っているのに、藍香は息を整えた後、ゆっくりと体を起こして竜樹の膝から下りてしまう。

　それまで竜樹の体を覆っていた藍香の美しい黒髪が、さらさらとこぼれ落ち、離れていく。その一瞬を、竜樹は寂しく物足りない気分になりながらも、ぼうっと見とれずにはいられないのだ。

　陰陽の交わりなど嘘八百だと思っていたが、藍香を見ていると、日々どんどん美しくなっているような気がするのはどういうことだろう。

（まさか本当に、私の気を受けて美しくなっているのではあるまいな）

　藍香に対する自分の見方が変わったのだとはまったく思わない竜樹は、不思議に思いながら、背中を向けた藍香を見つめる。

「では、陛下……私はこれで」

　藍香は相変わらず背中を向けたまま、髪を手ぐしで整える。

　最近、藍香に背を向けられると胸にぽっかりと穴が開いたような気がする。

（行くな……こっちを向け。笑え……つらそうな声を出すな）

　心の中ではそう叫んでいたが、口には出せない。

「早く治るといいんですけど……」

　肩越しに振り返った藍香の顔は、とても申し訳なさそうだった。

　治らないことをどうやら気に病んでいるようだ。本当はもう痛みなどないのだが、それを正直に話すと藍香はもうこの部屋には来なくなるだろう。

「痛みがある。また明日も来い」

　結局竜樹はいつものように命令することしかできなかった。

　藍香が扉を開けると、ちょうど獅英が廊下の向こうから近づいてくる。

「藍妃。ありがとうございます」

　入口ですれ違いざま、獅英はうやうやしく藍香に一礼する。

「い、いえ、そんな、お礼を言われるようなことはありません。これはそもそも私のせいなんですから」

　藍香はペコペコと頭を下げ、「獅英将軍もお疲れさまです」と言って、廊下を足早に立ち去った。

「ふむ」

　獅英はそんな藍香を見送りながら、扉を閉めて長椅子に座っている竜樹のもとへと歩み寄った。

　獅英は持っていた地図を円卓の上に置く。

「国境の件か……」

　藍香に抱いた不安のような気持ちを振り払って尋ねる。

「はい。どうやら族長の代替わりは本当のことのようです。二十人いた後継ぎ候補の中で、一番強く、賢い者が選ばれたとか」

「そうか」

　竜樹は微かにうめき、あご先をなでる。

（いったいどんな男なのだろう……）

　実力主義で族長として選ばれたというのなら、ひと筋縄ではいかないに違いない。

　竜樹は獅英と膝を交え、真剣に防備の議論を戦わせた。




「――ところで陛下、戯れはこの辺にしておいたほうがよいのでは？」

　ある程度話が終わったところで、獅英が唐突に話題を変える。

　戯れというのは当然藍香のことだろう。獅英に藍香の口づけの治療のことは話していない。

　だからこれは痛くもないのに毎日包帯を巻かせていることに対して言っているのだ。

「別にかまわぬだろう。あやつもなにかしらやることがあったほうが、罪の意識もなくなるというものだ」

　皇帝としての威厳を損なうことはできない。当は自分が彼女を抱きしめて、口づけたいだけなのだが、この状況をいつものように藍香のせいにした。

「ですが、藍妃はとても真剣に竜樹様のお怪我のことを悩んでいるのですよ」

　獅英は少し困ったようにりりしい眉を下げる。

「悩んでいる？」

「はい。宮廷医師にほかにいい薬があるのではないかと尋ねたり、俺には腕に負担をかけない包帯の巻き方を尋ねてきました」

「なに？」

　言われて右腕を見てみたが、たしかに最初とは違い、しっかりと包帯が巻かれている。それを見て獅英は顔をほころばせた。

「今頃気づいたのですか」

　少しからかうような声に、竜樹はムッとした。

「うるさい」

　いつも包帯を巻かれている間は、藍香の横顔ばかり眺めているからだ。

　ほかのことなどいっさい目に入らない。だから気がつかなくても仕方ない。

　一生懸命、ああでもないこうでもないと悩みながら包帯を巻く藍香は愛らしく、いつまでも見ていたいと思っている。

　だが腕が治ったとなれば、その時間はなくなってしまうのだ。そんなことは許されない。誰であっても、たとえ獅英であっても邪魔はさせない。

　竜樹はことさら大きな声で、獅英に向かって言い放った。

「そもそも腕が治っていると気づかない時点で、藍香は不勉強なのだ。そんな田舎娘ゆえ、私が身をもって教育してやらねば――」

　その瞬間。突如、獅英がハッとしたように背後を振り返った。

「なんだ、まだ話は終わってはおらんぞ」

「少々お待ちください」

「ちっ……無礼なやつ」

　竜樹は舌打ちをしながら、長椅子の上に足を組みなおした。

　一方、獅英は入口の扉を開けて左右を見回す。そしてしゃがみ込んでなにかを拾い上げた。

「――陛下、大変です」

「なんだ」

　イライラしながら返事をすると、獅英がなにかを持ってきて、竜樹に向かって差し出した。

「これをご覧ください」

「なんだそれは……」

　それは作りたての湿布だった。清潔な布の上に緑色のなにかが塗りたくられていて、異様なまでの臭気を放っている。

「捨てろ。私の前にそれを持ってくるな」

　竜樹は手のひらでシッシッと野良犬を追い払うような仕草で獅英を遠ざけようとしたのだが、獅英はその湿布をそっと円卓の上に置いて、唇を噛みしめた。

「もしかしたらこれは藍妃が持ってこられたのでは？」

「なに」

　獅英の言葉に、竜樹の心臓が跳ねた。

「先ほどお話ししたではないですか。新しい薬はないのかと藍妃が宮廷医師に相談していたと」

「ああ……」

「一刻も早くお持ちしたいと、持ってきたのでは？」

「――」

「そして先ほどの話を聞かれてしまったのではないでしょうか」

　竜樹は言葉を失った。

　そして白磁でできたような美しい顔が、サーッと青ざめた。




「うっ、ううっ……ううーっ……！」

　藍香は子供のように泣きじゃくりながら、後宮の大理石の廊下を走っていた。

　行き交うほかの妃や女官たちが、なにがあったのだろうと不思議そうに藍香を振り返ったが、藍香はその視線には気づかない。ただひたすら左右の足を前に進めていた。

（まさか皇帝陛下の腕がとっくに治っていたなんて、知らなかった。しかもそれを黙っていたのが、私を馬鹿にするためだったなんて！）

　それらしく教育などと言っていたが、竜樹の言葉には真実味がなく、どこか浮ついたような響きがあった。本当の理由は別にあると白状しているようなものだ。

（本当に私、馬鹿みたい……）

　先ほど、包帯を巻き終えた藍香は自分の部屋には戻らず、宮廷医師のもとへと向かっていた。数日前から塗り薬を変えてもらえないかと頼んでいたのだ。

　そして医師からよい塗り薬が調合できたと聞いて、すぐに使ってもらいたくなった藍香は思い悩んだあげく竜樹の部屋に戻り、獅英と竜樹のやりとりを聞いてしまった。

「ひどい……いくらなんでもあんまりだわ……」

　ずっと自分は見下されていたのだということに気がついて、藍香は深く傷ついていた。

　毎日包帯を巻きに行き、彼に抱き寄せ口づけられる。

　ふたりでいるときの竜樹はむさぼるように藍香を抱きしめ、口づけ、それでもまだ足らないといわんばかりの燃えるような目で、藍香を見つめたのだ。

　藍香、藍香、と名前を呼ばれるたびに、胸がギュッと締めつけられた。

（だから私……勘違いしそうになるのが怖かった）

　目が逸らせないと思ったのは最初だけ。今は見てしまうと後戻りできないような気がして、行為が終わるとすぐに背中を向けるようになっていた。

　初夜すら拒まれた自分が、まるで皇帝陛下に求められ、寵愛を受けているような気がしたのだ。

（そんなはずないのに！）

　ポロポロと涙をこぼしながら後宮の中心にある池へと向かう。橋を渡り、あれから一度も近づいていなかった木の下へと向かった。

　そして唇をきつく噛みしめた後、周囲を見回し、誰もいないことを確認してから幹に手をかけ、飛び上がった。

　身の軽い藍香は、幹の上の小さな凹凸を掴み、するすると器用に登っていく。茂った葉にまぎれ、美しい装束を身に着けた藍香の姿は、外からは完全に見えなくなっていた。




「竜樹様、お待ちください！」

　竜樹は獅英が呼び止めるのも振りきって執務室を飛び出し、後宮の藍香の部屋へと走っていた。

「藍香！」

　藍香の名前を呼び、部屋の中に飛び込んだが、もぬけの殻だった。

　念のために寝台の毛布をめくり、ひざまづいてその下まで覗いてみたが、当然そんなところに藍香は隠れていなかった。

「藍香……」

　呆然としながら名前を呼ぶ。

　心臓があり得ない速さで鼓動を刻んでいた。自分でもなぜこんなに焦っているのかわからない。

　だが竜樹はいても立ってもいられず、うろうろと部屋の中を歩き回って藍香が戻ってくるのを待っていた。

（なぜだ。なぜだ、藍香。どこへ行ったのだ……田舎者なのは間違っていないではないか……なぜ逃げたのだ）

　そうだ。本当のことを言ってなにが悪いのだと、自分を正当化しかけた竜樹だが、ふと、文机の上に紙きれが一枚置いてあるのに気がついて、なにげなくそれを手に取った。ハッとするほど美しい文字で、教養の高さがうかがえる。

「手紙……？」

　そう、それは藍香にあてた韓明からの手紙だった。

　他人の手紙を読むなど無作法だが、もしかしたら藍香のことが書いてあって、なにかわかるかもしれないと、わらにもすがるような気持ちで手紙に目を通した。

　まず、韓明は、誰に子供が生まれた、結婚したなど、村の様子を事細かに知らせ、それから自分の体の具合は順調によくなっていることに感謝の言葉を述べていた。そして最後に、『皇帝陛下に怪我をさせてしまった。どうお仕えしたらいいかわからない』と悩んでいたらしい藍香に、真心を持ってお仕えすればきっと思いは通じると、端正な文字で書いてあった。

「真心……」

　竜樹は呆然としながら、手紙を机の上に叩きつけていた。机を押さえたその手は、ガタガタと細かく震えていた。

　生まれてから此の方、竜樹は他人に真心を向けたことなど一度もなかった。そして真心を受けていると感じることもなかった。

　もちろん子供の頃から自分に仕える人間がいることは理解していたが、それは皇帝に向けられる当然の献身だ。真心というには少し違う、皇帝という身分があって成り立つ関係だった。

　だが藍香はどうだろう。

　妃として迎えたはいいが妃ではなかった。彼女をそのように扱わなかったのは自分だ。なのに藍香は、宙ぶらりんの立場の中で不安もあったに違いないのに、なんとか必死に、竜樹に向き合おうとしていた。

　名前を呼んでほしいと頼んできたこと。

　気を充実させるためだと信じて口づけを許し、医師に新しい薬まで頼んでいたこと。すぐに使ってもらいたいと湿布を持って戻ってきたこと。

　竜樹のためだ。

　それが真心だったのではないだろうか。

　包帯を巻く横顔や、竜樹が薬湯を飲んでいるときに、固唾をのんで祈るように竜樹を見守る藍香の顔が、次々と走馬灯のようによみがえる。

　そして同時に、自分がなにを言ったのか、そしてそれを聞いた藍香がどう思うか、どんな顔をするかと考えた瞬間、扉の向こうで竜樹と獅英の話を聞いてしまった、藍香の顔が浮かんだ。

　藍香は両手で顔を押さえながら泣いていた。

　竜樹の心ない言葉に傷ついて、心が折れ、逃げるように立ち去る藍香の姿が、竜樹の目にはハッキリと見えた。

　それが夢でも幻でもなく、麒麟の巫女の尊い血が見せる神の業、現実だった。

「っ……あああああああっ！」

　そのことに気づいたとき、竜樹は体を震わせながら吠えていた。

　竜樹の咆ほう哮こうは、窓を揺らし、風を巻き起こした。

　腰まで届く黄金色の髪が怒りで舞い上がり、雲に浮かぶ竜のようにとぐろを巻いた。

　藍香の部屋の調度品が床から浮かび、次々と壁や天井にぶちあたり、音を立てて壊れ始める。

　何事かと藍香の部屋に集まっていた妃や女官たちは、竜樹の咆哮に震え上がり、慌てて各部屋に戻って、皇帝の怒りに触れぬよう厳重に鍵をかけた。

　麒麟の巫女の血を引く皇帝は、髪や目の色が人と違うだけではない。人にはない力があるからこそ、皇帝なのだ。

　竜樹の怒りで、そこは地震と竜巻の中心になっていた。後宮だけではなく、明月宮全体に波のように衝撃が広がっていく。

　ここまでの怒りをあらわにしたのは、蛮族に国境を汚された三年前くらいだろう。天変地異かと慌てて集まった官吏たちは、後宮の女官から皇帝の怒りが原因だと聞いて、さらに大混乱に陥った。

「どうぞお怒りをおさめていただけますように！」

　ずらりと何十人の官吏たちが後宮に集まり、廊下に手をつき、額を押しつけ嘆願したが地響きは鳴りやまない。

「陛下！　お静まりください！　陛下！」

　結局、竜巻の中心にいる竜樹の覇気に押されながら立ち上がり、ガタガタと震えはずれそうになる扉にしがみついて叫んだのは獅英だった。

「今は藍妃を探し出すことが先です！　どこかにお隠れになっているかもしれません、藍妃を探しましょう！　すぐに！」

　竜樹の怒りがおさまったのは、それからしばらくしてだった。

　明月宮は未曽有の混乱にすっかり機能停止状態だった。










皇帝陛下の懺悔




　藍香は飛燕に教えてもらった逃走経路を使い、高い塀を乗り越えて厩舎で馬を盗み、村へとひた走っていた。

　馬はそれほど得意ではないが、とりあえず乗り方は知っている。

　さすが明月宮で飼われている馬だ。かなり足が速く、暗くなる前には村にたどり着いていた。

（こっそり村に入ろう……）

　さすがに馬に乗っては目立ちすぎる。藍香は村の近くで馬から下りることにした。

「乗せてくれてありがとうね。お前、ひとりで帰れる？」

　葦あし毛げの馬の鼻のあたりをなでながら問いかけると、馬はまるで藍香の言葉を理解したかのように軽くいなないて、くるりと踵を返して都のほうへと走っていった。

　夕闇にまぎれて村の東にある我が家のほうへと向かう。畑の向こうに懐かしい家があり、明かりがついているのが見えた。

　胸の奥からなにかがグーッと込み上げてくる。

「おじいちゃん……」

　藍香はいてもたってもいられなくなって、豪華な衣装の裾を持ち上げて、走り出していた。

　戸を開けて家の中に飛び込む。明かりがついているのは祖父の書斎だ。

「おじいちゃんっ……！」

　書斎に飛び込んで叫ぶと、

「らっ、藍香？」

　なにか書物を読んでいたらしい韓明が、椅子から目を丸くして立ち上がる。

「ううっ……おじいちゃんっ！」

　藍香の目から涙があふれる。

　後宮から逃げていったいどうなるかなど、まったく考えもつかなかった。

　ただ優しい祖父に会いたかった。

「おじいちゃーん！」

　もうおじいちゃん以外の言葉が出てこない。

　藍香は祖父に飛びついて、膝に顔をうずめて思いきり声をあげて泣いていた。




「なるほどなぁ……」

　韓明は甘えたように膝に顔をのせたままの藍香の頭をなでながら、柔和な微笑みを浮かべた。

　激しく泣いている藍香の話は少し支離滅裂なところもあり、要領を得なかったが、韓明はひと通り聞いてだいたいのことは理解したようだ。

「わっ、わっ、私、もうっ、嫌っ……あんなところ、いたくないっ……！」

「ああ、そうか……」

　しゃくりあげながら泣く藍香の話を否定しなかった。

「落ち着くようにお茶をいれてあげるから、とりあえず今日はもう寝なさい。明日またゆっくり話そう」

「うん……ヒックッ……」

　藍香は涙を拭いながら立ち上がり、韓明に背中を押され自分の部屋に戻り、お茶を飲んだ後、着ていた衣裳を普段の夜着に着替えて寝台の上に横たわった。




　ひさしぶりに藍香はぐっすりと眠ることができた。

　朝、窓から差し込む太陽の光で目を覚まし、ぼーっと天井を見上げた。

　藍妃に与えられた後宮の豪華な部屋は、普段見ない天井ですら極彩色の美しい絵が描かれていたが、今見上げているのは長年見続けてきた粗末な天井だ。

（……なんだか夢みたい）

　ゆっくりと体を起こしてみれば、床に色とりどりの、天女と見まがうばかりの衣装が脱ぎ捨ててあった。

「いや、夢じゃなかった……」

　アハハ、と笑いながら寝台から下り、藍香は衣裳を持ち上げ、一枚ずつ丁寧にたたんで文机の上に置いた。

「はぁ……」

　藍香は深いため息をつき、椅子に座って窓の外を眺める。

　勢いで後宮を飛び出してしまったが、いったいどうなるだろう。このまま見逃してくれればいいが、飛燕のこともある。そしてなにより、あの傲慢な竜樹が許すはずがない。

「むち打ち……棒叩き……島流し……」

　思いつく限りの刑罰を考えてみたが、気が滅入るばかりだった。

　なにより一番怖いのは、韓明が処罰を受けることだ。

　自分のしでかしたことで優しい祖父を傷つけるようなことがあったら……。そう思うととても恐ろしくなる。

（どうしよう……おじいちゃんとは一緒にいられない。私が来たことは内緒にしてもらって、迷惑をかけないよういっそ山にでも逃げるとか……）

　だがいくら逃げたところで、竜樹が本気になれば山狩りくらいするだろうし、そうなれば逃げ通せるはずもない。そして逃げれば当然、韓明は身内なのだから罪に問われるに違いない。

　藍香のことなどどうでもいいと常々言っているが、竜樹は誇り高い皇帝陛下だ。彼の誇りを傷つけたなら、なにがなんでも報いを受けさせようとするに決まっている。

　燃え上がるような緑色の目を思い出す。

　口づけをしているとき、見つめられているだけで溶けてしまいそうだった。

「藍香」と名前を呼ばれれば、熱っぽいささやきには体がしびれ、自分の意志では身動きひとつとることができなかった。これは治療行為なのだと思いながらも、どこかときめいて、うっとりと身を任せている自分がいた。

　どちらかというと苦手な男性にそんなことを思うなんて、自分はどうかしているのかと思った。だがそれが皇帝竜樹の恐ろしいまでの魅力だと思うと、とても逆らえる気がしなかった。

「……っ！」

　恐怖なのかなんなのか、わからない。自分の気持ちなのにどうしてもその正体がわからない。ただ竜樹のことを思うと、どうしようもない、心の中に嵐のように風が吹き荒れて、竜樹以外になにも考えられなくなりそうな気がするのだ。

　藍香は全身が粟立つような感覚を覚え、思わず両手でギュッと自分の体を抱きしめる。じんわりと大きな目に涙が浮かんだ。

「顔、洗おう……」

　藍香は部屋を出て土間へと向かう。水がめの水をひしゃくで汲んで、顔を洗い、口をゆすいでいると、外からワイワイと声が聞こえてきた。といっても、別に悪い雰囲気ではない。楽しそうな子供の声もする。

　もしかして旅の一団でも来たのだろうかと、ひしゃくを持ったまま土間から外に出ると、畑のずっと向こう、村の入口あたりに、二十人ほどのきらびやかな騎馬の一団がとどまっているのが見えた。

　遠くなのでなんとなくしかわからないが、馬に乗っている男性たちは全員緑色の帯を締めた青年ばかりのようだ。

「あれはなんだろう……」

　ぼんやりと眺めていると、その騎馬に向かって村の子供たちが、「緑の帯の近この衛え隊たいだー！」と、大喜びで駆け寄っていた。

「近衛隊……？」

　近衛というのは、君主を守護する直属の兵士のことだ。

　そして二十人ほどの騎馬隊の真ん中に、黒い冠をかぶった男性がいた。

　冠には絽ろか紗しゃの透ける織物がついていて、顔を覆うように垂れ下がっていた。黒い長なが衣ぎぬに黄色い帯。ひとりだけ引きずりそうなくらい裾が長い。

　衣が長いのは高貴な身分だからだ。

　そして顔を隠すのも……近衛隊に身を守られているのも……。

「まさか……」

（まさかこんなところまで、陛下が来たってこと……？）

　足もとから恐怖が駆け上がってくる。ドクン、ドクン、と全身の血が音を立て、たぎっているような気がした。

　ここから近衛隊までかなり距離はある。

（逃げなくちゃ……）

　じりじりと家の中に後ずさろうとした次の瞬間、持っていたひしゃくを落としてしまった。

　石を敷きつめた床に落ちてカァン！と大きな音がした。

　村人たちの歓声の中、近衛隊の一団がハッとしたように顔を上げる。慌ててひしゃくを拾い上げたが遅かった。守られるように近衛隊の中心にいた馬が輪を飛び出し、畑をまっすぐに横切って走ってきたのだ。

（見つかった！）

　狙いはどう見ても自分だ。そして相手は馬である。とても逃げられる気はしなかったが、藍香もじっとしてられるほど心が強くない。

　慌ててひしゃくを持ったまま、里山に向かって駆け出していた。

「はぁっ、はぁっ……！」

　とりあえず一目散に、馬で上がってこられないような細い獣道を選んで、ジグザグと走る。

　馬はまっすぐ走る生き物だ。とにかく追ってこられないようにと、藍香は頭の中で位置関係を考えながら、沢のほうへと向かっていた。

　藪に引っかかりながら強引に小川に出る。春を迎えたばかりとはいえ、水はまだかなり冷たい。それにかなり流れも速い。

　一瞬迷ったが、このまま川沿いにまっすぐに道を歩いていては、追いつかれてしまうだろう。向こう岸を目指すしかない。そしてそのまま山の尾根沿いに逃げるのだ。

「よしっ……」

　着ている木綿の裳を膝まで持ち上げて、藍香はザブザブと小川の中に足を踏み入れた。

　真ん中ほどまで渡ったところで、背後からヒヒーン！と馬のいななきが聞こえた。

　ハッとして振り返ると、馬の手綱を引いた男が川の前で立ち往生している。

「藍香！」

　その凛と響く声に、藍香は凍りつく。そして男は顔の前に垂れ下がっている布ごと、冠を掴み投げ捨てた。

　世にも美しい顔が現れて、藍香は息をのむ。

「陛下っ……」

　朝日を浴びて黄金色の髪が白く輝く。緑の目がギラギラと光を放つ。

　桐翼の皇帝である竜樹がそこにいた。

「こっちに来い！」

　竜樹は馬に乗ったまま、手を伸ばす。

「……」

　陛下のもとに戻ればどうなるだろう。罰せられるのは当然だが、またなにかを言われるのだろうか。

　見れば竜樹の腰に剣がぶら下がっている。

（ということは問答無用でこの場でバッサリと切られるってこと……？）

　藍香の背筋が凍った。

「藍香っ、早くこっちに来るのだ！」

　焦れたように竜樹は叫び、馬から飛び下りた。

「嫌ですっ！　ここで切られたら川がけがれますっ！」

　この川は、飛燕と初めて出会ったあの川の上流で、羽衣伝説のゆかりの地でもある。そしてみんなの生活用水でもあるのだ。

　自分の血が流れれば、たくさんの人に迷惑をかける。それだけは避けたかった。

「切られる？　けがれるとはなんだ、藍香、なにを言っている！　っだからそっちに行くなと言っているだろうっ！」

　竜樹がわけがわからないと言わんばかりに叫ぶと、なにを思ったかそのままザブザブと川の中に足を踏み入れた。

「嘘っ……」

　まさか皇帝が川の中に入ってくるとは思わなかった。藍香は慌てて逃げるように向こう岸へと向かう。長い衣が足にまとわりついて歩きにくいが、それでも必死に足を動かして前へと進んだ。

（もう少し！）

　だが、残りが三分の一ほどになったところで、藍香の体はズボッと深みに落ちていた。

　声をあげる暇もなかった。

　あっという間に藍香の体は淵に沈んでいく。

　そこは川の淵だった。藍香の身長の何倍もある、深い淵だ。

　なにもしていないのにどんどん体が落ちていく。

　慌てて手足を動かしたが、上流の、平瀬から早瀬にかけて流れが速くなり、それが淵にたまるのだ。川は深く、水流の影響か、思うように動けない。

　着ている服も体にまとわりつき、まるで縛り上げられたかのように体の自由が奪われていく。

　ゴボッ……。

　暴れたせいで息が漏れた。そして息が続かないことに気がついて、藍香は頭が真っ白になった。

（苦しい……ああ……まさか、こんなことになるなんて……）

　川底に沈んでいくせいなのか、それとも死にかけているからだろうか。

　目の前が次第に暗くなっていくのがわかる。

　そんな中、はるか頭上から、閉じかけたまぶたの狭い視界に、なにかキラキラと光るものが近づいてくるのが映った。

　沈んでいくだけの体がぐいーんと引っ張り上げられ、口の中に空気が注ぎ込まれる。なにがなんだかわからなかったが、藍香は夢中で息を吸い込んだ。けれど結局暗闇に引き込まれるように意識を失っていた。




　竜樹の目の前で、藍香の姿が消えた。

　馬から見て向こう岸の手前の水の色が違っていたことから、淵があるのではないかと思ったのだ。危ないからこっちに来いと言いたかったのだが、逃げる藍香に動揺して言葉が出てこなかった。

　案の定、深みにはまってしまった藍香を助けるために、竜樹は長衣を脱ぎ捨てると、そのまま後を追いかけて淵の中に飛び込んだ。

　まるで川の神に招かれているかのように、藍香の体は恐ろしい速度で落ちていった。

（藍香っ！）

　手を伸ばすと、ゆらゆらと水に揺らめく藍香の髪が指先をかする。

（おのれ、河か伯はくの仕業か！）

　河伯とは若い女をいけにえとして求める河川の神だ。この世界の中心を流れる大河の支流は、すべて河伯のものである。

　奪われてなるものかと、竜樹は腕に力を込めて藍香を追いかけた。

（たとえ神であろうとも、藍香は渡さん！　その髪ひと筋だって、すべて私のものだ！）

　竜樹の目が水の中で爛々と輝く。

　口の中で、国を守護する黒麒麟と巫女の聖名を唱え手を伸ばす。なんとか藍香の衣の袖を掴むことができた。そのまま力任せに引っ張り上げると、戒めが解けたかのように藍香の体が近づいてくる。とりあえず唇を重ねて、無理やり空気を吹き込んだ。

（藍香！）

　そして夢中で体を抱き寄せると、そのまま水中で方向を変えて、水面へと泳いでいく。

「っ、はあぁっ……！」

　ゼイゼイと息を凝らしながら、川岸に上がる。

　なんとか藍香を片腕に抱いたまま、竜樹は馬が待っている川岸に戻ることができたが、腕の中の藍香はぐったりと目を閉じたままだった。

「藍香っ！　私の声が聞こえるか！」

　ひざまずいた状態で腕の中の藍香に声をかける。

　息はかろうじてある。だが脈が細い。そしてその体は氷のように冷えきっていた。

（このままでは死んでしまう……！）

　竜樹の体が恐怖で硬直した。

　こうしてはいられない。竜樹は藍香の体にまとわりついている衣を急いで脱がせ肌着一枚にすると、川岸に脱ぎ捨てていた長衣で全身をくるむ。そして藍香を抱いたまま馬に飛び乗った。

　竜樹が操る馬は飛ぶように山を駆け下り、近衛兵たちと合流する。

　近衛兵たちは竜樹が藍香を追いかけた後、当然その後を追ったのだが、まるで天馬を操るように山道を駆け上がる竜樹についていくことができず、手分けして辺りを探していた。

　上半身裸の竜樹を見て驚いたが、藍香がその腕に抱かれているのに気づいて、すべてを察したようだ。

「陛下！」

「陛下、藍妃のご様子は！」

「取り戻しはしたが、凍えそうなほど冷たい！　村に下りて湯を沸かせと申し伝えよ！」

「御ぎょ意い！」

　ひときわ身軽な近衛兵にそう命じると、兵士は即座に馬を走らせた。

　竜樹の腕の中でぐったりと目を閉じたままの藍香に頬を押しつける。頬も、唇も、ひんやりと冷たく、呼吸は今にも止まりそうだ。

「藍香、死ぬな……許さんぞ……このまま死ぬなど、絶対に許さん……！」




　村に下り、村長の家へと向かう。客室には先に戻った近衛兵の指示通り、薪が運び込まれ、簡易暖炉で部屋が暖められていた。

「今、手分けをして湯を沸かしております！」

「湯が沸いたら、ここに風呂桶を持ってきて運ぶのだ」

「はっ！」

　竜樹は近衛兵に指示を出した後、藍香を寝台に寝かせて、自らも衣を脱いだ。

　たくましい裸身があらわになり、それはまるで神様が下界に降りてきたのかと思うような美しさだった。

「きゃっ！」

　せっせと薪をくべ、部屋を暖めていた婦人たちが悲鳴をあげ、次の瞬間、慌てて口もとを覆った。

「もっ、もうしわけございませんっ！」

　ここが明月宮なら、竜樹はその態度に苛立っていただろう。

　だが竜樹には基本的に恥ずかしいと思う気持ちがないのと、今はそれどころではないということで、皇帝に向かって悲鳴をあげるという無礼は見逃すことにした。そんなことよりも今は藍香を一刻も早くあたためるほうが大事だった。藍香の隣に体をすべり込ませ、横から包み込むように、全身をぴったりと押しつけた。

　そうやって自分の体の熱を分けていると、しばらくして藍香が声をあげた。

「……う、うう……」

　顔を覗き込むと唇が震えている。だがどうやら声が出せるほど回復したようだ。

　ほっとしつつも、こっちに来いと命令し、反対側に逃げられ溺れかけたことを思うと、自分がなにかを言うとかえって悪いことが起こりそうな気がした。

　だから無言で体勢を変え、今度は上から、藍香に覆いかぶさるようにして体を重ねた。もちろん押しつぶさないように気をつけているが、しばらくそうやって藍香のほっそりとした体と自分の体を重ねていると、まるでふたりでひとつのような不思議な感覚がした。

　体全体に精気が満ちていくような、高揚感だ。

「藍香……」

　竜樹は藍香の頬にはりついた髪を指で取り除くと、そのままそっと壊れものを扱うかのように藍香に口づける。

（もしそんなことができるというのなら、俺の命をやろう。藍香……お前に俺の命を分け与える……受け取るがいい……）




　凍えるほど冷たかった体がぬくもりに包まれて、藍香はようやく目を覚ました。

　指先から足先までポカポカと気持ちがいい。

（あったかい……）

　ずっとなにかに包まれていたような気がする。

　ゆっくりと目を開けると、

「わーっ、目を覚ました！」

　少女の甲高い声がして、覆いかぶさるように抱きついていた。

「藍香ーっ！　よかったっ！」

「……林杏？」

　そう、抱きついてきたのは友人の林杏だった。

「あっ、私お風呂に入ってるの!?」

　藍香は薄い湯着を着せられた状態で、部屋の真ん中に置かれたお風呂に入れられていた。

「そうだよー。覚えてる？　あんた川で溺れて死にかけたんだから！　ずーっとあっためてたんだよ！」

「……あっ」

　言われてようやくそのことを思い出した。そうだった。竜樹に追いかけられて向こう岸に渡ろうとして淵にはまったのだ。

　もがけばもがくほど沈んでいき、息もできなかった。そして気を失ったことまではなんとなく覚えている。

「じゃあなんで私生きてるの？」

「それはもちろん陛下が――」

「藍香！　目が覚めたのか！」

　林杏の言葉を遮るようにして、戸を開けて部屋に乱入してきた男がいた。

　黄金色の髪を首のうしろでひとつにまとめ、上半身は裸で肩に長衣を羽織っているだけの、竜樹だった。

「なっ……！」

　藍香はそのあられもない姿に息をのむが、竜樹は満面の笑顔のまま、藍香の正面に回り込んで、両手で藍香の頬を包み込んだ。

「どこか痛いところはないか、どこか苦しいところはないか？　息はできるのか？」

　そして竜樹の目が藍香の胸のあたりに注がれる。

　湯着を着ているとはいえ、肌にぴったりと張りついて透けて見える。

「いっ、嫌ーっ！　出ていってーっ！」

「うわっ……！」

　藍香は絶叫し、竜樹の手を振り払いざまにお湯をかけると、自分は湯桶の中にざぶんと潜り込んでいた。




　風呂から出て、林杏や村の女性たちに着替えを手伝ってもらった藍香は、有無を言わさず寝台に押し込まれ、薬師が処方したという苦い薬を飲まされた。

「苦すぎる……」

　舌がしびれるような強烈なまずさだ。かえって具合が悪くなりそうだと思いながら、なんとか飲み干した。

「ほら、口直しよ」

　林杏が小皿からくるみあんをのせた小さな餅を箸でつまんで、藍香の口の中に放り込む。咀そ嚼しゃくすると、ほのかなくるみの甘みが口いっぱいに広がって、薬のまずさをなんとか打ち消してくれた。

「ありがとう……」

　藍香はその後にお茶を飲み、それからゆっくりと寝台に横たわった。

「一応言うけど、本当に死にかけたんだからね。今生きているのは、陛下のおかげなのよ？　先生が心配だったってわからないでもないけど、勝手に後宮から戻ってきて、陛下を心配させたことを忘れちゃダメなんだからね」

（勝手に後宮を抜け出したって……まぁ、そうだけど）

　どうやら韓明会いたさに帰ってきたと村人たちには伝わっているらしい。

　藍香は親友の言葉をなんとも複雑な気持ちで聞いた。

（たしかに溺れかけた私を助けたのは陛下かもしれないけど……だけど後宮に入ることが決まったとき、『皇帝陛下は恐ろしい人だ』と熱弁していたのは林杏だよね？　それなのにどうしてあの人の肩を持つのよ……）

　なんだか理不尽な気がした。

　だから言わずにはいられなかった。

「あの人が追いかけてこなければ私は溺れずに済んだと思う」

　正直言って、あまり感謝する気にはなれなかった。

（そうだ……全部陛下のせいなんだから……）

　藍香は布団の中でギュッと目を閉じた。

「まぁっ、藍香ったら！　そんなこと言って！　罰があたるわよ！」

　そこで林杏は竜樹がいかに素晴らしかったかを、うっとりしながら語り始めたのだ。

　ほとんど聞き流したが、どうやら林杏含め、村の女たちは見目麗しい近衛隊と陛下に夢中なようである。

「本当に素敵だったんだから～！」

（そんなのどうでもいい……どうせもう、後宮には戻らないし……）

　藍香は林杏の話を聞き流すことにした。そもそも林杏だって話したくて話しているだけで、聞いてもらいたいわけではないはずだ。

（眠い……）

　体が疲れているのか急激に眠くなる。具合が悪いわけではないのだが、体の中がカッカと熱く、燃えているような気がした。まるで体に燃料でも足されたような、異常な熱である。

「――それでね、竜樹様はご自分はびしょ濡れだったのに、藍香をご自分の衣で包んで戻られたのよ。あたしたちは兵士さんたちの指示でお湯を沸かしていたんだけれど、湯が沸くまでの間、陛下は着ていた衣をその場で全部脱ぎ捨てられて、藍香を抱いてあたためていらっしゃったんですって！　みんなその様子を見て、うっとりしちゃって！　陛下ってとっても藍香を大事にしてくださっているのね、あたしたちほんと安心したんだからー！」

（ふぅん……はっ!?）

　うとうとしていた藍香だが、裸うんぬんに目が点になった。

「でねーっ、これは陛下には不敬だから内緒にしてほしいんだけど、斜め前の楊ようおばさん、陛下が脱いだときに陛下のお姿を見ちゃったんですってー！　きゃーっ！　うらやましいっ！　聞いてるだけで、寿命が延びるわっ！」

（いやいやいや……）

　いったい林杏はなにを言っているのだ。

　藍香は寝台に横たわったまま、寝台のそばに座り、編み物を始めた林杏に向かって声を絞り出す。

「裸ってなに……」

「話した通りよ。凍える藍香をご自身であたためてくださったのよ」

「なっ……」

　衝撃でブルブルと体が震えてしまった。

（湯着姿を見られただけでお湯をかけてしまったのに、裸……？）

　ということは、風呂を見られたどころではなかったということか。

「嘘でしょ……信じられない……」

　藍香は真っ赤になった顔を両手で覆い、そのまま寝台の中で体を丸くした。

（信じられない！　信じたくない！　裸であたためられたって！　そんなことしたらお嫁に行けないじゃない！）

　林杏が言うその場面を想像すると、息が止まりそうになる。

（あの人のたくましい体が私を抱きしめていた……）

　だとすると、ずっと感じていたぬくもりのようなものは、竜樹だったのだろうか。

　今でも体に残る熱いなにかは、竜樹から渡されたものなのだろうか。

（ああ……それにしても裸でって……）

　足をジタバタさせながら悶える藍香を見て、

「なにをそんなに恥ずかしがってるの？　緊急事態だったんだし……いいじゃない、夫婦なんだから」

　林杏はクスクスと笑って、布団に潜り込んだ藍香の背中をなでる。

（夫婦……？）

　林杏がさらりと口にした言葉に、藍香は衝撃を受けた。

　初夜のことはいったん置いておき、たしかに藍香は後宮に入り、藍妃と呼ばれるようになった。

　妃というのは妻である。そして夫は竜樹だ。自分と竜樹は夫婦なのだ。

（そうだった。一応夫婦……だったんだ。だったらもうよそにはお嫁に行けないんだった……）

　藍香はびっくりしてしまった。

「そっか……そうだね……」

　アハハ、と乾いた笑い声をあげ、そして藍香はうつぶせになったまま目を閉じる。

　やはりポカポカと胸の真ん中あたりがあたたかい。こんな体の変化を感じたのは生まれて初めてだった。

　本当に、皇帝陛下から命の欠片かけらのようなものを、もらったのかもしれない。だがそう判断することに藍香は抵抗があった。

（陰陽が交わり合って傷の治りが早くなるなんて、嘘。陛下は、傷が治ったことに気づかない私のことも馬鹿にしていただけ……）

　藍香は素直な少女だが、素直なだけに、一度裏切られたことで竜樹への不信感は極まっていた。たとえ命を助けられたとしても、竜樹に素直に感謝しようという気持ちにはなれなかったし、今後、何事もなかったかのように振る舞える自信もない。

　そもそも今の時点では、顔も見たくなかった。

　それからまたしばらくうとうとと眠っていたのだが、林杏と誰かが話している声がして意識が目覚める。まぶたが持ち上がらないところを見ると、体はまだ眠っているのだろう。

「先生、藍香、ぐっすり眠ってますよ」

「そうか。本当によかったよ」

　どうやら声の主は韓明のようだ。

（ああ……おじいちゃん……ごめんなさい）

　今回は、どれほど心配をかけたことだろう。起きて謝りたいと思ったが、あまりにも眠くて動けない。

　それでもなんとか起き上がれないかと心の中で四苦八苦していると、韓明が枕もとにやって来て、優しく藍香の額の上に手をのせる。

「藍香、眠りなさい。起きなくていい。体が休みたいと言っているのなら、休ませないといけないよ」

　その優しい声はあてずっぽうではなく、寝ていても藍香の気持ちがわかるかのようだった。

（おじいちゃん……ありがとう）

　うれしくて涙が浮かんだが、韓明はさらに言葉を続ける。

「――さて、本当はいろいろ言いたいことはあったのだが、年寄りが口を出すのはやめておこう。無粋というものだ。藍香……これしきのことで逃げるのはやめなさい。ほんの少しでいい。竜樹様の言葉に耳を傾けてみるのだよ」

（えっ、それってどういうこと!?　これしきって、私は結構……いや、だいぶ傷ついたんだよ！）

　藍香は慌てて体を起こそうとしたが、やはり起き上がることはできず、眉のあたりを震わせるのが精いっぱいだった。

　額にのせられた手が離れる。足音が遠くなる。

「おやすみ、林杏。藍香の世話をありがとう」

「任せてください。では玄関までお見送りします」

「すまないね」

　戸が開いて、韓明と林杏がふたりでなにかを話しながら部屋を出ていく。

　藍香は部屋にぽつんとひとりきりになってしまった。

（嫌よ……話なんか絶対に嫌……陛下の顔なんか、見たくない……！）

　そう思うが、顔を見ないと決断したところで、問題が解決するはずもない。

（やっぱり陛下に私を村に帰してってお願いしよう……）

　藍香はそう思いながらため息をついた。




　藍香の隣の部屋で休んでいた竜樹は、新しい服に着替えていた。

（藍香のやつ……私に出ていけとは……いったい何様なのだ！）

　持っていた扇を開いたり閉じたりしながら、竜樹は唇をきつく噛みしめる。部屋の中をうろうろと歩き回ったが、一向に気分は落ち着かなかった。

　思い出すと、腹が立って仕方ない。

　目を覚ましたと聞いて喜び勇んで顔を見に行ったら、湯船のお湯をかけて追い出されてしまった。周囲にいた人間は水浸しになった竜樹を見て「ひっ！」と悲鳴をあげたが、ぐっと我慢をして部屋を出た。

　普段の竜樹であれば決してそんな無礼は許さない。藍香だから許したのだ。

（うむ……そうだ、藍香はきっと混乱していたのだろう。だから命の恩人である私にあんな態度を取ったのだ）

　そうでなければ喜んで自分の胸に飛び込んできてもいいはずだ。

　そう自分を納得させながら部屋から出ると、韓明を見送った林杏がちょうど戻ってくるのに鉢合わせした。

「藍香の様子はどうだ」

「陛下！」

　林杏は慌てて立ち止まり、頭を下げた。

　本来ならば床に手をついて最大級の礼を尽くすべき相手なのだが、竜樹はこの家に入ってから、すぐにそれをやめさせた。いちいちそんなことをされては、うっとうしくてたまらない。

「は、はいっ、らっ、藍妃はぐっすり眠っておられますでございますっ！」

　藍香とふたりきりだといつもの調子だが、藍香はすでに後宮に入った身分だ。

　林杏は顔を真っ赤にしつつ、緊張に震えながらも気丈に返事をしたが、ふとした瞬間に竜樹と目が合うと、顔を真っ赤にしてさらにうつむいてしまった。

　竜樹は自分が他人にどう見えるかよく知っている。

　そもそも常人とは違うたぐいまれな容姿は、麒麟の巫女から引き継いだ力、異能でもある。

　林杏が見上げるほどの長身にたくましい体からは、かぐわしい花の香りが漂う。まるで太陽の光をそのまま映したような髪と、伏せた長いまつ毛は同じ金色で、まばたきするたびに伝説の霊鳥である鳳ほう凰おうを思わせる。そして世界がどんなふうに見えるのか、世にも不思議な緑の目は、神秘としか言いようがない。

　きっと普段は快活に違いない林杏も、いざ本物の皇帝陛下を見ると、震えるほど緊張している。

「そのようにかしこまらなくともよい」

　竜樹はそう言って、緊張で震える林杏を見下ろした。

（この娘は藍香が一番親しくしていたと聞いた。だから世話をさせた。少しくらい藍香の気持ちが落ち着いていたらいいのだが……）

　生まれてからこの方、恐れという感情を抱いたことがない竜樹だが、藍香のことに関しては、今は言葉にしようのない不安な気持ちで胸がいっぱいだった。

「ではあとは私が寝ずの番をしよう」

「えっ、陛下がですか!?」

　林杏が驚いて顔を上げた。あんぐりと口が開いている。

「ああ。見ていないと不安になるのでな」

　竜樹はさらりとそう言うと、手にしていた白びゃく檀だんでできた扇せん子すを林杏に差し出した。

「褒美を取らす」

「えっ……！　あたしにっ!?」

　林杏は一瞬泣きそうな顔になり、それから両手で差し出された白檀扇子を受け取った。

　白檀を削り出して作った扇子は、磨けばいつまでもよい香りを漂わせる。皇帝陛下を見ただけでなく、直接お話をしたことだけでも自慢できる出来事なのに、まさか直々にご褒美までもらえるとは思わなかった林杏は、

「我が家の家宝にいたします！」

　涙ぐみながら何度も頭を下げて、後ずさるように廊下を下がっていった。

「ふう……」

　残された竜樹は何度か深呼吸を繰り返し、それから思いきって藍香が眠る部屋の戸を開けて、そっと体をすべり込ませた。

　寝台の手前に円卓と椅子、円卓の上には燈明皿が置いてあり、炎で部屋をじんわりと照らしている。

　小さな明かりなので部屋の隅までは行き渡らないようだ。ただ寝台で眠る藍香が、橙色の明かりに照らされている姿はとても美しく、ふと竜樹は木の上で夕日を眺め草笛を吹いていた藍香を思い出していた。

　竜樹は椅子を寝台に向けて動かし、腰を下ろす。藍香の小さな手を取り引き寄せ、指先に口づけた。

　先ほど部屋を追い出されたときは死ぬほど腹が立ったが、顔をひと目見ればその気持ちは飛んで消えた。ただ藍香がここにいることを麒麟の巫女に感謝せずにはいられない。

「とにかくお前が無事でよかった……本当に、よかった」

　いまだかつて他人の安否など気にしたことはない竜樹だが、今は心から藍香の身を案じている。

　もし藍香を失うことになっていたら――。考えるだけで恐ろしいが、竜樹はとても平静を保っていられなかっただろう。藍香を奪ったあの小川を土で埋めて、森に火をつけるくらいのことをしていたかもしれない。

「藍香……」

　すうすうと心地よさげに眠る藍香の手を両手で包み込むと、そのまま枕もとに肘をつき、藍香を見つめ、そして独り言のようにささやいた。

「お前が欲しい。たまらなく……欲しい。すべてを私のものにしたい。私の腕の中で、永遠に囲っていたい」

　そうやって、今はっきりと口に出して、ようやく竜樹は自分の気持ちを理解した。

（私は藍香に引かれている。いや、そんな曖あい昧まいな言葉ではない。愛おしいと思っている。唯一無二の女だと思っている……）

　田舎娘だと馬鹿にしていた藍香のものおじしない態度や献身は、今さらながら、人にあらずとあがめ奉られる皇帝にとって、とても貴重なものだったと気がついたのだった。

　その瞬間、竜樹の体はカッと燃えるように熱くなった。

　今まで感じたことのないなにかが、体の内側から泉のようにこんこんと湧き上がってくる。それは今まで何度か藍香に対して感じた、征服したいとか、屈服させたいという荒々しい感情ではなく、自分の手の中で慈しみたい、愛したいという不思議な感情だった。

　竜樹は椅子から立ち上がり、そのまま眠る藍香の額に口づけを落とす。

「藍香……早くお前を愛したい。お前を私でいっぱいにしたい。だから早く目を覚ませ……」










溺愛への戸惑い




　藍香がなんとか自力で起き上がれるようになったのは、それから三日経ってのことだった。

「起き上がれるようになってよかったわね、藍香」

　林杏が朝食のかゆを運びながら、ニコニコと微笑む。

「うん……」

　たしかに昨日までは支えてもらわなければ、起き上がることすらできなかった。よかったといえばよかったかもしれないが、藍香は動揺が止まらない。

　動揺の原因は同じ部屋にいる。

「では陛下、あとはどうぞよろしくお願いいたします。食器はまた後で取りにまいります」

「うむ……」

　寝台のそばの椅子に腰を下ろしていた竜樹は、鷹おう揚ような態度でうなずいた。

　そして林杏が運んできたかゆを持ち、寝台に腰かけた藍香の隣に腰を下ろす。優雅な手つきで匙さじを持ち上げかゆをすくうと、「ふーっ」と息を吹きかけ冷まし、藍香の口もとに運んだ。

「さぁ、口を開けよ」

「あ、あの……」

「なんだ気に入らんのか。だが食べねばいつまでも元気になれないぞ」

　竜樹は緑色の瞳を細めて、不機嫌そうに藍香を見つめる。

（そ、そうじゃなくて！　私が言いたいのは、どうして陛下が私の世話をしているのかってことで！）

　なぜか林杏だけでなく、竜樹がいつも枕もとにいる。

　ちなみにかゆが食べられるようになる前は、林杏が果物の皮をむき、小さく切ってくれ、それをなぜか竜樹が自分の口もとに運ぶという状況だった。

（元気にしておいて、処罰するってこと……？）

　だとしてもよくわからない。

　黙りこくった藍香を見て、竜樹は匙を器に戻す。

「果物のほうがよいか。ではかゆは下げさせて、すぐに新鮮なものを呉去から取り寄せよう」

「あっ、いえ、食べます……！」

　慌てて藍香は首を振った。

（とりあえず食べたほうがよさそう……よね）

　部屋に中にずっとこもりきりなのでわからないが、林杏が言うには毎日都から大量の果物や菓子、肉、魚、珍味が届いて、村は大変なことになっているという。しかも台所には宮廷から、藍香が元気になるようにと料理人が呼ばれているらしい。

　それらが無駄になってしまっては申し訳ない。

　藍香は両手を竜樹に差し出した。

「では、それをいただけますか」

「食べさせてやろう」

「え？」

「ほら」

　また竜樹はかゆにふうっと息を吹きかけてから、藍香の口もとに差し出した。

　自分で食べられると思ったが、まだ本調子ではないので断る元気がない。というか、やけくそなのかもしれない。

　まぁいいやと思いながら口を開けると、そっと匙が口の中にすべり込んできた。

　ほんのりと甘い、小豆が入ったかゆはとても繊細な味付けで、五臓六腑に染み渡るうまみがあった。

「おいしい……」

　藍香の表情がやわらかくなる。

「そうか。ではもっと食べよ」

　それを見て、竜樹はホッとしたように表情をゆるめ、せっせと藍香の口もとに匙を運んだ。さながら雛に餌を与える親鳥のようである。

　藍香は薬を飲むとすぐに眠くなってしまうのでまったく気がつかなかったのだが、林杏が言うには寝ているときもじっと様子を見ているらしい。

（陛下の真意がわからない……）

　椀の中のかゆを半分ほど食べたところで、藍香は「もうおなかがいっぱいです」と断って、お茶をもらう。お茶を飲んでいる間も竜樹は真剣な様子で藍香の口もとを見ているので、途中で胸が詰まって入らなくなった。

「あの、陛下」

「なんだ」

「いつまでこんなことをするんですか」

「お前がよくなるまでだ」

　藍香は目を丸くした。

「それまでずっと村にいるつもりなんですか!?」

「当然だろう」

　竜樹がしっかりとうなずいたので、藍香は戸惑ってしまう。

（嘘でしょ、いったいいつになるの……？　ああ、こんな調子では私もどうしていいかわからない……ちゃんと話をしなければ）

　韓明への影響も考えてなんとなく黙ってやり過ごしていた藍香だが、ここはもう腹をくくるしかない。ふうっと大きく息を吐き、それから隣で相変わらずじっと藍香を見つめている竜樹に向き合った。

「陛下。私への罰はいつお与えになるのですか」

「――罰？」

　竜樹はきょとんとして微かに首をかしげる。

「罰とはなんだ」

　なんのことかわからないというようなその様子に、藍香は妙に焦れてしまう。

「なにかって……私は後宮から逃げたんです。罰が与えられて当然でしょう！」

　だからつい、むきになって大声をあげていた。

　そして極度の緊張から解き放たれたせいか、琥珀色の瞳からぽろぽろと涙がこぼれ落ちた。

「藍香」

　それを見て竜樹は虚を衝かれたように目を丸くした。

「はっ、早くっ、なにかするならしてくださいっ！」

　元気な状態になってから罰を与える気なのかもしれないと思うと、食も進まない。このまま気力が戻らないうちにどうにかしてくれたらいいのにと、やけっぱちになってしまう。

　すると竜樹は微かに目を見開いて、顔を近づけ、藍香の頬に唇を押しつけた。

「泣くな」

　そしてそのやわらかい唇で、藍香の涙をなめ取った。

「お前は勘違いをしている。罰など与えん。もちろん韓明にもだ」

「――えっ？」

　驚いたのは藍香だ。なぜこんなふうに慈しまれるのかわからない。

　口づけられた頬を手のひらで押さえながら、それでも残る優しい唇の感触に、なにか裏があるのかと恐れおののいてしまうが、竜樹は藍香の反対側の頬に手をのせて、穏やかな声でささやいた。

「こたびのことは私に罪がある。お前を激しく傷つけ、追いつめたのは私だ。許せ」

　そして目を伏せ、藍香に謝罪の意を示したのだ。

「えっ……ええっ？」

　藍香はあぜんとして、思わずのけぞってしまった。

（皇帝陛下が謝った……？）

　幻聴が聞こえたのかと思った。いや、むしろこの状況が夢なのではないか。桐翼の皇帝が田舎娘に謝罪するなんてあるはずがない。

（そもそも田舎娘だと言ってさげすんでいたのはこの人なのに……どういうつもりなの!?）

　藍香は激しく混乱し、頬に置かれた手を振り払うと、ぶるぶると首を横に振ってうつむいた。膝の上で強くこぶしを握る。

「そんな、意味がわかりません、私を困らせないでください！」

「藍香……」

　うつむく藍香の顔を覗き込みながら、竜樹は戸惑いながらも熱っぽくささやいた。

「お前が混乱するのも当然だ。実際私もお前が逃げるまで自分の気持ちに気がつかなかった。はっきり言おう。毎日包帯を変えるたびに口づけしていたのは、お前とそうしたかったからだ。だが初夜を自ら拒んでおいてお前が欲しいというのは負けたような気がした。皇帝である私が誰かに執着するなど、あってはならないことだと思った。だから獅英にもそう言った。ひどく苦しい言い訳だったが……。そんな自分の矜きょう持じを守るための嘘が、お前を傷つけてしまった」

　熱を帯びた竜樹の声が、藍香を包み込む。

「許せ、藍香。そして正式に私の妃になってほしい」

　その言葉を聞いて、藍香はさらに、頭をガツンと殴られたような衝撃を受けた。

　なんと竜樹は――藍香を傷つけたことを謝罪し、さらにどういうわけか正式に妃として迎えたいというのだ。

（そんなの……信じられない……）

　藍香はどうしても素直に竜樹の言葉を聞き入れる気になれなかった。どうせこれも竜樹の気まぐれで、心を許し信じてもすぐに裏切られるような気がした。そうなるといよいよ立ち直れなくなってしまう。

　そんな状況を想像しただけで息が止まりそうになる。

「それも……命令ですか」

　そう吐き捨てるように言い放つ、藍香の声はこわばっていた。

　そのかたくなな態度に竜樹は一瞬息をのみ、驚いたように目を見開いたが、静かに首を振った。

「たしかにお前の言う通り、私はずっと命令することに慣れていた。自分の思うようにしてきた。だが藍香、お前は違うだろう。今までのように命令すればお前は私に抱かれるかもしれないが、それではお前を本当に私の妻にしたことにはならん。そのくらいはわかる。だから無理強いはしない。待てと言うならいつまでも待つ」

「……それって」

（私の気持ちを優先してくれるってことなの？）

　まさかそんなことがあるだろうか。

（皇帝は誰にだって命令できる存在なのに……）

　不思議に思いながらゆっくりと顔を上げると、竜樹と目が合った。

　竜樹は澄んだ緑色の瞳で、じっと藍香を見つめている。

「お前の愛を得るためなら、私はどんなことでも耐えてみせよう」

「そんな……」

　彼の濡れたように輝く瞳は息をのむほどに美しく、まっすぐにぶつけられた思いは、藍香を激しく戸惑わせた。正直言って藍香自身、竜樹のあまりの変わりように、どうしていいかわからなくなっていたのだった。




　結局藍香は、竜樹とふたりで五日後に呉去の都に戻ることにした。

　罰を受けるならひとりでと考えていたが、結局藍香も韓明も罪に問われることはなかった。勝手に後宮を抜け出したのは自分だけれど、その原因をつくった竜樹からは謝罪の言葉をもらっている。

　気にかけていた韓明も飲み始めた漢方薬が体に合っているらしく、元気になっている姿を見ると、不安も消えた。

　それなりに体力が戻りつつある今、妃になるかどうかはいったん置いておいて、これ以上村に残る理由もないように思える。

（それに、いつまでも私がここにいたら、村長さんたちも困るだろうし……）

　竜樹がここに滞在していることで、村長は別の家に移っているのだ。昔から村長一家には世話になっていることもあり、家をいつまでも占領するのは申し訳ない。

　藍香が後宮に戻ると言うと、竜樹は天にも舞い上がらんばかりの喜びようで、すぐに準備を整えるよう、侍従に指示を出した。

　そしてその日のうちに呉去に戻ることになったのだった。




　豪華な馬車に乗せられて、何十人という警護とお付きの者たちに守られての大げさな道行きだったが、竜樹はかなりご機嫌だった。

　ふたりきりの馬車の中では「馬車は揺れて体が痛くなるだろう」と藍香を膝にのせて、抱きしめて離さなかった。

　最初は大丈夫だと竜樹の申し出を突っぱねた藍香だったが、彼の言う通り馬車は激しく揺れて、黙っていても何度舌を噛みそうになったかわからない。

　結局竜樹の再三の申し出に折れて、彼の膝に横抱きの体勢で抱かれることになった。

　竜樹は体が大きく、藍香は小さい。包み込まれるように抱かれていると、馬車の衝撃はほとんど伝わらなくなる。これでだいぶ楽にはなったが、竜樹とこんなふうに最接近することになるとは、正直言って複雑な心境だった。

（もっと強引に連れ戻されるかと思ったけど、そんなことはなかった。村のみんなとも話ができたし……おじいちゃんともゆっくり話せたわ）

　竜樹の腕の中で、村の入口までみんなが見送りに来てくれたことを思い出す。

　全員がキラキラした笑顔で、手を振ってくれた。

「お元気で～！」

「またいつか来てくださーい！」

　村人たちの声は明るかった。誰の目にも、皇帝陛下は藍香を溺愛しているように見えたのだろう。

　そう思えないのは、愛されているはずの藍香だけだ。

　今回の皇帝陛下の滞在は、村にとって夏のお祭り以上の盛り上がりを見せた。

　兵士たちから荷物運びの者まで、皆礼儀正しく、誰も騒ぎを起こさなかった。藍香のために都からどんどん運ばれてくる食べ物は、結局村中に無償で振る舞われ、珍しい果物や菓子に、子供たちは大喜びしたらしい。

　さらに竜樹は、藍香の看病以外で時間をつくって、近隣の村や町の長を一堂に集めて暴雨で時折氾濫する河川はどこかなど、細かく聞き取り調査を行ったという。そして、来年の夏が終わるまでに土木工事を完成させるよう約束し、都に使いを出すなどして早急に話を進めていたのだとか。

　ちなみにこれらはすべて、林杏が話してくれたことで、竜樹はそんなことをひと言も口にしなかった。

　どうやら藍香に対して点数を稼ごうという気でやったことではないらしい。

（知らなかったけど……そういうこともきちんとされてたんだ）

　国を守るのが皇帝の役目と言われればそうだが、歴代の皇帝陛下すべてがそうだったとは聞いたことがない。過去には戦乱の世もあった。ろくでもない皇帝陛下だっていたはずだ。

（平和な世の中は勝手にできているものではなく、誰かの手によって保たれているものなんだ……）

　藍香にとって竜樹は、自分が後宮に迎えられるまでは遠すぎる存在だった。そしていざ身近な存在になってからは、竜樹の尊大な物言いや態度ばかりが気になっていた。あげくの果てに騙された上馬鹿にされたことに耐えきれず、逃げ出してしまった。

（私も視野が狭かった……かもしれない）

　そんなことを思いながら、藍香は自分を抱きしめている竜樹の顔を見上げた。

「あの……重くないですか」

「まさか。鳥の羽のように軽い」

　竜樹はフフッと笑って、そのまま藍香のこめかみに唇を寄せた。

「もう少し私に体を預けろ。そうやって背筋を伸ばしていては疲れるだろう」

　大きな手が藍香の肩を掴み、引き寄せる。

　ぴったりと竜樹の胸に体を押しつけられて藍香はドキッとしたが、

「私のことは椅子だと思って目を閉じていろ。起きたら都だ」

　と言われて、とりあえず目を閉じることにした。

（どこの世界に皇帝陛下を椅子だと思える人がいるんだろう……）

　気遣われると、そわそわしてしまう。

　けれど素直に「ありがとう」と言うのは怖かった。

　小さな村で生まれ育った藍香は恋を知らず、当然恋愛の機微などはまったくわからない。一方の竜樹はあまりにも大人だ。そんな彼がなに考えてるのかなど藍香にわかるはずもない。

（ずっとあんなに偉そうだったのに……嘘みたい。でもやっぱり私を好きだなんてすぐに信じられないわ。またからかわれているのではないかと思ってしまう……）

　竜樹によって深く傷つけられた藍香は、生来の天真爛漫さを失って、すっかり臆病になってしまっていた。










竜樹の贈り物




　藍香の『からかわれているのでは』という予想ははずれた。

　竜樹は明月宮に帰っても、毎日一日のどこかで時間をつくり藍香の前に姿を現した。

　体にいいお茶が手に入ったと言っては藍香の部屋を訪れ、藍香のために茶をいれ、飲ませた後は、満足したように帰っていく。

　いつまで経っても罰を受けることもなく、むしろ日々大事にされているという実感が募っていく。

（本当に皇帝陛下は私を大事にしようとしてくださっているんだろうか……）

　そんな竜樹に戸惑っているのは、藍香だけではなかったようだ。

　飛燕など、ソワソワした様子で藍香の部屋にやって来ては、「竜樹が俺にも優しすぎて怖いんだけど！」と言いだす始末だった。




　そんなある日のこと。宮廷医師から、藍香はようやく完全に体力が回復したというお墨付きを受けた。都に戻って十日後のことである。

「藍妃のご回復、おめでとうございます！」

「おめでとうございます！」

　藍香の部屋に集まった侍従や医師たちからいっせいに頭を下げられて、寝台に座った藍香は恐縮しながら、「皆さんのおかげです、ありがとうございます」と頭を下げた。

　やはり一度死にかけたというのはかなり体に負担をかけていたようだ。すぐに元気になると思っていたのだが、予想に反し藍香はほぼ寝たきりだった。ようやくお墨付きをもらえて、藍香はホッとした。

「なんともったいないお言葉……！」

「どうぞお体お大事になさってくださいませ」

　医師たちがうやうやしく礼をしながら部屋から出ていった後、診察を横で見ていた竜樹は椅子から立ち上がり、寝台に腰かけた藍香をいきなり抱きしめた。

「よかった……」

　後頭部が優しくなでられる。

　その声は安堵に満ちていて、本当に長い間心配させていたのだなと実感できた。藍香は疑っていた自分を反省しつつも、少し恥ずかしくなる。

（今の陛下になら、言えるかもしれない）

「あの、陛下……実はちょっとお願いがあるのですが」

　おそるおそる口を開く。

　藍香には寝台に横になっている間、考えていることがあった。

「願い？　なんと……驚いた」

　お願いと聞いて、竜樹は笑顔になった。

「なんでも言ってみるがいい。どんな願いでも……いや、私から離れるということ以外なら聞いてやろう。欲しいものでもあるのか。新しい衣か。帯か。それとも履物か。西のほうの織物はこちらとは違うぞ。きっとお前に似合うだろう。それとも金銀宝石をあしらった冠か？　贅を凝らしたものをしつらえてやるぞ」

　藍香の上品で愛らしい顔だちに、どんな色の宝石が似合うだろうかと想像したのか、竜樹は上機嫌になる。

　だが藍香は首を振った。

「欲しいものはないんです。ただ、侍女として働かせてもらえませんか」

「――なんだと？」

　それまで機嫌よく笑顔になっていた竜樹の笑顔が、ピシッと固まった。

「体力が戻ったら言おうと思ってたんです」

　藍香は唇を噛みしめて竜樹を見上げた。

「後宮、退屈すぎるんです……」

「たい、くつ？」

　さすがの竜樹も藍香のお願いには目をむいた。

　いつも自信満々で、動揺した顔などめったに見せない皇帝のその変化を見たら、官吏たちは見てはいけないものを見たと思うだろう。だがなにも知らない藍香は不満そうに唇を尖らせ、はっきりとものを言う。

「楽器を鳴らしてみたり、書の練習をしてみたり、本を読んだり、おいしいお茶をいただいたり……たまにならいいんですよ。村にいたときだって、そういうことを楽しむこともありました。でもそういうのは日々の忙しい中で、余暇として楽しむものであって、それしかないのはつらいんです」

　根が働き者だった村娘の藍香は、体を動かしたり、頭を使ったりしないと、体の端から腐っていくような気がするのだ。

「だから私を侍女にしてください。一生懸命働きますから」

　藍香は真面目に竜樹に詰め寄った。

「働く……？」

　竜樹は口を開けたり閉じたりしていたが、

「いや待て藍香。お前は藍妃と呼ばれる私の妃だぞ。侍女を妃に召し上げる例はたくさんあるが、逆はない。一生懸命働く必要もない。だから頭を冷やせ」

　さすがの竜樹もそう言わずにはいられなかったようだ。首を横に振った。

「わかってます。でも普通の妃でいることは、私には無理なんです」

　病人だった頃はまだしも、かしずかれ、他人に命令するだけで、自分は動かない。それがどうにも性に合わない。

（自分のことは自分でしたいし、むしろ他人のお世話だってしたいくらいだわ……）

　だから藍香は侍女をしたいと申し出たのである。

「藍香……」

　竜樹はあぜんとしながら、唇を震わせる。

「なぜお前は、私の言うことに従わずそのようなことを……！」

　激しい怒りのせいなのか、緑の瞳がゆらゆらと蜃気楼のように揺らめきながら不思議な光を放ち始めた。

「なぜ素直に私に愛されようとしない！　侍女になりたいとはどういうことだ。侍女になってなんの意味がある！」

　生まれてからずっと他人に命令してきた竜樹の声は、苛立ちを含んでいた。女官ならそのような叱責を受ければ震え上がるだろう。

「私がお前を愛したいと思う気持ちをむげにするつもりか！」

「むげにするって……」

　藍香はその言葉を聞いて少し悲しくなったが、勇気を振り絞って竜樹を見上げた。

「違います、陛下。私が侍女にしてほしいと言ったのは、陛下を困らせたいわけでもなんでもなくて、ただ働いて自分らしさを取り戻すきっかけにしたいだけなんです」

「自分らしさだと？」

「はい」

　藍香はこくりとうなずいた。

「陛下は言ってくださいましたよね。いつまでも待つって」

「む……」

　それを言われるとつらいと言わんばかりに、竜樹の眉根がギュッと寄せられる。

「だったら私、侍女をするというのはとてもいいことだと思うんです。たぶん部屋の中に閉じこもっていても、私の気持ちは落ち込むばかりで、なにも変わらないと思うし、どんどん落ち込むと思います。でも、明月宮で働けば気もまぎれるし、ひいてはその……陛下を知ることにもなると思うんです。だから許してください」

　藍香は祈るようにして膝の上でギュッと手を握りしめた。

（陛下を知るなんて、ちょっと偉そうに思われるだろうか）

　だがそれは藍香なりの素直な気持ちで、精いっぱい努力するという決意の表れでもあった。

　藍香の命を助け、陛下なりに努力して心を近づけてくれようとしている。だから自分も、少しくらいは皇帝陛下のお心を知ろうと思ってみたのだった。

「陛下……なんでも聞いてやろうと、たった今言われたではないですか……ダメなのですか？」

「それはだな……」

　先ほど怒鳴ったときよりもずっと、竜樹は落ち着いていた。

（私の話を聞いてくださったんだわ……）

　藍香は期待を込めてじっと竜樹を見上げた。

　その視線を受けて、竜樹はしばらく黙り込んでいたが、「――わかった」とうなずいた。仕方ないと顔に書いてある。

「本当に!?」

　まさかの答えに藍香はパーッと笑顔になったが、竜樹が先回りをするように「ただひとつだけ条件がある」と顔を近づけてきた。

「まさか……無理難題をおっしゃるんではないでしょうね」

　そもそも竜樹の侍女として働かせてほしいなんていうのが無理難題なのはわかっているので、竜樹からもまたなにか無茶苦茶なことを言われるのかと、藍香は警戒したのだった。

「なに、たいしたことではない。だがお前にしかできぬことだ」

　竜樹は名案を思いついたと言わんばかりに微笑んで、それから満足そうに藍香の頬をなでた。




「竜樹様、お茶をお持ちしました」

「うむ。では少し休憩を取ろう。藍香、庭についてこい」

　執務室でなにか本を読んでいた竜樹は、椅子から立ち上がると藍香の持つ盆を手に取り、そのまま扉を開けて部屋の外に出て、目の前に広がる中庭へと向かった。

　藍香は侍女として働きたいと言ってから、数日後、皇帝陛下付きの侍女となった。日に三度茶を運び、書きものをするときは竜樹のために墨をすったり、片づけをしたりと、本当に侍女らしい仕事を任せてもらっている。

　自己満足にしか過ぎないとわかってはいるが、部屋の中で楽器をかきならしているよりはずっと、気持ちが落ち着いてきたのが自分でもわかる。

「藍香、こっちに来い」

　庭が一望できる東屋には、円卓と椅子が置いてある。そのうちのひとつの椅子を自分の隣に並べ、竜樹は慣れた手つきでお茶を透けるように薄い白磁の茶碗に注ぐ。

　そしてまず自分がひとくち口に含んでから、藍香にも飲ませる。

「おいしいです」

　藍香がホッと息を漏らすと、竜樹は途端にうれしそうになる。

「そうか。ほら、くるみあんの団子も好きなのだろう。たくさん食べろ」

　そう言って、菓子まですすめてくるのだった。

「……それにしても陛下」

「竜樹」

「あっ、竜樹様。失礼しました」

　藍香はペコッと頭を下げながら微笑むと、菓子をひと口かじって、お茶を飲み、喉を潤した。

　ちなみに竜樹の条件は、陛下ではなく名前を呼ぶこと、だった。

　考えてみれば、自分は初夜に『藍香と呼んでほしい』と伝えていたのに、自分は陛下のことを竜樹とは呼ばなかった。竜樹はそのことがずっと気になっていたのだという。

（あたり前だけど、名前で呼び合うと少し気分が違う……）

　藍香は少しだけ胸の高鳴りを覚えるが、慌ててそれを抑え問いかける。

「それにしても、竜樹様が侍女にお茶を飲ませたり、お菓子を食べさせたりするのはいいんでしょうか」

　もちろんいいわけがないのだが、つい気になって尋ねてしまった。

「なに、皇帝が侍女のひとりを特別に寵愛しているだけではないか。珍しいことではない。きっと先祖にもそういう男はいただろう」

　竜樹はフフッと笑って、自分も団子をつまみ口の中に入れる。

「官吏たちは前例がないと言っていたが、よくよく考えれば侍女だろうが妃だろうが、お前がそばにいて、健やかでいてくれるのならなんでもよい。どっちが先でもよい。私の態度は変わらん」

　熱烈な告白を実にさっぱりと言われて、藍香は少し恥ずかしくなった。

　こういう場合どう答えていいかわからない。竜樹は短気ですぐ怒鳴るし、黙っていてもそれだけで怖い。実際この国で一番偉い人なのだとわかっているが、謙虚とは無縁の存在だ。

　だがそのくせ折に触れて、藍香に向けて甘い言葉を平気で口にする。だからつい、うつむいてしまうのだが、竜樹はそれも気にしていないようだ。

「実際お前の顔色は以前よりずっとよくなった。本当にちょこまかと動き回ったりするのが性に合っているのだな」

　そして藍香の頬を、あご先から目の縁まですっとなで上げる。

「頬も満月のように健やかだ」

「……それって丸くなったということですか？」

　それまで照れていた藍香だが、気になる発言に、一瞬眉根を寄せ険しい顔になった。

（だけど……あり得るわ）

　最近竜樹に甘いものばかり食べさせられている。寝込んでいたときから藍香がよく食べるという理由で、竜樹が都中から菓子を集め始め、さらに御用達の札欲しさに、菓子屋がこぞって献上してくるようになった。

　村ではお祝いごとやお祭りのときくらいしか食べられなかったので、つい藍香は与えられる菓子を喜んで食べていた。

「丸いのはよいことではないか」

　竜樹はフフッと笑う。

「いやでもちょっと……複雑です」

（一応私も女の子なのだし……）

　唇を尖らせていると、ふっと目の前に影ができた。

「え？　んっ……」

　顔を上げると同時に、唇が塞がれた。

　ほんの一瞬、唇の表面が触れ合うだけの口づけだった。

「え、あっ……」

　藍香の顔が真っ赤に染まっていく。

　たしかに一時期は毎日口づけを交わしていたが、藍香が寝込んでからはそういうことはいっさいなかった。なので今のはかなりの不意打ちだった。

「お前があまりにもかわいい顔をするので、我慢ができなかった。これはお前のせいだ。愛らしいお前が悪い」

　竜樹は低い声でささやくと、こつん、と藍香の額に自分の額を合わせる。

「もっと、かわいいお前に口づけたい」

　額を合わせたままなので、お互いの距離はとても近い。

　ささやきの吐息が顔に触れて、藍香はドギマギとしながら、竜樹の緑色の目を見つめ返す。誘惑に満ちた目はたまらなく美しい。

「藍香……」

　ほんの少しずつ竜樹の唇が近づいているような気がした。

（ど、ど、ど、どうしよう……！　っていうか私はどうしたいの!?）

　動揺して、竜樹から顔を離し、思わず叫んでいた。

「もうっ、どうしてそういうこと、いきなり……！　振り回されるこっちの身にもなってください！」

「――こっちの身」

　竜樹は驚いたように目を丸くした。

「ではいったいどうしたらいいというのだ。愛おしい、かわいいと思う気持ちを抑ええよと言うのか。私には命令するなと言っておいて、お前は私に我慢を強いるのか」

「それは……その」

　まさか竜樹がそんな論法でくるとは思わなかった。藍香は困ったように視線をさまよわせる。

　竜樹が嫌だというのではないと思う。ただ、心から彼を信用するのにもう少し時間が欲しいと感じているだけだ。

「やはり……少しずつ親睦を深めたり……」

「親睦はどうやって深める」

　なぜか挑むように言われて、さらに藍香はしどろもどろになった。

「それは……うちの村だと、男女関係なく、時間をつくって景色のいいところに行っておしゃべりしたりとかするんですけど……」

　異性とそんなことをしたことはないが、林杏を思い浮かべながら、藍香はつぶやいた。

「なるほどな。では藍香、市場へ行くぞ」

「――え？」

　藍香の目が丸くなった。




　竜樹は執務室に獅英を呼んだ。

「竜樹様。市場に行くとはどういうことです」

　将軍が眉をひそめるのも当然だろう。いったいどこの国の王が、妃を連れて市場に遊びに行くというのだ。

　だが竜樹はまったく気にしていない様子で、目を細め将軍を見つめる。

「先日からずっと、藍香になんでも買ってやると言っているのに、欲しくないというのだ。だから市場で好きなものをなんでも買ってやろうと思う」

　竜樹と獅英の間に立って話を聞いていた藍香は、その言葉を聞いて息をのんだ。

「本気なのですか？」

「ああ。昔は獅英とよく行っていたしな。案内もできる」

　どこか得意そうに答える竜樹に、獅英ははあっとため息をついた。

「それは子供の頃や、皇太子の頃のお話でしょう。さすがに今は無理ですよ」

「うるさいぞ、獅英。私はもう決めたのだ」

「まったくそんなことを言って……本当に困った人ですね」

　獅英は肩をすくめて椅子から立ち上がると、目を丸くしている藍香に向かってにっこりと微笑みかける。

「藍妃、しっかり陛下を見張ってくださると助かります」

「はっ、はいっ！」

　藍香は慌てて背筋を伸ばした。

「では」

　それを見て獅英は満足げに目を細めると、そのまま執務室を出ていってしまった。

（どうしよう……。思わずうなずいてしまった。でも私に竜樹様を見張るなんてできると思う？）

　竜樹がこれと決めたなら、藍香を抱きかかえてでも馬に乗せ、やり通すだろう。どうやって止めたらいいのだろうか。困ったなと思いながら、藍香は背後の竜樹を振り返った。

「あの……」

「では行くぞ」

　竜樹は春風のように爽やかに笑って、そして藍香の手を取る。

「えっ？」

　たった今、獅英からダメだと言われたばかりなのに、なぜか「行く」ということになっている。だが竜樹は歩みを止めず、藍香の手を握ったまま執務室を出る。ほんの少し早足で、藍香もついて歩く。

「竜樹様、獅英様に今言われたばかりなのでは!?」

「なに、今のはお前が俺をしっかり見張っていれば行ってもよいということだ」

「えっ……ええーっ！」

「獅英はそういう男だ」

　そして竜樹は、にっこりと笑ったのだった。




　春の訪れとともに、世界中から商売をする人間が集まっている市場は、かなり活気にあふれていた。

　市場は明月宮を背にした大通りに面して、南に向かってまっすぐ展開されている。城に近いほうは大店が並び、南に下がると青空市場へと変化していくのだ。

　庶民の藍香からしたら、南のほうの青空市場が気になるところだが、今日はお忍びとはいえ皇帝陛下の供である。

　目立つ金色の髪は高く結い上げてまとめ、以前村に来たときのように、冠と垂れ下がる絽の布で顔を隠している。どこからどう見ても、名のある貴族がお忍びで市場を見回っているような風格だが仕方ない。藍香は竜樹の供として、普段は足を踏み入れたこともない大店を見て回ることになった。

（あんまりはしゃがないようにしなきゃ。私、一応侍女という体ていでここにいるんだし！）

　藍香は固く決意をしつつ、竜樹の少し前を歩き、店に入る。だが一歩足を踏み入れた瞬間、藍香の琥珀色の目はキラキラと輝きながら、店の商品に釘づけになっていた。

「わぁ……」

　まず入ったのは、宝飾品とともにこの国のお家芸でもある、書に関する品を扱う店だ。いろんな形の硯や筆がきれいに並べられている。

　触って落としては大変だと、藍香は胸の前でギュッと手を握りしめて商品を見つめた。

「いらっしゃいませ」

　品のいい老人がふたりに近寄ってきた。

「うちで扱っているのは、いずれも名めい硯けんばかりですよ」

「たしかに、この細工なんかすごいですね。石の模様も珍しいし、鳳凰の彫りものがしてあります」

　息をのみながら、大きな卓の上に飾られている、自分の顔よりも大きい硯をじっと見つめた。

　大きく羽根を広げた鳳凰の翼の間が硯をするための丘で、その羽根の先に墨をためる海がある。当然道具なので使う前提ではあるのだが、鳳凰の繊細な彫りものを見ていると、もはや芸術品だ。

「お目が高い。それは双そう月げつ硯けんでございます」

　双月硯とは、深しん山ざん幽ゆう谷こくで知られる霊峰、広こう雲うん山ざんの東にある谷川で採れる石でできた名硯である。すり心地のなめらかさ、墨おりの細かさ、にじみの美しさ、墨の伸び。どれをとってもほかを圧倒する、卓越した逸品なのだ。

「ええっ、これが！」

　双月硯といえば石目の珍しいものであれば家が建つほどの値段だという。それでも世界中の王侯貴族が欲しがる逸品だと聞いたことがある。

（そういえば昔、おじいちゃんも官吏だった頃に見たことがあるって言ってたわ……）

「藍香、これが欲しいのか」

　背後から竜樹が顔を出してきた。

「えっ、いやいや、とても双月硯なんて買えません。でも、祖父が憧れていたので、それで気になっただけで……」

　藍香は慌ててその場を離れ、筆が並んでいるところへと移動した。

　これなら超高級品でもない限り、自分でも買えそうだ。

（おじいちゃんに買ってあげようかな……）

　韓明が使っている筆はどれもかなりの年代物で、すっかり小さくなっている。質素倹約も素晴らしいが、このくらいの贅沢なら許されるだろう。

（いや、それだとまた気を使わせちゃうから、いっそ自分のものも買おうかな。自分のものを買うついでに、おじいちゃんのものも買ったのだと言えば、受け取りやすいんじゃないかな）

　実際、竜樹のそばで働くようになって、藍香は昔よりずっと書に関わる時間が長くなった。幼い頃からずっと韓明に手ほどきを受けていたが、改めて書に対して修練の時間を設けたいと思うようになっていたのだ。

「藍香、筆が欲しいののか？」

　また竜樹がついてきて、うしろから覗き込んでくる。はっとして振り返り、慌てながら手を振った。

「あ、これも祖父に……申し訳ありません、私、お供としてついてきたはずなのに、つい自分のことばかり……」

「ふふっ、いや、いいのだ。そもそもお前のために来たのだからな。なによりお前が思案顔であれこれ悩んでいるのを見るのは楽しい」

　竜樹はにっこりと笑う。

「たっ、楽しいっ？」

　そもそも見られているという意識はなかったので、その指摘に藍香の顔がカーッと熱くなった。

「ああ。いや、正確に言うと、楽しいというか、お前の表情がくるくると変わるのが愛らしいから、私まで楽しくなるのだ」

　竜樹はいつもの余裕のある顔で、そんなことまで言ってくる。

「そ、そんなこと気軽におっしゃらないでください……」

　藍香は真っ赤になってうつむいた。

「気軽に言っているわけではないのだが……私はまたお前を困らせているのか」

　藍香を村まで追いかけてきてからずっと、竜樹は藍香に甘い。いや、甘いというと語弊があるような気がするが、甘やかされているという自覚はある。

　だから時々、今そばにいるこの人が、皇帝だということを忘れそうになる。

「いえ、大丈夫です……」

（竜樹様はお忍びの貴族。そして私は侍女。しっかり自分を保たなければ）

　藍香はふうっと息を吐いて竜樹を見上げた。

　すると竜樹は少しホッとしたように目を細めて笑う。

「そうか。よかった」

　そこに、老人がにっこりと笑って、白い布と硯、筆を持ってきた。

「よろしければお試しになってみませんか？」

　紙は高価なものなので、試し書きの場合は白い布を使う。布であれば墨を水で洗い流すことができるからだ。

「いえ、私は……」

　藍香はその誘いを丁寧に断ろうとしたのだが、肝心の竜樹が、

「せっかくだ。試すといい。私もお前の書いた文字を見たい」

　と、卓の上を指さした。

　一瞬迷ったが、皇帝陛下のお望みとあれば、やらないわけにはいかない。それに筆が欲しいと思うのは事実だ。

「……はい」

　藍香は素直に筆を取り、すうっと息を吸って、ゆっくりと吐いた。

　白い布の上に、筆を置く。そして一気に書き上げた。




　解了諸法如幻如焰如水中月如虚空如響




「ほお……」

　手もとを見ていた老人が藍香の筆跡を見て目を見開く。

「いやはや、お見事ですな……」

「なるほど」

　すると今度は、竜樹が藍香の手から筆を取り、なんとその続きにさらさらと筆を走らせた。




　如揵闥婆城如夢如影如鏡中像如化得無遮無所畏

　悉知衆生心行所趣




『もろもろの事物は、幻のような、陽炎のような、水中の月のような、虚空のような、響きのような、帝釈天に仕える音楽の神、揵闥婆ガンダルヴァのつくる城のような、夢のような、影のような、鏡中の像のような、変化のようなものだと理解し、遮られることもなく畏れることもない境地を得て、悉く衆生の心とその行いの趣く所を知っていた』

　ふたりが書いたのは、西の赤麒麟が守護する翠すい景けいに千年前に伝わったというありがたいお経の序文の一部だ。

　だが藍香はそんなことよりも、竜樹の文字に吸い寄せられていた。

　竜樹の書いた文字がうまいことは知っていた。仕事で何度も目にしている。だがそれはあくまでも仕事だった。だがこの字はどうだ。その端正な上品さから匂い立つような情景が目に浮かぶ。

「すごい……」

　藍香は熱にあてられたように、その書を見て息をのむ。

　その書は生きていた。陽炎が立ちのぼり、ゆらめく湖面に月が見えた。神の描く蜃気楼が、夢が、その影が、迫ってくるのである。

　最初に書き始めた藍香の文字を殺さず、それどころかうまく生かし、みずみずしい藍香の文字から圧倒的な世界を、揵闥婆の見せる幻を体現したようなその表現力に、目眩がするほどだった。

「なんと……！」

　老人は雷に打たれたように体を震わせ、慌てたように竜樹の手に飛びついていた。

「素晴らしいっ！　私はこの『天てん白ぱく堂どう』の主でございます！　それなりに目利きと思っておりました、ですがあなた様の文字を存じ上げないことを心より恥ずかしく思っております！　まこと、書聖の再来ではありませぬか!?　さぞかし名のある書家の方なのでしょう！　ぜひっ、ぜひっ、我が家に滞在していってくだされ！　そして一筆したためてはもらえませんでしょうかっ！」

　老人はまるで我を失ったような様子で、今にも土下座でもしそうな勢いだった。

　都の一等地に大店をかまえる店主なら、目は確かだろう。

　そして彼をここまで興奮させているのが、この国の皇帝陛下とわかれば、また違った意味で卒倒しそうだが。

「断る」

　竜樹はきっぱりと言い放って老人の手を引き離すと、何事もなかったかのように藍香を振り返った。

「藍香、今の筆の書き心地はどうだった」

「えっ、あ、はい、よかったです！」

　夢を見ていたような気分だったが、藍香はうなずいた。

「そうか。では店主、あれをもらおう。包んでくれ」

「かしこまりました……」

　老人はあからさまにがっかりしていたが、さすが長年大店を維持してきたらしい主人だ。無理を言って引き止めたところで仕方ないとわかったのか、店の人間を呼んで、筆を何本か包ませた。

「このような素晴らしい書が目の前で生まれる瞬間を見ることができたこと、誇りに思います。そしてこの布は門外不出の家宝として大事にさせていただきます。そしてこれはささやかではございますが、お礼の品でございます。ぜひお納めくださいませ」

　なんと買うつもりだった筆以外にも、余分に筆をもらってしまった。

　何度も頭を下げる店主と、店の者も加わっての盛大な見送りに、

「これでは無駄に目立ってしまうではないか」

　竜樹は面倒くさそうに藍香を連れ、通りを足早に離れる。けれど藍香の胸は、店を離れてもまだドキドキとしていた。

　竜樹の書を見たときの余韻が消えない。

（すごいな……。竜樹様ってあんなに書けたんだ）

　自分ならきっと周囲に自慢したくなるに違いないのにと、藍香は竜樹へ微かに尊敬の気持ちを抱いた。

　それからまだぼうっと夢見心地の藍香の前に、筆が入った袋が差し出される。

「これは藍香のものだ」

「えっ、よいのですか？　だってこれは竜樹様がいただいたものでは」

「あの書は、藍香の最初の一文がよかった」

　そして竜樹は、頭を隠している布を微かに持ち上げて、優雅に微笑む。

「それに筆が欲しかったのだろう」

　袋を受け取りながら、藍香の胸はドキドキと高鳴っていた。

（一生大事にしよう……）

　うれしかった。こんなにうれしい贈り物は今までなかった。宝石を贈られるよりもずっとうれしかった。

　じんわりと涙が浮かぶ。

　まさかこんな流れになるとは思わなかったが、藍香はもらった筆の包みを大事に胸に押しあてる。

「竜樹様……ありがとうございます」

　それを見て竜樹が驚いたように立ち止まった。

「藍香、泣いているのか」

「えっ、あ……はい。うれしくて」

　慌てて涙を目の端で拭うと、もう一方の目もとに、竜樹の指が伸びてきた。

「竜樹様……」

　優しく涙を拭われて、藍香の心臓はいっそう高鳴ってしまう。

「ありがとうございます……」

「驚いた。こんなことでうれしいと……泣くのか……そうか」

　竜樹は不思議そうにささやき、それから藍香の涙をふいた手をそっと握りしめる。その瞬間、よそ見をしていた人間に背後からドスンとぶつかられて、藍香がよろめいた。

「きゃっ！」

「藍香っ！」

　瞬時に竜樹が藍香の体を抱き寄せて、転ばずに済んだのだが。厚くて広い竜樹の胸に抱かれて、藍香の顔は真っ赤になってしまった。

「ごっ、ごめんなさい！」

　慌てて藍香は体勢を整え、体を離し、ぺこぺこと頭を下げた。

　いつもならこんなふうにならないのに。市場に不慣れでもない。むしろ竜樹より市場の空気をよく知っているはずなのに、なぜか体がふわふわと浮ついている。

　歩いているはずなのに、どこか飛んでいるような気持ちになる。

（私、どうしちゃったんだろう……。外出がうれしいのもあるし……ああ、きっとこのひらひらとした衣のせいだわ）

「きっと着慣れない絹の衣のせいです。こんなことでは、獅英様に叱られてしまいますね」

　苦笑しながら、竜樹を見上げた。

「ああ。そういえば藍香は私を見張っている義務があったな」

　出がけに獅英から言われた言葉をふと、思い出したように竜樹がつぶやく。

「はい。ですが今度こそしっかりと前を見て注意しますので――」

　そう決意表明をしかけたところで、竜樹は藍香の手を取り、「では手をつないでおくか」と、しっかりと握りしめてしまった。

「りゅっ、竜樹様っ……!?」

　そして竜樹は、さっそうと歩きだす。手は当然つながれたままで、藍香はあわあわとなりながらも、つられてその背中を追いかけるしかない。

（な、なぜ、手を！　私、迷子になるほどの子供じゃないのに！）

　だが少し歩いているうちに、ずいぶん歩きやすくなっているということに気づいた。

　背が高く、たくましい竜樹が半歩先を歩くだけで、自分の目の前に空間ができる。相変わらず足もとはふわふわしているのだが……。

（竜樹様、親切にしてくれている……）

　ついさっき、自分を見失ってはいけないと思ったばかりなのに、藍香はその手を振りほどくことができなくなっていた。




　それから藍香と竜樹は手をつないだまま、多くの人が行き交う市場を見て回った。

　なにしろ桐翼は一年の大半が冬である。行き来が難しくなる本格的な冬が終わると、よそから商人がやって来て品物を売りに来るのだ。

　見たこともない不思議な色をした塩漬けの魚が並んでいたり、その向こうでは、魚も驚きの派手な色の布が売っていたりと、大盛況だ。

「竜樹様、とても活気がありますね！」

　娘らしく、つい気分が上がってしまう。

　藍香ははしゃきながら竜樹を見上げた。

「ああ」

　そして市場を見つめる竜樹の目は安堵に満ちていた。

（竜樹様、優しい目をしてる。ああ、そうか。人々の生活がにぎわっていることがうれしいんだ……）

　そんな竜樹を見ていると、藍香の胸になにかあたたかいものがポッとともるような気がした。

（この気持ちはどこから来て、どこへ行くんだろう。でも……こんな竜樹様を見られたのは、よかったけれど）

　藍香は突然胸に湧いた思いに戸惑いながら、どう振る舞っていいかわからず、口を開く。

「あ、あの刺繍の道具、私も小さい頃、旅の行商人から買ってもらいました。外で遊べないくらい吹雪いているときは、かまどのそばで自分の服の襟や袖に刺繍をするんです」

「ほう……」

「刺繍の模様にはそれぞれ意味があるんです。恋が成就するおまじないとか、背が伸びるおまじないとか……みんなで集まって、やってました。そして雪が解ける頃には、子供の手でも、なんとかそれらしいものができてるんですよ」

　桐翼の長い冬は生活していく上で大変なことのほうがずっと多いのだが、ただつらいと言って日々を過ごすよりも、どうすれば楽しく過ごせるかと考える国民性があった。

（そういえば最近、刺繍仕事をしてないかも。久しぶりにまた始めてみようかな）

　そんなことを思いながら店先の色とりどりの糸を見ていると、竜樹が急に立ち止まった。

「いい匂いがする」

「いい匂い？」

　言われて周囲をきょろきょろして、発見した。

「あ、焼餅ですよ！」

　ずらりと露店が並んでいるうしろのほうに、匂いのもとがあった。ちょうど小腹がすく時間のせいか店の前には数人、並んでいる。香ばしく焼いた焼餅の中には、甘辛く炊いた菜っ葉が入っていて、子供も大人も大好きな味だった。

「ああ、あれなら俺も獅英とよく食べたな」

「竜樹様も召し上がったことがあるのですか？」

　あれは庶民のおやつのはずだ。

「もちろんあるぞ。言っただろう、皇太子の頃はよくお忍びで市場に来ていたと」

　その、どこか懐かしそうな顔を見て、藍香はいても立ってもいられなくなった。

　筆を譲ってもらったというお礼をしたくなっていた。

「竜樹様、ここで待っていてください、私、すぐに買ってきますので！」

「あ、藍香!?」

　その一存で、竜樹が止めるのも聞かず、藍香は手を離し、衣を翻し走り出していた。

「おじさん、ひとつください！」

　よく売れている屋台の列に並んで声をかる。

「あいよっ、お嬢ちゃん、べっぴんさんだね、特別大きいのをあげるよ！」

　といっても、それほど大きさは変わらないのだが。

「ありがとう」

　藍香は笑って、胸もとから巾着を取り出しお金を払う。大ぶりの葉に包んで渡される熱々の焼餅を受け取り、そのまま藍香は竜樹のもとに戻ろうと振り返り走り出した、次の瞬間。

　ドスンと胸のあたりになにかがぶつかって、藍香はよろめいた。

「ねえちゃん、ぼーっと歩いてんじゃねえよっ！」

　威勢のいい声は、まだ幼い少年である。どうやら彼とぶつかってしまったらしい。

「ごめんね、大丈夫？」

　藍香は慌てて少年の顔を覗き込んだ。

　年の頃は十代前半、声変わり前だが利発そうな少年である。

「べつにっ！」

　彼はプイッと横を向いて、そのまま走り出してしまった。

「あ……」

　藍香は両手で落とさないよう焼餅を持ったまま、雑踏に消えていく少年のうしろ姿を眺めていたが、

「藍香！」

　血相を変えて近づいてくる竜樹に気づいて、慌てて彼のもとに駆け寄った。

「はいこれ、焼餅ですっ！」

　ニコニコと差し出すと、竜樹はそれを受け取りながらも、

「藍香、今の少年になにかされなかったか」

　声をひそめてささやいた。

「えっ？　なにかって……」

　言われて、ふと体が軽いことに気づいた。たもとをさぐって、そこにあるべきものがない。全身からサーッと血の気が引く。

「盗とられた……」

「財布をか」

「筆ですっ！」

　その瞬間、藍香は全身が総毛立った。

「待って、返してっ！」

　慌てて少年の後を追いかけようとしたが、「藍香、もう無理だ」と、その腕を竜樹が掴んで冷静に首を振る。

「そんなっ……」

　たしかに、少年の姿はとっくに消えていて、雑踏の中に走り去った彼を見つけるのはとても無理だ。

　しかもあの子供は最初から財布をするつもりだったのだ。見つからないようとっくに姿を消しているに違いない。ただ、財布を盗るつもりだったのが、間違えて筆が入った袋を奪っていったおっちょこちょいのスリではあるが……。

「そんなぁ……」

　自分にとって、あの筆は財布よりも大事なものになっていたのだ。一生の宝物にしようと思っていたのだ。それが自分の不注意でスリにすられるとは。しかもそれをくれた竜樹の目の前で。

　悔しかった。悲しかった。喜んだぶん、落ち込みは大きかった。

　藍香の大きな目に、みるみるうちに涙がたまっていく。

「ううっ……」

　ぽろぽろと藍香の目から真珠のような涙がこぼれ落ちる。

「たかが筆ではないか。店に戻って、また新しいものを買ってやろう」

　竜樹は慰めるように藍香の肩に手を置いたが、

「……いりませんっ……あれが、あれじゃないと、嫌ですっ……」

　まるで子供のように藍香は首を振り、竜樹の申し出を断った。

（たかが筆じゃないわ……同じものを買ってもらっても、それは同じものじゃない……だったらもういらない）

「藍香……」

　竜樹が困ったように目を細めるのを、藍香は恥ずかしく思いながら、けれどどうしても涙を止めることはできなかった。




　それからまた、藍香は決意を新たに一生懸命、侍女として働いた。スリにあったことは悲しいことだが、自分がいつまでも悲しい顔をしていると竜樹が気にするような気がしたので、表面上はなんでもないふりを通した。

　忙しく働いていれば悲しみも薄れる。今日も朝から竜樹の指示で、山のような書簡を腕に抱えて、藍香はあちこちの宮を行ったり来たりと忙しかった。

「ああ、忙しい……」

　仕事はたくさん言いつけてほしいと思うが、つい愚痴がこぼれる。なかなか難しいところだ。

　勢いよく廊下の角を曲がったところで、藍香は壁のようななにかにぶつかった。

「きゃあっ！」

　持っていた書簡は当然腕から廊下に落ち、藍香もそのまま転んでしまった。

「いったあ……って、大変っ！」

　痛みを忘れて、慌てて床に落ちた書簡を拾い集める。

　どれも役所とのやり取りを記した大事な書簡で、なくしでもしたら大変だ。

　すると頭上から、よく通る青年の声がした。

「ごめん、よそ見をしていた！」

　顔を上げると同時に、赤を基調とした衣装に身を包んだ青年がしゃがみこんで、書簡を手早く拾い集める。どうやら出会い頭に、この青年にぶつかってしまったらしい。

「これで全部かい？」

「ええ」

　うなずきながら立ち上がると、青年も同時に立ち上がった。

　かなり背の高い青年で、見たことのない顔だった。着ているものは赤を基調とした華やかな色使いで、袖や襟には凝った刺繍が施されている。ひと目で裕福な人間だとわかる装いだが、どうやらこの国の人ではなさそうだ。

　だがここは桐翼の中心、明月宮である。他国の使者が訪れることも珍しくない。

「失礼しました。助かりました、ありがとうございます」

　藍香は丁寧に頭を下げ、彼の横を通り過ぎようとしたのだが、

「あ、ちょっと待って」

　いきなり腕を掴まれてしまった。

「な、なんでしょうか」

　藍香は怪訝そうに眉をひそめるが、青年はカラッとした笑顔で藍香の顔を覗き込んできた。

　暗い赤銅色の髪と同じ色の目をした、なかなかの美形だった。

「君の名前は？」

「藍香と申します」

「ふーむ。藍香……藍香か。うんうん、美人にふさわしい名前だな。ちなみに俺は翠景の商人の鄭てい昭しょうという。桐翼は美人の産地と聞いていたがこれほどとはな。到着早々運がいい。さて、一緒に食事でもどうかな？」

「えっ……？」

　ぶつかった不手際をとがめられると思って身構えていた藍香は、いきなり食事に誘われ、ぽかんと口を開けた。

「あの、昼食はいつもここで食べているので……」

　しどろもどろに答える。

「じゃあ夜でもいい。俺はとうぶん朝ちょう陽よう邸ていに泊まっているから、そこで一緒に」

　朝陽邸は都で一番大きな宿だ。商人というのだからもちろん仕事で来ているのだろうが、なぜ自分が誘われるのかわからない。

「あの、鄭昭様……申し訳ありませんが、それはちょっと」

　表向き侍女として働いているが、藍香は一応妃である。帰る場所は後宮だ。

　その瞬間、鄭昭のすっとした眉が八の字になった。

「もしかして人妻？」

「えっ、いえ、あの……」

　たしかに人妻だがそうだとは言えない。相手は皇帝陛下だ。

　だがなんとなく藍香が否定したように感じたらしい。

「なーんだ」

　パッと明るくなって、「お茶でもいいんだけど」とにっこりと微笑む。

　どうやらかなり表情の豊かな男性のようだ。

「あ、あの……」

　どうしていいかわからない藍香は、ここで完全に固まってしまった。

　桐翼の若者は、藍香が知っている限りでは、こんなふうにいきなり見知らぬ女性を食事に誘ったりしない。

　翠景は赤麒麟が守護する大国である。桐翼とは違い、かの国は雪も降らない陽気な国だと聞いたことがあるが、その国民性もかなり違うのだろうか。それともこの鄭昭個人の感覚なのだろうか。

　藍香としては即座にこの場から逃げ去りたいのだが、鄭昭は他国からのお客様だ。無礼があってはいけないと、強く言い出せない。どうしても二の足を踏んでしまう。

「そうだ。君の目と同じ色の、大きな琥珀を持っているよ。見せてあげようか」

　顔が近づく。

「おっ、おそれいります、鄭昭様、私は――」

「藍香！」

　凛と響く声と同時に、そのままうしろから藍香の体の前に腕が回った。

　ふわりと漂う高貴な香りに、それがすぐに竜樹だとわかったが、

「あの、竜樹様っ？」

　振り返ろうとしたが、がっしりと体に竜樹の腕が回り動けない。結局藍香は書簡を胸に抱いたまま、直立不動の状態で立ち尽くすしかない。

「これはこれは陛下」

　鄭昭がにこやかに一礼する。

「これは私の――侍女だが」

　私の、と言った一瞬、竜樹の腕に力が込もったような気がして、藍香の心臓がドキッと跳ねる。そしてその声も、いつもと違って聞こえるような気がした。

（どうしたんだろう……竜樹様）

「いやいや、あまりにも魅力的な娘なので、食事でもどうかと誘っていたところです」

　まったく隠す様子もなく、鄭昭がそう言い放つと、

「鄭昭殿、我が国は翠景とは違い、男女の間柄はかなり奥ゆかしいのですよ」

　竜樹のうしろにいたらしい官吏のひとりが、困ったような笑顔で前に出た。

「未婚の男女が外で食事をしていたら、そういう仲だと思われてしまいます。すると鄭昭殿の戯れのせいで、この娘の嫁のもらい手がなくなってしまうのです」

「なるほど、そういうことでしたか」

　鄭昭は納得したようにぽんと手を叩くと、相変わらず竜樹の腕の中にいる藍香ににっこりと微笑みかけた。

「だったら俺の国に来ないか？　暖かくて過ごしやすい国だよ」

「ええっ！」

　まるで嫁に来ないかといわれたような気がして、藍香はすっとんきょうな声をあげた。

「鄭昭殿。その辺で冗談はやめていただけますか？　後々面倒なことになるので……」

　官吏が眉のあたりをピクピクと震わせながら、乾いた笑いをあげた。

　彼は当然竜樹が藍香を溺愛していることを知っている。これ以上放置すると、竜樹がまた明月宮を揺らしかねないと思っているのだった。

（あ、冗談なんだ……。そりゃそうだよね。っていうか面倒って？）

　そして一方、藍香をうしろから抱きしめた腕にさらに力が込もる。

（竜樹様……？）

「そうですね。この辺にしておきましょう」

　鄭昭はなんだか意味深な微笑みを藍香に向けた後、官吏に向きなおった。

「では前回の商談を今度こそまとめましょう」

「あちらにどうぞ」

　官吏がちらりとこちらを振り返りながら、そのまま鄭昭を連れて藍香たちの横を通り過ぎていく。

（竜樹様は行かなくていいのかな……。商談って言ってたけど）

　むしろいつまで自分は抱きしめられているのだろうと、そんなことが気になり始める。

「あの、竜樹様？」

「――」

　声をかけたが、なぜか返事はない。

　聞こえなかったのだろうかと、なんとか振り返ろうとしたその瞬間、「ダメだ」と低い声が耳もとで響いた。

「えっ、なんですか？」

　ダメとはいったいどういうことなのだろう。なにか粗相をしたのだろうかと、胸の真ん中あたりが、ひやっと冷たくなった次の瞬間。

「ダメだ、許さぬ。翠景になど、行かせるものか。私から藍香を奪おうとする者は誰であっても細切れにしてくれる」

　そしてぎゅうっと、自分を抱きしめる腕が強くなった。

　背が高く、たくましい竜樹にすっぽりと包み込まれて、藍香は全身が熱くなった。鏡を見なくても、体温が上がり顔が赤くなっているのがわかる。

　細切れとは物騒だが、まさか今のやり取りを本気にしたのだろうか。

「そっ、そんな、行きません、そんな……」

　藍香は慌てて首を振った。

（翠景に誘われたのって、冗談なのに……）

　抱きしめられたせいで、体も顔も熱くてたまらない。それでも平静を装って口を開いた。

「私、ここが……嫌いじゃないですから」

　そこで竜樹の腕の力がようやくゆるむ。

　藍香は身じろぎして、うしろを振り返り竜樹を見上げた。

「私、嫌いじゃないです」

「そうか……」

　竜樹の濃い緑色の瞳が甘く輝く。

「藍香はずっと私のそばにいるのだ。離しはしない」

　そのひと言に藍香の胸はギュッと締めつけられる。

　そこでふと、淡く、心の奥底からふわふわと浮かんでくる思いがあったが、うまく言葉にできる気がしなかった。そして言葉にならない思いはすぐに消えてしまった。

「――はい」

　うなずくだけで精いっぱいだった。




　竜樹は藍香のその返事に満足したのか、一刻ほど経った後に藍香を玉座の前へと呼びつけた。

　広い大理石の床、赤い柱が左右に立ち並ぶ向こうの黄金色の玉座に竜樹が座り、大理石の床には獅英、そして官吏たちが十人ほど座って、輪をつくっていた。

「来たな。藍香、こちらに来い」

　獅英が代表して声をかけてくる。

　いつもは藍妃と呼ぶのだが、なぜか藍香と呼び捨てだ。

（なにかあったのかな？）

　不思議に思いながらも手招きされて輪のほうに近づくと、そこに先ほどの翠景の商人である、鄭昭があぐらをかいて座っていた。

　彼の周りには大量の織物や、加工された宝石類が、キラキラと輝きを放ちながら並べられている。

（ああ、この人がいるから私は侍女のように呼ばれたわけね）

　相手は国中を旅する商人だ。わざわざ桐翼の皇帝が、妃を侍女のように使っていると、知らせる必要はない。

　藍香は納得しながら、獅英のそばに座った。

「藍香。これらの品は鄭昭殿からの献上品だ。皇帝陛下はまず、よく仕えてくれるお前に好きなものを選べとのことだ。この場にないものでも、言えばその者から取り寄せてくださる」

「えっ……！」

　藍香は慌てて、三段ほど高いところにいる玉座の竜樹を見上げる。

　常日頃贈り物はいらないと言っている。そして唯一もらった贈り物の筆は、スリに奪われてしまった。

　その場にいたのだから、竜樹も知っているはずだ。

（もしかして私がそのことをいつまでも気にしてるから……？）

　だが藍香は、美しい着物も、宝石も、なにも欲しいとは思わないのだ。

（でも……竜樹様がそう言うんだから、なにか選んだほうがいいのかな……。だったらせめて、一番小さくて目立たないものを選ぼう）

　あまり気は進まないが、藍香は身を乗り出して織物や宝石を覗き込んだ。

「おや、さきほどの藍香さんではないですか。あなたに似合う織物はたくさんありますよ。それにこの銀製の、珊瑚の飾りがついた簪かんざしはどうですか？　桐翼は宝石の産地だが、真珠や珊瑚は翠景でしか採れません。とても珍しく貴重なものですよ」

　鄭昭は商人らしい笑顔で、藍香の前でパーッと布を広げていく。

　まるで術にでもかけられたかのように、その場にいる官吏たちが、「おお……」と、首を伸ばし、それらに見入っていた。

　彼らのように身分がある人たちから見ても、かなりよい品らしい。

（ええっ……でも……織物にしたってどれも金糸や銀糸が縫い込まれている……それにこの複雑な模様……織るのにどれくらい時間がかかるんだろう……それに珊瑚って初めて見た。とってもきれいだけど、こんな細かい彫刻がほどこされてる簪なんて、きっととんでもない金額に決まってる……）

　藍香は青ざめながら玉座の竜樹を見上げた。

　すると竜樹は微笑みを浮かべたまま、しっかりとうなずきながら、脚を組みなおす。

　藍香が金銀財宝を喜んで受け取ると思っている態度だ。

　いらぬと言えばきっと竜樹は激怒するに違いない。選ばないことには引けない雰囲気だった。

（どうしよう……）

　藍香は困り果てて、色とりどりの織物や、宝飾品を眺めていたのだが――。

　――ニャア。

　どこからともなく、細い声が聞こえた。

「えっ？」

「あっ、こらっ……」

　鄭昭が胸のあたりを押さえてモゾモゾする。

「今、なにか鳴き声が……」

　藍香が顔を上げてきょろきょろすると同時に、隣で異変を感じ取った獅英がとっさに腰の剣に手を掛ける。その次の瞬間――。

「ニャーン！」

　なんと白の毛玉のようなものが、鄭昭の胸もとから飛び出してきた。

「ああっ！　子猫！」

　藍香の目がキラキラと輝いて、さっと猫を抱き上げた。

　どうやら鄭昭が着物の胸もとに隠していたらしい。藍香の手のひらにのるほどの小さな白い子猫で、手足は小さく、尻尾も細いが、なかなかにきりっとしたいい顔をしている。

「ああ～。すみません。実はこちらの明月宮に入る前に、親猫とはぐれた子猫を拾ってしまいまして。見捨てることもできず胸もとに……アハハ」

　鄭昭がガシガシと頭をかきながら、そっと藍香に手を伸ばす。

「引っかかれては大変です。どうぞこちらに」

「――あの」

　藍香は子猫を両手のひらにのせたまま、鄭昭を見つめた。

「宝石も織物もいりません。この子を私に譲ってくださいませんか」

「え？」

「なんだと!?」

　鄭昭だけではない。それまで黙って玉座に座っていた竜樹が、慌てたように立ち上がった。

「お前はなぜそう欲がないのだ！　なぜこの場で拾ってきた猫を欲しがる!?」

　皇帝陛下の威厳もへったくれもない態度だが、仕方ない。まさか藍香が拾った猫を欲しがるとは思わなかったのだろう。

　だが藍香だって欲がないわけではない。珊瑚の簪よりも猫がいいだけだ。

「なんでもいいとおっしゃったではないですか……」

（また怒らせてしまった……）

　藍香はしゅんとなりながらも上目遣いで竜樹を見上げた。

　藍香に抱かれ、子猫は「ミィミィ」と鳴いている。一度手にしたぬくもりはもう離せそうにない。獅英などはすでに穏やかに笑って、成り行きを見守っているふうだが、竜樹は眉を寄せ、なんとも言えない表情で唇を噛みしめている。

「この子がいいです。お願いします」

　藍香は子猫を胸に抱えたまま、深く頭を下げた。




　結局子猫は藍香のものになり、ジンと名付けた。全身真っ白の雌で、藍香と同じ琥珀色の目をしている。またいつか猫を飼いたいと思っていた藍香はうれしくてたまらなかったが、大喜びしたのは飛燕も一緒だった。

「猫だ！」

　わざわざ棒の先に羽がついた玩具を作ってきて、藍香の部屋にやって来ては子猫と遊ぶようになった。

「なんて名前にしたの？」

「ジンよ」

　藍香は答える。

「そっか～ジンか～！」

　ジンは後宮から出ることはなかったが、藍香の部屋を中心にして、あちこちに遊びに行くようになり、そしてその日から少しずつ、後宮に笑い声が増えるようになった。

　なにしろジンが飛燕を追いかけて、その飛燕を藍香が慌てて追いかけ、最終的には獅英か竜樹が姿を現すのである。

「藍香、いい加減にせんか！　猫を与えたことを私に後悔させるな！」

　どうやらいつまで経っても自分のもとにやって来ない藍香にしびれを切らして、竜樹自らわざわざ迎えに来たようだ。

　かなりイライラした様子で叫ぶが、藍香はそれどころではない。

「あっ、すみません、竜樹様！　でもジンが爪切りを嫌がって逃げるものですから、つかまえるのが大変でっ……！」

「竜樹も手伝ってよ！　あ、獅英も！　そっちに行ったよ！」

　藍香と飛燕はバタバタとあちこちを走り回りながら、ジンに遊ばれていた。

　その微笑ましい様子を部屋の窓の内側から覗いていた妃たちの顔にも、思わず笑みが浮かんでいた。

　最初は緊張していた妃たちも、竜樹が黙って藍香たちを見守っていることに気がついて、緊張を解くようになっていた。竜樹の兄が亡くなってからずっと、後宮は火が消えたように静かだった。息苦しさを覚えるが、こういうものだと思っていたのだ。

　だが最近は違う。藍香が声をあげて笑うと、竜樹もつられて笑うようになった。

　窓を閉めきっていた妃たちは、その明るい笑い声が気になって扉や窓を開けるようになった。竜樹もそれをとがめることはしなかった。

　妃たちが集まると、藍香を話題にすることが多くなった。

「そういえばこの前、伏せている間に聞かせてもらった音楽のお礼にと、陛下からいただいたという布をみんなに分けてくださったわね」

「欲がない方みたいよ」

「代わりに猫を欲しがるんですものね。変わっていらっしゃるわ」

「でも嫌いではないわ」

「ええ、私もよ」

「これも藍妃のおかげね」

「そうね」

　藍香と同じ妃といえども、彼女たちは竜樹の兄の妃だった者たちだ。もちろん中には、新しい皇帝になる竜樹に寵愛を受けられればという願いを持つ者もいたが、竜樹が後宮嫌いとわかっては、出ていく者がほとんどだった。

　残ったのは頼る身内もいない妃たちで、ここはいつの間にか尼寺のような雰囲気になっていた。

　だが今では、明るい藍香の存在が後宮の空気を変えていっている。

　先代の皇帝の時代から皇帝の寵愛を争うことに疲れきっていた、おっとりとした妃たちは、そうやって藍香の知らないところで、少しずつ新しい妃の存在を受け入れ始めていたのだった。




　藍香は竜樹の侍女の仕事を終えた後、自分の部屋で刺繍をしていた。

　膝にはジンが丸くなっていて、その隣には竜樹が座っていた。

「見ていてつまらなくないですか？」

　藍香はずっと黙々と刺繍をしているだけなのだが、竜樹は椅子の背もたれに肘をつき、頬杖をついたたまま、その光景をじーっと眺めている。

「いや……ちまちまと器用に動くものだなと感心している」

　竜樹はそう言って、目を細めた。

　藍香は自分の着なくなった衣裳をほどいて、細々とした小さなものを作っている。ちなみに今作っているのはジンの首輪だ。ジンの白い毛並みに映える黄色の布を細く縫い、そこに緑の糸で刺繍をしている。

（おもしろいのかな……？）

　そう思いながら、藍香はせっかくだからと竜樹に説明する。

「この葉っぱの模様は、長寿を意味します」

「ふむ……」

「猫は人間よりもずっと寿命が短いので、一日でも長く生きていられたらと思って」

　そこでふと、小さい頃のことを思い出していた。

　藍香が五つか六つくらいのとき、母猫とはぐれた子猫を拾って大事にしていたのだが、子猫は冬を越せずに死んでしまったのだ。それからまもなくして両親もはやり病で亡くしてしまったので、藍香にとって死はとても身近で、恐ろしく、悲しいものだった。

「昔、飼っていたのか」

　耳もとで竜樹がささやいた。

　ハッとして顔を上げると、すぐそこに竜樹の顔があった。

「なぜ知ってるんですか？」

「お前がなにかを思い出して悲しんでいるように見えたからだ」

　そしてそのまま藍香の肩に頭をのせると、「安心しろ。私は長生きだ……お前を悲しませたりしない」と唐突に、意味のわからないことを言って、目を閉じてしまった。

（安心しろって……）

　藍香はびっくりして竜樹を見下ろしたが、目を伏せた竜樹はそのまますうっと寝入ってしまった。

（私より先に死んだりしないってことかしら……子猫や……両親みたいに）

　膝の上には相変わらずジンがゴロゴロと喉を鳴らしながら丸くなっていて、肩には竜樹がもたれている。

　そもそも長生きするというのは、なんの根拠があっての発言なのだろう。

　藍香は不思議な気持ちになりながら、肩にもたれる竜樹を見つめた。

　髪と同じ金色のまつ毛は長く、けれどよく見れば、目の下は微かに青く、疲労を感じさせた。

（変なことをおっしゃる竜樹様だけど……私の隣で、少しくらい休めるのかな……だったらすごくうれしい……）

　自分にもようやく役に立てることがあったと思いながら、しばらくそうやって身動きひとつせずじっとしていたのだった。




　ジンの刺繍した首輪を見て、飛燕も作りたいと言い始めたので、それならばとたまに一緒に刺繍をすることになった。男が刺繍などやってはいけないと竜樹や獅英に言われるかと思ったが、止められなかった。むしろ獅英からは「おとなしくしてくださるのは助かります」と感謝されたくらいだ。

　そしてとある昼下がり。

　竜樹が明月宮の外に出ていったので、藍香の仕事もなくなってしまった。さてどうしようかと思ったときに、景けい妃ひが侍女をひとり連れて、藍香のもとにやって来た。

　彼女は二十代後半のとても美しい人で、おっとりとした優しい雰囲気の女性だった。刺繍が得意なので一緒にできたらと言われて、藍香は喜んで部屋に招き入れた。

　最初のうちは緊張した様子だったが、半刻もしないうちに自分からあれこれと話してくれるようになった。

　彼女は東の小さな国からやって来た貴族の娘だという。珍しい波打つ髪をしていて、彼女の雰囲気によく合っていた。

　八年前、先代の皇帝が亡くなった後は、国に戻ろうにもすでに両親は他界していたという。弟が後を継いだ実家に帰ったところで、歓迎されないことは目に浮かぶ。それで残ることにしたのだと、景妃ははかなげに微笑んだ。

「でも、こうやって、新しい妃の藍妃とお話しできるような日が来るなんて思いませんでしたわ。とってもうれしいですわ」

「私もです。ずっと嫌われてるのかなって思っていたので」

　藍香は藍香で、後からいきなりやって来た田舎娘だと思われていないかと、気になっていたのだ。

「そんな……嫌うだなんて、とんでもありません。わたくしたち、あなたが来てくださって本当によかったって思っていますの。おかげで後宮の空気がだいぶ和らぎましたわ」

　景妃はホッとしたように微笑みながら、針を動かす。

「先にお伝えしておきます。竜樹様はわたくしたちの希望を聞いて、後宮に残してくださいましたけど、それは新しい後宮をつくりたくないという竜樹様のご意志と、どこにも行くところがないからここに置いてほしいというわたくしたちの希望が一致したからですわ。だからその……わたくしどもは、一方的に虐げられたわけでもなく、そしてわたくしたちの存在と、藍妃へのご寵愛はまったく別ですから、どうぞ気にしないでくださいませ、ということなのですわ」

「――え……あ、はい……っ」

　景妃の気にしないでという発言の意味を、藍香はようやく理解できた。

（要するに妃だけど、実質本当の妃ではないから、安心してって言われたんだ……）

　最初、後宮にはたくさんの女性がいると聞いていたが、実際は二十人程度で、なおかつ後宮として機能していない不思議な空間だった。

「それでもわたくしたちも最初は陛下のお力になれたらと思っていたのですけれど……結局、竜樹様を癒やすことはできませんでした。それどころか竜樹様はどんどん孤独を強められてしまって……」

　ふう、と上品にため息をつく景妃を見つめながら、藍香は針を止め、尋ねる。

「あの……竜樹様が後宮を嫌っていたのはどうしてなんですか？」

　竜樹の後宮嫌いは飛燕にも伝わっていて、意味もなく後宮を嫌っているようなそぶりがあった。飛燕に限ってはただの竜樹の影響らしいので、今はそうでもないが、竜樹にはなにか明確な理由があるのではないだろうか。

（そういうことがあるなら、知っておきたい……）

　そんな藍香の気持ちが通じたのか、景妃は手を止めて、なにかを思い出すように、窓の外を眺める。

　窓の外には青い空がどこまでも広がっており、とても静かだった。

「そうですわね……わたくしはあくまでも先帝からお話に聞いただけですが、先の皇帝陛下……竜樹様のお兄様のお母様と竜樹様のお母様が、後宮を二分する勢力を築いていたそうで、互いに寵を競い合っていたとか」

「ああ……」

　それだけで、なんとなく景妃の言いたいことが伝わってくる。

「どちらにつくかで、その後の人生が変わってしまう……当時は口に出すのも恐ろしいようなことが、たくさんあったと聞きますわ」

「――そうなんですね」

　藍香はうつむいた。

　子孫を残すことは皇族の最大の義務である。だからこそ、その義務を果たした女はたしかに絶大な権力を持つのだろう。

　そして竜樹と、その兄はたったふたりの男性だ。年はだいぶ離れていたと聞くが、もし万が一そう離れていなかった場合、もっと熾烈な後継者争いに発展していたかもしれない。

（ともすれば、ふたりの生死に関わるような……）

　ふと、竜樹のことを思う。

（人を人だとも思わない、傲慢な人だと思っていたけれど、それは最初だけだった。自らの非を認め、私に謝ってくれてからはとても優しい）

　藍香を助けるために、川に飛び込んだこと。それから寝ずに看病してくれたこと。

　よくなったときには飛び上がらんばかりに喜んでくれたこと。

　働きたいと言いだした藍香を侍女にしてくれたこと。

　気晴らしにと、ふたりで市場に出かけたこと。一緒に書を書いたこと。筆をなくした後も、なにかと藍香を喜ばせたいと、苦心してくれていること。

　ジンを飼うことを許してくれたこと……。

　そして長生きするから安心しろと言ってくれた。

　ずっと竜樹は藍香と向き合い、なにかと心を砕いてくれている。

　当初疑っていた、からかわれているのではないかという気持ちはいつの間にか消えていた。

（私……最初から竜樹様がそんな人だとわかっていたら、もっと早く好きになっていたんじゃ……って、好き!?）

「い、いたーっ……！」

　自分の考えに驚いて、ビクッと体を震わせると同時に、針で指を刺してしまった。

「藍妃!?」

　景妃が驚いたように腰を浮かしかけたが、

「大丈夫です、ちょこっと刺しただけだから……へへ」

　藍香は笑って指をくわえる。

（なんなの、私……好きとか……すっ……好き？　ええっ……？）

　藍香は突如降ってわいたような気持ちに激しく動揺した。もちろん口に出すことはできず、景妃には笑ってごまかすしかなかった。




　その日の夜、ふらっと竜樹がやって来た。そして刺繍をしている藍香の膝にのっているジンを見て片手でひょいとつまみ上げると、長椅子に横たわり頭を藍香の膝の上にのせ、ジンを自分のおなかの上にのせた。

　当然、藍香の膝を奪われたジンはニャーンと抗議の声をあげたが、

「たまには譲れ」

　大きな竜樹の手に包み込まれるようにしてなでられると、仕方ないと思ったのか、竜樹の腹の上で丸くなり、目を閉じた。

「――はぁ」

　そしていきなりのため息だ。

　膝枕にはビックリしたが、竜樹の様子が気になった。

「お疲れなのですか？」

「いや……うむ……」

　竜樹はあやふやな返事をしつつ、手の甲を額にのせ、またため息をつく。

　自分に詳しいことはわからないが、侍女としてついているときは、いつも大勢の官吏に囲まれて、あれやこれやと議論をしている。

　ずっと、皇帝陛下はなんでもひとりで決めてしまうものかと思っていたが、そうではないということを最近知った。大勢の話を聞き、それで最終的に数百年間引き継がれてきた皇帝の証である印章である玉ぎょく璽じを使って、桐翼皇帝竜樹の名のもとに命令を出すのだ。とても責任の重い仕事だろう。

　ふと、市場のにぎわいを見てうれしそうな顔をした竜樹の顔を思い出すと、胸が締めつけられる。

　だからなにか気の利いたことでも言いたいと思ったが、残念ながら藍香は、政治的なことはなにもわからない。

（私……もっと役に立てたらいいのに。なにも言えない）

　寂しく思いながらも、いつものようにとりあえず、今日、景妃が遊びに来てくれて一緒に刺繍をしてくれたこと、後宮初の友達ができたというような、他愛もない話をした。

「――後宮は好かん」

　藍香の話を聞いた後、竜樹はうめくようにそうささやいた。

「そうですか……」

　もう少し関心を持ってもらえるものかと思っていたのだが、そう甘いものでもないらしい。

　竜樹のそっけない反応に少しだけ切なくなったが、

「だが今お前の話を聞いた限りでは、今はそうでもないようだな」

　竜樹は手の甲を持ち上げて、膝の上から藍香を見上げた。

「そういえば、お前に友人が必要だということに思い及ばなかった。お前が望むなら、あの村の娘を侍女として召し抱えてもいいのだぞ」

　竜樹の言っているのは、林杏のことだ。だが林杏は村に婚約者がいる。今年の秋に結婚予定で、林杏が結婚を楽しみに待っていることを知っているので、引き離すことなどできない。

「友達は与えられるものではないですし、私、ここでつくればいいかなって思ってますから」

「できるものなのか」

　竜樹が怪訝そうに尋ねる。

「はい。景妃がお友達第一号です」

　景妃はだいぶ年上ではあるが、おっとりした貴族出身のお嬢様で、偉ぶったところもない、とても話しやすい人だった。きっともっと仲良くなれるだろう。藍香は胸を張って答えた。

「よかったら、今度は後宮のみんなで集まって、おしゃべりとかしたいです。いいですか？」

　景妃から聞いたのだが、みんな新しく妃になった藍香と親しくなりたいと言っているということだ。それが本当ならうれしいし、もっとみんなで交流を深められたらと思ったのだ。そして願わくば、いつかその席に竜樹も来てもらいたかった。

「――よかろう」

「よかったです。ありがとうございます」

　藍香が笑うと、その顔を見て竜樹がつられたように唇に微笑みを浮かべる。だが、それからふと、藍香の左の指の異変に気づいて、手を引き寄せた。

「これはどうした？」

「あ……考えごとをしていて、ちょっと」

　刺してしまった指先に細く切った布を巻いていたのだが、取るのを忘れていた。

　そして藍香の考えごとは、竜樹に対する自分の曖昧な――自分でもよくわからない、感情のことで、思い返すとなんだかまた不安になる。どうしていいかわからない。

　藍香は笑いながら布をはずす。

「ほら、もうなんともないですか、ら――っ!?」

　なんと竜樹が藍香の指先を口に含んでいた。

　緑の色の目でじっと藍香を見つめながら、竜樹の舌先が指先をなぞり、微かに吸った。

　とても官能的で、けれど藍香には刺激が強すぎる。

「ひゃっ……！」

　全身に、ビリビリとなんとも言い難い感覚が走る。ビックリした藍香は、驚いて椅子から立ち上がってしまった。

「うわっ!?」

　当然、膝にのせていた竜樹はごろりと床に落ち、突然のことにジンも「ニャー！」と鳴いて、その場から飛んで逃げて、部屋を出ていってしまった。

「つぅ……っ……」

　思いきり後頭部を打ちつけたらしい、竜樹が床に這いつくばったまま悲鳴をあげる。

「お前っ……」

　竜樹が不機嫌そうに藍香を見上げる。怒る気持ちもわかるが、藍香にだって言い分はある。

「ごめんなさい……！　でも、今のは竜樹様が悪いんですよ！　急に変なことするからっ！」

　体を震わせながら、真っ赤になって抗議した。

「変なことではない。藍香の唇に口づけるように、指先に口づけただけだろう。お前を愛していれば、これは自然なことだ」

　竜樹は微かに唇を尖らせながら床の上に座る。

「だ、だって……」

　まっすぐにぶつけられる思いは、藍香にはまぶしすぎた。

「だってじゃない」

「そんなこと言われても……」

　どこの国に皇帝陛下にこんなことを言われて、どっしりと受け入れられる女性がいるだろう。

　その緑の目に見つめられているだけで、体の全神経が顔に集まって、思考が停止してしまうのだ。そのくらい竜樹はまぶしい存在だった。

「藍香」

　戸惑う藍香を見上げたまま、竜樹はゆっくりと立ち上がった。そして体をこわばらせて立ち尽くしている藍香の肩に手を置いた。

「私をどう思っている」

　その問いかけに、藍香は息をのむ。

　それは藍香にとって、一番聞かれたくなかったことだった。

　竜樹への気持ちをはっきりさせることは、一歩先の関係に進むということだ。それは十七歳の藍香にとってとても勇気がいることだ。

「私は……以前は、その……」

「以前のことなど聞いていない。今だ」

　ほんの少し早口で、竜樹は藍香の顔を覗き込んだ。

「お前を愛している。愛おしい……早く私のものにしたくてたまらない……。だからすべてを奪ってしまいたい気持ちを必死で抑えている。お前が待てと言うなら、いつまでも待つ。だが、少しくらい、私に慈悲の心を見せようとは思わないのか？」

「じ……慈悲？」

　藍香は竜樹のらしからぬ言葉に耳を疑った。

「ああ、そうだ」

　そして竜樹はそっと藍香の額に唇を寄せて、口づける。

「藍香。お前がまだこういうことに不慣れなのはわかっている。そして私が性急に求めすぎているのも、わかっている。だが、私が触れるたびに驚いたように跳ねるお前を見ると……私たちのあの初夜のことを思い出すのだ。私はお前を少々毛色の違った、変わった娘だと思いながら、抱こうとした。そしてお前は決死の覚悟で私に抱かれようとしていた。あのとき、名前を呼んでほしいと言ったお前の気持ちも、今ならわかる……私をもっと知ろうと、理解しようとしてくれていたのだろう。そうすれば初夜を乗り越えられると信じたのだろう」

　竜樹の熱っぽい声が、唇が、何度も藍香の顔に押しつけられる。

「そんな純粋な思いを、私は踏みにじった。だから今こうやって焦らされるのは、藍香を傷つけた報いなのだとわかってはいる。だが、あまりにもビクビクされると、触れるな、愛していると言うなと言われているようでつらい」

　そして竜樹はゆっくりと顔を離し、藍香のあご先を指で持ち上げ、上を向かせた。

「藍香。私はお前を愛している。これから先もずっと、幸せにすると約束する。だから聞かせてほしい。今、お前はなにを考えている？　私をどう思っているのだ」

（どう思ってるかって……）

　そうやって尋ねられて、藍香はおそるおそる竜樹を見上げた。

　澄んだ緑色の瞳が目の前で輝いている。

　竜樹の目は宝石のようにきらめいて、そして激しく藍香を求めていた。

「――」

　藍香の目にじんわりと涙が浮かんだ。

　竜樹がハッとしたように目を見開いたが、藍香は誤解されないようにと、慌てて言葉を紡ぐ。

「わっ、私は、竜樹様が急に、こういうことをしないでくれたら、ひっくり返りそうにならなくって済むのにって、思っていますっ……いつも急だから……私……ビックリしますっ……」

　そう言いきった後、顔にどんどん熱が集まっていくのがわかる。

（ああ、いくらなんでも子供っぽすぎた）

　だが竜樹の目は逆に生き生きと輝き始めた。

「藍香……それは」

「だから……」

　藍香の心臓ははちきれそうだった。

　だが竜樹が自分になにを求めているのか、わかっているからこそ言わなければならないと思った。

　強くこぶしを握りしめる。

「急にじゃなかったら……私も、飛び上がらなくて済みます」

　その瞬間――。

　藍香の肩はグイッと力任せに引き寄せられ、ぴったりと体が重なった。肩に置かれていた手が背中と腰に回る。それから押しつけられる竜樹の体は、衣越しなのにビックリするほど熱かった。まるで彼自身が発熱しているかのような、炎のような情熱が、藍香に向けられていた。

「ああ、藍香……」

　熱っぽい吐息が首筋に触れる。

　それは藍香にとって目眩がするほどのときめきを与えた。

　竜樹は狂おしいくらいに藍香を抱きしめた後、竜樹は顔を上げると、そのまま藍香の豊かな黒髪の中に両手を差し入れる。

「愛おしいお前に口づけたい……」

「――はい」

（私もそうしたい）

　その言葉にようやく藍香は目を閉じることができたのだった。




　気持ちを自覚し、確かめるのに時間がかかってしまったが、藍香はようやく気がついた。

　竜樹に触れられるとドキドキする。体は急にこわばってしまうし、変に力が入る。だけど嫌だと思ったことは一度もない。

　通り過ぎるのを待つだけでいいのだと思った初夜の日も、怪我を治すためには必要なのだと、言われたときも。

　竜樹の熱いまなざしと唇は、とても魅力的で、胸が締めつけられるような甘い口づけを嫌だと思ったことは一度もなかった。

（やっと自分の気持ちが追いついたような気がする……私、竜樹様のお嫁さんになりたい）

「藍香」

　目を閉じた藍香の頬に竜樹の声が触れる。髪を梳すかれている間に、自然に上を向いていた。

　唇が触れ合った後、それからゆっくりと軽く吸われた。微かな痛みは甘く、藍香はもっとしてほしいと思いながら、竜樹の胸に両手のひらを置いた。

　手のひらに感じる熱い鼓動は、まさに竜樹の情熱そのものだ。

「藍香……」

　すると竜樹はうめくように藍香の名前を呼び、何度もむさぼるように藍香の唇に吸いついた。

　やがて少し強引に舌がねじ込まれ口の中がかき回される。おずおずと応えるように口を開くと、さらにその口づけは深くなった。

　竜樹の手の一方が背中に回り、腰をなで、強く引き寄せる。ふたりの体はぴったりと隙間なく重なったはずだが、それでもまだ藍香は足りないような気がした。

「竜、樹……」

　名前を呼ぶ。たくましい胸に置いていた手を竜樹の首のうしろに回す。

　初めて自分から触れた竜樹の黄金色の髪は、まるで絹糸のように繊細で美しく、光沢があった。

　竜樹が藍香にするように、藍香も竜樹の髪を指で梳く。さらさらとした感触はとても気持ちがよく、永遠になでていたいような気持ちになった。

（もしかして麒麟ってこういう毛並みをしているのかな……）

　皇帝の黄金色の髪に触れて、麒麟の手触りを連想したと知られたら、竜樹に叱られるかもしれない。だが藍香は竜樹の髪を指で梳くのをやめられない。そのくらい極上の手触りだった。そして指先は竜樹の背筋へと移動する。

「――藍香……やめろ」

　口づけの合間に、またうめくように声をあげた。

「あ……ごめんなさい……」

　もしかして不快だったのだろうかと、藍香は慌てて手を引っ込めたのだが――。

「違う」

　竜樹は焦れたようにささやいて、その藍香の手を掴み引き寄せた。

「嫌なのではない。その逆だ。このままでは止まらん」

　どこか切羽詰まったような声で言われて、藍香は首をかしげた。

「止まらないって？」

「わかるだろう。お前がもっと欲しくなる……」

　ささやきながら、竜樹は藍香の首筋に顔をうずめた。

「大事にしたいと思うのに、お前のすべてを知りたくて、私のものにしたい、食らいつくしたいと思う……このやわらかい肌に噛みついて、すべてを暴きたくなる……愛しているから優しくしたいのに、同時に優しくできそうにないと思う気持ちもある」

　そして竜樹は静かな声でささやいた。

「これが今の私の素直な感情だ。私が怖いか？」

（怖い……？）

　藍香は竜樹の言葉を聞いて、自分を抱きしめる竜樹が微かに震えているのに気がついた。

（もしかしたら……竜樹様こそ怖いの？）

　竜樹が初夜を拒んでからのち、本当は藍香を心から求めていたはずなのに素直になれなかった。その後、不意打ちのように抱きしめたり口づけたりすることはあったけれど、それ以上強引に、先に進もうとはしなかった。

（いや違う。私のことを愛してくれているから……本当にずっと待っててくれたんだ）

　そう確信した瞬間、藍香の体は、つま先からふわっと宙に浮くような高揚感に包まれていた。

　愛されていることがわかれば、怖いことなどなにもない。なにより怖いのは、自分の意志に反して竜樹を傷つけることだ。

（きっと竜樹様もそうなんだ。愛しているから傷つけるかもしれないと、臆病になる）

「竜樹様……怖くないです」

　藍香ははっきりと口を開く。

「竜樹様が私のことをとても大事にしてくれているの、わかっているから……なにをされても大丈夫です……大丈夫だから……」

　そして両手を竜樹の背中に回し、きつく抱きしめた。

「これで……今の私の気持ち、伝わりますか？」

　次の瞬間、竜樹はまたうめき声をあげながら、藍香を抱きしめる腕に力を込めた。

「藍香……もう、戻れないぞ」

「はい」

　藍香はギュッと腕に力を込めた。




　竜樹は軽々と藍香を抱き上げ寝台へと運び、壊れもののように優しく敷布の上に横たわらせた。そしてゆっくりと隣に横たわり、抱き寄せながら口づけ、肩や腰、背中を優しくなでながら、ささやいた。

「藍香……お前の体はどこを触っても気持ちがいい」

　食らいつくしたくなるといいながら、竜樹は優しかった。甘い言葉で藍香を安心させつつ、体に触れて、ゆっくりと藍香の気持ちと体が落ち着くのを待った。

（恥ずかしいけれど……嫌じゃない）

　藍香は自分の衣を脱がせる竜樹を見つめた後、目を閉じる。

　初夜の心得は、すべてを皇帝陛下にお任せすること、だったが、たしかに任せておけば、なにも不安になることはなかった。

（そうか……もう私は竜樹様を信頼してるから、怖くないんだ）

　今さらだがようやく、藍香は夫婦の間になにが必要なのか、わかった気がした。

　ゆっくりとお互いに着ているものを脱ぎ、竜樹は初めての藍香がつらくないようにと終始気遣いながら長い時間をかけ、それからようやくひとつになる。

「あ……あ」

　藍香は割って入ってくる痛みに、口もとを手の甲で押さえながら、のけぞる。

　十分に竜樹が慣らしてくれていたといってもさすがに痛みがないわけではない。

「藍香……もうやめるか？」

　大きな体で、包み込むように藍香に覆いかぶさっていた竜樹は、心配そうに藍香を見下ろして、なだめるように顔を覗き込んだ。

「や……やだ」

　藍香は首を振って、竜樹を見上げる。

「やめてほしくなんかない……やっとこうやってひとつになれたのに……っ」

　そう思うとこの痛みですら、藍香にとっては素晴らしい経験のひとつになるのだ。

「お前……そんなかわいらしいことを言って、俺を煽って殺す気か……」

　竜樹は少し困ったように笑って、それから切なそうに眉根を寄せ、口づける。

　絡み合う舌も、握り合った手も、指先も、最初の頃はいちいちドキドキして、飛び上がらんばかりに驚いていたのに、こうやってひとつになって初めて、とても自然なことのように受け入れられる。

（ああ、でもそうなんだ……これってとっても自然で、幸せなことなんだ……）

　愛し、愛されてさえいれば、お互いに裸であっても、不安な気持ちにならない。大きなうねりの中でゆっくりとひとつになる。

（陰陽を交えるというのはこういうことなんだ……）

　じわじわと全身に喜びが広がっていく。

　むしろ抱き合うのが当然なのだと、藍香は感動して涙をこぼした。

「りゅう、じゅっ……」

　好きだという気持ちを込めて竜樹を見上げた。その瞬間、緑の瞳が燃えるように輝きながら、藍香を包み込む。

「藍香……愛してる……藍香っ……」

　汗まみれのふたりの胸がぴったり合わさって、呼吸が重なる。

　少し苦しそうに、藍香をゆさぶり突き上げる竜樹の背中に、夢中で腕を回した。










みんなの願いと猫のヒゲ




　竜樹と藍香が夫婦としての日々を始めてから三十日ほど経った日のこと。

　竜樹はいつにも増して藍香を溺愛し、慈しみ、日夜ひと時も離さず、その様子は明月宮でも評判になっていた。

　ある日の午後、藍香は景妃主催のお茶会に参加することになった。週に何度か開かれている、おいしいお茶をいただきながら、刺繍や裁縫をしましょうという親睦の会だ。最近はこういったことも許される空気になっていて、皆喜んで集まっているのである。

　藍香も竜樹の侍女の仕事を終えた後、遅れてやって来た。

　部屋には十人ほどいて、すでにワイワイと盛り上がっている。なんと部屋の隅にジンもいた。最近はあちこちの妃の部屋を順番に回っているという。

（すっかりみんなのジンになってしまったのね）

　少し寂しいような誇らしいような、複雑な気持ちになるが、ジンがいてくれることで慰められる妃もいるだろう。

「遅れて申し訳ありません、景妃」

　遅刻を詫びながら、部屋の真ん中にある大きな円卓の景妃の隣に座った。卓の上にはお茶や菓子、そして布や糸、花などが置いてあった。

「ああ、藍妃。聞いてるわ、竜樹様の執務のお手伝いをされているんですってね」

　妃のひとりが目を輝かせながら、問いかけてくる。

「あ、はい。でもお手伝いなんてとても。ちょっとした雑用くらいです」

　本物の夫婦になってからは、『侍女なんてとてもさせられない』と竜樹に反対されてしまったのだが、藍香は今まで通りにやらせてほしいと伝えたのだった。

　竜樹はとにかく藍香に甘いので、結局藍香は冬がくるまでという約束で、侍女を続けることになった。

（私としては、死ぬまで働いていたいけど……たしかにずっとは無理かもしれないわよね。さすがに……）

　なので最近は、後宮の一部の庭を借りて、畑をつくれないかと考えている。人工の池だってつくれるのだから、畑など簡単にできるはずだ。

（そこでおいしい野菜とかきれいなお花とか育てられたら、毎日張り合いが出るんだけどな）

　そんなことを考えて、藍香も先日から作りかけの組み紐を取り出した。

「まぁ、藍妃、組み紐ですか？」

　隣に座っていた妃が目を丸くして手もとを覗き込んでくる。

「ええ」

　藍香はこっくりとうなずいた。

「緑色の紐……陛下への贈り物なんですね」

　かなり目ざとい指摘に、藍香は少し照れながらうなずいた。

　彼女の言う通り、竜樹の瞳の色に合わせた飾り紐は、竜樹の髪をまとめるために作っている。

「いつも執務が忙しくなると、そこにあるこよりとか、適当なもので髪を縛ったりしているので、使ってもらえたらと思って」

　そう言うと、妃はうっとりした表情で、目を細めた。

「本当に、陛下は藍妃をご寵愛されているのね。このままだと御子様を授かるのも時間の問題だともっぱらの噂。楽しみね」

「えっ、御子？」

　藍香はその言葉に顔が真っ赤になった。

「そっ、そういうのはその……来るべき日がくれば……」

「うふふっ……藍妃に御子ができましたら、わたくしたちも一緒にお育てしたいですわ」

「そうだわ、そうだわ」

　妃たちがいっせいに口々にそんなことを言いだした。

　厳密にいえばここにいる全員は、本来は藍香と竜樹の寵を奪い合う関係のはずなのだが、彼女たちはもともと竜樹のために集められた女性ではないため、いつの間にか藍香の年の離れた姉の集団のようになっていた。

「きっとかわいらしいでしょうね」

　景妃たちは顔の前でかわいらしく指を組み、夢を見ているような仕草で円卓を挟んで藍香の前に座った。

「どうせ私たちは実家にも戻れない身。自分で納得していますし、ここで過ごす日々に不満があるわけではないのですが、藍妃と陛下の御子様を育てる手助けができたら、どれだけ楽しいでしょう」

「飛燕様がお生まれになったときは、後宮も今みたいに穏やかではなかったですから、あの当時わたくしたちがそんなことを言いだしたら、飛燕様に害をなすと思われて、追い出されていたかもしれませんわ」

「だったらたくさん御子をもうけていただけたらいいわね。十人くらい」

「いや、できればもっと欲しいわ～」

　妃たちは目をキラキラと輝かせながら、当事者の藍香そっちのけで盛り上がっていた。

（十人って……皆さん、おもしろがってばかりなんだから）

　とはいえ藍香はひとりっ子で兄妹はいなかったので、みんなが親身になってくれるのはとてもうれしい。

　藍香は苦笑しながら紐を編む手を動かしていた。




（すっかり遅くなっちゃった）

　藍香は景妃の部屋を出ていったん荷物を置き、それからすぐに竜樹の寝室へと向かう。その寝室は、かつて初夜に竜樹が出ていった部屋だ。

　だが今はふたりが夜を過ごすための部屋になっており、当然毎晩来るようにと言われていた。

「遅くなりました」

　扉を開けると、竜樹が寝台に仰向けになって横たわっていた。

　きちんと寝ているわけではなくて、腰かけているうちにそのまま倒れて眠ってしまったような雰囲気だ。着ている長衣も執務中のものだし、髪も首のうしろでまとめている。

（お疲れなんだ……）

　藍香は竜樹を起こさないようにそっと隣に腰を下ろして、竜樹の頬を指でなでる。

（そうだよね……毎日忙しすぎるんだから）

　十日ほど前、西の国境付近の村で、羊が襲われたという。何十匹もの羊がいっぺんに消えてしまったのだとか。その場に残っていた痕跡からは、それが羊を食う西に住む怪物の仕業なのか、それとも最近噂になっている蛮族の仕業なのかは、わからなかったらしいが、不穏な空気は波のように広がって、都にまで届いているらしい。

　藍香のような素人だと、とりあえずなにもなくても兵隊を派遣して調べたらいいのになどと思ってしまうのだが、そうなるとなにか大事なのではないかと付近の住民の不安を煽ることにもなるし、万が一蛮族の仕業だった場合は、ただちに戦が始まってしまうかもしれない。というわけで、妖怪なのか蛮族なのかわからない今は、どうしても慎重にならざるを得ない状況らしい。

「ん……」

　竜樹が触れられていることに気がついたのか、まぶたを持ち上げる。長いまつ毛が持ち上がって、緑の目が完全に藍香をとらえた。

「あ、起こしてごめんなさい。でもお休みになるのなら、身支度を……きゃっ！」

　悲鳴をあげてしまったのは、竜樹が急に藍香の腕を掴み引き寄せたからだ。藍香の上半身は、気がつけば竜樹に抱きしめられていた。

「竜樹様？」

「ああ……少しだけ眠っていた」

　竜樹は藍香の背中と頭を確かめるようになでると、そのまま額に唇を寄せて口づける。ちゅっ、と音を立てて口づけし、それから竜樹は体を起こしながら、今度は藍香を寝台の上に押し倒すと、にやりと悪い顔で微笑んだ。

「身支度をする前に藍香に触れたい」

　そして藍香の衣の帯をゆっくりと解いていった。




　大きな手が衣の中に差し込まれ、藍香の胸を優しく包み込む。あっという間に衣を乱されるが、竜樹は慣れたものだ。口づけながら指先で意地悪に藍香を焦らしていく。

　そうやってすぐに藍香の体は竜樹を受け入れられるようになっていたが、今晩はなかなか竜樹がことを進めてこない。ひたすら繰り返される舌や指の愛撫に、藍香は何度も上りつめ、悲鳴をあげていた。

　初めての夜は痛みもあったが、夜ごと召されて愛されている藍香の体は、痛みをすぐに忘れ、竜樹に愛されて喜びを得る体に生まれ変わった。

「やだ……意地悪、しないでっ……」

　はしたないかもしれないと思いながら、藍香は竜樹の首のうしろに腕を回して懇願していた。最近はこうやって自ら言わないと、竜樹はいつまで経っても焦らすばかりで、終わりのない快楽に、藍香はどうにかなりそうだった。

「藍香……そうだ。教えただろう……こういうときはどうしたらいいか、口に出して言ってみろ」

「どうしてそんなっ……意地悪……」

　藍香は唇を震わせながら、潤んだ瞳で竜樹を見上げた。

「意地悪？　そうじゃないだろう……私は不慣れなお前のためを思って、こうやってつらいのを我慢してやっているのだ。藍香……さぁ、お前の好きなときに私を求めるがいい……」

　藍香が見上げる竜樹は、壮絶に色っぽく美しかった。

　しっとりと汗に濡れ、爛々と輝き、どこか飢えた獣のような目で、藍香を見つめている。お前が欲しいと叫ぶようなこの目で見つめられると、藍香は降参したくてたまらなくなる。

「竜樹様が……欲しいです……ください……」

　それを聞いて竜樹の目がまた輝きを増した。歓喜の感情がそれだけで伝わってくる。

（ああ、恥ずかしい……でも……あっ……）

「んんーっ……！」

　押し入ってくると同時に、竜樹は藍香の体を抱きしめながら唇を塞ぐ。

　藍香の悲鳴は竜樹が封じ込めてしまった。それからずっと藍香は悲鳴をあげ通しだったが、一度たががはずれた竜樹はもう止まらない。

「藍香っ……藍香っ……私を愛していると言え……私をもっと求めるのだっ……」

　たくましい体に貫かれていると、藍香はつい逃げるようにうしろに身をそらしてしまうが、当然そんなことを竜樹が許すはずもない。

　あっという間に追いつかれ、抱きすくめられて、また深く愛されてしまう。繰り返し何度も。

「言わぬのならもっと思い知らせてやろうか……？」

　竜樹は藍香を攻め続けながらそうやってまた試すような言葉を口にする。

　だが、愛していますと言おうにも、声がかすれて竜樹の望みに応えられないだけなのだ。そんなことは当然竜樹はわかっているはずなのだが、わからないふりをされて、長い夜が更けていく。

（ああ、意地悪……やっぱり、意地悪……）

　藍香は意識を失いながら、夫の甘い意地悪に溺れていくのであった。




　ふと気がつくと、藍香は竜樹の腕の中にいた。

　ずいぶん眠っていたような気がするが、いつものように体は清められ、真新しい夜着を着せられていた。

　しかもこれは竜樹が毎晩してくれる。皇帝陛下にこんなことをさせてしまうとなると恥ずかしいことこの上ないが、竜樹と愛し合った後はどうしても眠るように意識を失ってしまう。そしてその間に、竜樹がすべての身支度を整えてくれているのだ。

「あ……竜樹様」

「ん、起きたか。水を飲むか？」

　竜樹は最初から起きていたようである。上半身を起こして寝台の横に置いてある水差しから椀に水を注ぎ、それを口に含み、藍香の上半身を抱き起こし、口移しで飲ませる。

　熱い唇からひんやりと冷たい水が注ぎこまれて、藍香はそれを全部飲み干した。

「ふふ……かわいらしいな」

　かわいいもなにも、ただ水を飲んだだけなのだが、竜樹は満足そうに微笑んで、藍香の唇の端に残った水を親指で拭う。そして藍香の頬や髪を慈しむようにそっとなでて、寝台に横たわらせた。

「藍香の体はひんやりして気持ちがいい」

　長い手足が藍香に絡みつく。覆いかぶさるように抱きしめられて、藍香はうっとりしながら、目を閉じる。

（そういう竜樹様の体はすごく熱いのよね……でもそれも当然か……）

　男性は陽の気を持ち、女性は陰の気を持つ。

　ましてや竜樹は何百年と続く高貴な血筋で、普通の人とは見た目からして違う。金色の髪に緑の瞳も、聡明な頭脳も、強靭な体も、なにもかもが神がつくった宝だとしか思えない。

（一緒にいるだけで寿命が延びそう……）

　藍香はふふっと笑って手を伸ばし、自分の上にさらさらとこぼれ落ちてくる金色の雨のような髪に、そして頬に触れる。

「竜樹様……」

「ん？」

「本当に、長生きしてくださいね……私ずっと、見送ってばかりだったから……私よりうんと長生きしてください……」

　猫も両親も、そしていつか……考えたくはないけれど、韓明だっていつかは見送らなければならないだろう。誰もが通る道とはいえ、ずっと置いていかれていた藍香は、竜樹を愛した今、余計それを実感する。

　愛しているからずっと生きていてほしい。わがままかもしれないが、藍香はそう思っていた。

「藍香……」

　竜樹の唇が、藍香の震えるまぶたに触れた。

「安心しろ。私はこれから先一生、お前を悲しませたりしない。どんな憂いがあっても、私がこれから先すべて先回りしてその憂いを打ち払ってやる。もちろん私が長生きすると言っても、藍香だってこの先何十年も生きて、ひ孫や玄孫やしゃごに囲まれるまで長生きするのだぞ？　そうやって幸せに過ごして、そして藍香が最期を迎えるときは、もちろん私が手を握って見送ってやる。だから安心して日々を過ごすがいい」

　竜樹は軽やかにそう言い放つと、それからゆっくりと藍香の首筋に顔をうずめる。

「竜樹様」

　竜樹から与えられる圧倒的な安心感に、藍香は瞳を潤ませる。

（うれしいな……幸せすぎて怖いくらい……）

　考えてみれば、身内の縁に薄いからこそ結婚というものを信じられなかったような気がする。とてつもない博打ばくちのような気がしていたし、自分がそんなふうに誰かと幸せになれるという想像ができなかったのかもしれない。

　だが竜樹にこうやって愛されていると、ただその大きな愛を信じるだけでいいのだと、わかったような気がした。

「あ！」

　唐突に藍香は思い出して、竜樹に渡そうと思っていた組み紐を、床に落ちた衣の袖の中から引っ張り出した。

「あの、竜樹様。これ私が作ったんです。髪をまとめるときに使っていただこうと思って……その、たいしたものではないのですが……贈り物です」

　竜樹の瞳の色に合わせた組み紐を見て、竜樹は目をむいた。

「藍香……よいのか」

「はい」

　こっくりとうなずくと、竜樹はそれを受け取り、首のうしろで黄金色の髪をまとめる。

「とても似合っています……よかった」

　藍香が微笑むと、竜樹は目を伏せて軽く息を吐いた。

「ああ……藍香よ」

　甘い声で名前を呼び、そして竜樹は藍香を抱き寄せると、首筋に舌を這わせ始める。そのまま敷布の上に押し倒され、大きな手に腰を掴まれて引き寄せられた。

　藍香は竜樹の変化を感じ取って、ビクッと目を丸くした。

「ん、あの……？」

　もうすでに長い時間をかけて愛し合い、終わったはずだ。

（なのになぜまた始まろうとしているの？）

　もちろん嫌というわけではないのだが、さすがにもうそろそろしっかり眠っておきたい。

　すると竜樹は顔を上げて、藍香を正面から見下ろし、熱っぽく目を潤ませながらささやく。

「愛おしさが募って、苦しいほどだ」

「竜樹様……」

「そしてこれは、贈り物のお返しの、これは準備だ」

「準備って？」

「藍香が孫やひ孫に囲まれるためのだな……」

「えっ……あっ……」

「愛している……藍香」

（せっかく感動したのに……！）

　藍香はあっという間に夜着をはぎ取られて、竜樹の嵐のような愛に包み込まれてしまっていた。




　竜樹は明け方近くまで藍香を愛した後、ぐったりと力尽きたように眠った藍香の体をふき、新しい夜着を着せて、そっと寝台を抜け出した。そして通りがかった女官に「今日は藍妃をゆっくり休ませるように」と告げ執務室へと向かう。たまった仕事をさっそく朝から片づけるつもりだった。

　うぶな妻を大事にしたいと思いながらも、今晩は文字通り朝まで藍香を愛してしまった。

（それにしても、恥ずかしがりながらも私を求める藍香の愛らしいことよ……）

　髪をまとめた組み紐に触れながら、竜樹は幸福感に包まれていた。

　ふと藍香の恥らう姿を思い出してまた頬がゆるんでしまう。

　早朝の明月宮にはまだ官吏たちの姿はないが、誰かに見られては示しがつかない。慌てて顔を引き締めた。

　いったいいつ寝ているのかと周囲からは心配されている竜樹だが、もともと睡眠時間が短くても平気だったのと、藍香と本当の夫婦になってから、気力体力ともに充実している。

（陰陽がどうのなどは、ただのおとぎ話と思っていたが、本当にあるのだな）

　とはいえ明月宮に仕える官吏たちは、竜樹が怒れば地面を揺らすということを体験として知っている。だが、竜樹自身は怒りに血がのぼっていると自分の身になにが起こっているかということは、まったくわかっていない。

　獅英に『竜樹様のお怒りで床がひび割れました』と言われても、そんなこともあるのだなと思うくらいだ。現実として、自分の力がそう重大なことだとは思っていない。ただ、先祖代々引き継いだ、変わった色の髪と同じ能力だと思っている。

　実際、癇癪を起こして床にひびが入る程度なら、それほど役に立ちはしない。

（蛮族を撃ち払えるくらいの力があれば、重宝するのだが）

　そう思う竜樹だが、現実はそうはいかない。

　そもそも自分で律することのできない力など、力ではないのだ。

　竜樹は官吏や地方の長官と綿密に連絡を取り、現実的な選択で平和を維持することを考えるしかない。

（国を守るのは皇帝の義務。だが今はそれだけではない。もしこれから先、藍香が子を産むことがあったら、私は百年後もこの平和を維持しなければいけないということだ）

　本来ならば、竜樹は皇帝になるはずではなかった。兄が早くに亡くなって、飛燕はまだ子供であったため、おはちが回ってきただけだ。だから竜樹はずっと国に対しては冷めており、最低限の義務だけこなしていればいいだろうと思っていた。

　けれど藍香とともに生きると決めてからは、竜樹もまたこの国の未来を真剣に思うようになっている。

（これはもう義務ではない……）

　そう思うと身が引き締まる思いだった。




　藍香が目を覚ますと、すでに昼を回っていた。昨晩は夜通し放してもらえず、気絶するように眠ってしまったせいだ。窓から見える太陽は最も高い場所を通り越している。

「ええっ、どうしよう！」

　藍香は跳ねるように飛び起きて、周囲を見回したが、当然竜樹の姿はない。慌てて自分の部屋に戻り、着替えてから竜樹の執務室へと急ぎ足で走っていた。

（もうっ、起こしてくれたらいいのにーっ！）

　竜樹が気を使って寝かせてくれたのだとわかっているが、だからといって寝坊するのは働いているほかの女官たちにも申し訳ないし、なにより恥ずかしい。

（もう少し竜樹様にも考えていただかないと……いっそ別々に寝るとか……）

　だが今晩そんなことを言いだしたら、また丸め込まれそうな気がした。

　執務室に竜樹がひとりだったら提案してみようと、竜樹が聞いたら激怒しそうなことを考えながら、長い大理石の廊下の角を曲がると、ドシン！と誰かにぶつかった。

　藍香は「きゃっ！」と悲鳴をあげながら、うしろ向きによろよろと転びそうになった。

「すまない！」

　両腕が掴まれて引き寄せられる。

「あっ、鄭昭様！」

　なんとぶつかったのは、商人の鄭昭だった。

「ああ、藍香ちゃんか。俺たちよくぶつかるね」

　鄭昭はアハハと笑いながら藍香をまっすぐに立たせてくれた。

「すみません、そそっかしくて……」

　藍香はペコペコと頭を下げた後、鄭昭を見上げる。

「先日は、子猫をありがとうございました。すっかり大きくなって、みんなにかわいがられています」

「ああ、それはよかった。拾った猫だけど、かわいらしいのでつい懐に入れてしまったんだ。かわいがられているのならなによりだね。ああ、俺も猫になりたいよ……」

　芝居がかった様子で肩をすくめる鄭昭に、藍香は問いかける。

「お仕事ですか？」

　ジンを譲ってもらったっきり会っていなかったので、かなり久しぶりだ。

「ああ。後宮の調度品を一新するというお話をいただいてね」

「へぇ～」

「なんでも噂によると、陛下にとうとう寵愛する姫さんができたらしいね」

「ふぅーん……へっ？」

「その姫さんのために後宮を新しくするらしい。太っ腹な陛下が金に糸目をつけないと言われるから、こっちも気合が入るよ」

（もしかして……いや、もしかしなくてもそれって私のこと……だよね？）

　藍香は戸惑うがもちろん鄭昭はそんなことを知らないので、ペラペラと話を続ける。

「それにしたって、いったいどんな姫さんなんだろうねぇ……あんな立派で、美男子の陛下が夢中になるなんて、絶世の美女に違いないって俺たち商人の間でも噂になっているんだけどね。ぜひご尊顔を拝してみたいものだけど……まぁ、皇帝の寵妃ってのは後宮の外に出たりしないから、それは難しいよねぇ」

　鄭昭はヘラッと笑って、それからウンウンと大きくうなずいた。

（ぜっ……絶世の美女っ……！）

　自分のことを言われているはずなのに、違和感が尋常ではない。

「ちなみに藍香ちゃんは会ったことがある？」

　さらりと聞かれて、藍香は困ってしまった。

「えっ!?　いや～……私も遠くから拝見したことしか……」

　さすがにここまで期待されると、余計自分だと名乗れるわけもない。しどろもどろになりながら、うつむいてしまった。

「そりゃそうだよね。寵妃が人前に出るはずがない」

　鄭昭はクスッと笑ってあごのあたりをなでながらうなずくと、「じゃあまたね、藍香ちゃん」と、スタスタと歩いていった。

「ふぅ……」

　藍香は鄭昭を見送った後、胸をなで下ろし執務室へと向かう。

（それにしても絶世の美女って……。まぁ、噂ってそんなものかもしれないけれど）

　絶対に自分が噂の妃だとは知られたくない。そう思う藍香だった。

　それから執務室の中を覗くと、竜樹が獅英含め、四、五人の官吏と地図を広げて話をしていた。地図を眺めている竜樹の顔はかなり厳しく、眉間にしわが寄っている。かなり重い空気だった。

（邪魔になりそう。帰ったほうがいいかな）

　すぐに身を引こうとした藍香だが、官吏のひとりが目ざとく藍香を発見し、微笑んで頭を下げる。その視線に気がついた竜樹がパッと笑顔になった。

「藍香」

「――では日々状況を確認しつつ、これで進めましょうか」

　獅英の言葉で、会議は解散となった。

「藍香」

　竜樹はソワソワしたように速足で近づいて、そのまま正面から藍香を抱きしめる。

「ひゃっ……！」

　背の高い竜樹に立ったまま抱きしめられると、藍香はいつもかかとが浮いてしまう。

「だっ、ダメですよっ……」

　ヨロヨロしながら胸をグーッと押し返すと、竜樹の眉が八の字になった。

「なぜだ」

「なぜって、皆さんがいるので！」

　部屋の中にはまだ獅英と官吏が残っているのだ。だが竜樹は怪訝そうに執務室の中を見回した。

「――いたらなんだ」

「ええっ……」

　藍香は目を丸くしたが、獅英含め官吏たちは「あはは……」と苦笑するばかりだ。

　皇帝である竜樹には羞恥心がない。生まれてこの方、人に笑われるという経験がなかったし、そもそも他人にどう思われようがどうでもいいのだろう。

（すごい……ある意味すごく心が強い！）

　思わず感心してしまったが藍香は普通の女の子だ。恥ずかしいものはどうしても恥ずかしい。

「私が嫌なんですっ……！」

　ジタバタと身をよじって、なんとか放してもらった。

「つまらぬ……」

　竜樹は悲しそうにため息をついたが、藍香はつまらないうんぬんで、こんな恥ずかしい目にあうわけにはいかない。それを見ないふりをした。

　それからみんなが出ていき、執務室には藍香と竜樹のふたりきりになった。女官に頼んで新しい湯を持ってきてもらい、藍香は丁寧にお茶をいれる。

　お茶を円卓の上に置くと、長椅子に座った竜樹はサッとお茶を飲み干して、両腕を広げた。

「さぁ、藍香」

「えっ」

「ここだ」

　それから膝を叩いて、戸惑う藍香を無理やり座らせてしまった。

　座ると同時に唇が奪われ、竜樹の舌が口の中に入ってくる。歯列をなぞり舌を絡めて、実に情熱的で、性急だ。竜樹の大きな手が裳の中にすべり込んで太ももをなでる。

（強引なんだから……！）

　けれどすっかり竜樹になじんでしまった体は、それだけで藍香の心とは裏腹に感じてしまうのだ。

「だ、ダメです、こんなところでっ……」

　一瞬の隙を突いて藍香は抵抗するが、竜樹は熱っぽくささやいて、あっという間に藍香を組み敷く。

「無理だ、藍香……たとえお前であっても、私がお前を愛することを止められはしない……」

（ええっ……ええーっ！）

　藍香は真っ青になったが、さすがにここでというのは無理だ。いつ誰が入ってくるか、わかったものではない。

「だから、竜樹様っ、嫌なんですってば！」

　大きな声で叫び、グーッと竜樹の肩を押し返した。

「む……」

　竜樹はギュッと眉根を寄せる。

「それほどに嫌なのか」

　しゅん、と気落ちしたような顔をされて、藍香の心がチクッと痛くなった。

（どうしよう……もしかして傷つけてしまった？）

　普段偉そうにしている竜樹に振り回されてばかりなので、落ち込まれるととても悪いことをしたような気がして、慌ててしまう。

　藍香は体を起こしつつ、竜樹を見上げた。

「あの、今ここではちょっとということであって、決して竜樹様が嫌だとかはなくて……」

「しかし先ほどの拒みっぷりは、そうは思えなかったが……嫌だ嫌だと……」

　竜樹は真顔になり、すねたようにふいっと顔をよそに向ける。

「いや……そういうわけでは」

　だんだん風向きが怪しくなってきた。そもそも藍香は寝室を別にしたいと言いに来たはずなのだ。だがこの状況ではとてもそんなことを言い出せそうにない。

「ではお前は、嫌ではないのだな？」

　じっと緑色の瞳で見つめられて、藍香の胸はキュッと締めつけられる。

（ああ、私はこの目に弱いんだ……）

　藍香は途端に勢いを失ってしまった。

「嫌ではないです……もちろん……」

「私を愛しているから」

「あ……はい……愛しています」

　恥ずかしいが藍香ががんばってそう口にした瞬間、竜樹がパーッと花が開くような笑顔になった。

「そうか、うむ……なら執務室ではやめておくか」

　竜樹は蕩けるような美しい笑顔のままそっと顔を近づけて、ついばむように口づける。

「私をお預けさせるくらいだからな。夜は遠慮はしないぞ」

「え……はい……」

　結局寝室を別にしてもらいたいと言うどころか、竜樹に遠慮しないとまで言わせてしまった。

（私の体力、持つかしら……）

　藍香はひそかにため息をついた。




　それから呉去の都では短い春が終わり、夏が始まった。

　だが桐翼の短い夏は、異常気象に見舞われた。朝から晩まで冷えていて、まるで夏も秋も飛ばして冬が来たような寒さなのである。さらに桐翼の一番の問題は、国境を荒らす蛮族のことだ。決定的な対処はできないまま、小競り合いがあちこちで続いているらしい。

　獅英将軍の遠征を求める声もあったが、三年前、国境を侵略しようとしたときならいざ知らず、相手は大軍ではない。数十人単位で風のように現れては去っていく彼らに、大軍を率いて戦う戦略は向かない。

　被害も砦を壊されたり、家畜を奪われるくらいで、それほど被害も大きくないことから、竜樹は保障を重視して、蛮族に関しては状況を見守ることを選んだようだ。




「この頃の騒ぎで、都も多少落ち着かないようだ。報告もいくつか上がってきているが、この目で確かめておきたい」

　竜樹のそのひと言で、藍香とふたりでまた人目を盗み、呉去の都へ行くことになった。竜樹はこの国の皇帝として都を見定めるつもりのようだ。

（こんなときだからこそ、民のことをまず一番に考えるんだ……）

　藍香は隣を歩く竜樹を誇らしい気持ちで見上げながら、周囲に目を配った。

　時はすでに昼を過ぎている。

　だが空気は相変わらず、竜樹と藍香は色違いの毛皮の襟巻きを肩にのせたが、まるで冬が来たかのような寒さに震えながらの巡回になった。そして市場はいつもの活気づいているにぎやかさとは違った意味で落ち着きがない。

「蛮族が出たんだって、まさか都にまで来るってことはないだろうけど、心配だねえ」

　いつも繁盛している魚屋の夫婦のところには、買い物をしながら不安を口にする民が集まっていた。

「きっと陛下がうまくおさめてくださるよ」

「だったらいいけど」

　と、不安を口にする買い物客もいる。

「なんだい、お前、皇帝陛下を信用できないってのかいっ！」

「そうは言ってないだろ！」

　さらに目くじらを立てるほかの客もいたりと、なかなかの騒ぎだった。

　竜樹はそんな様子を冷静に見つめ、また歩き始める。

（竜樹様……なにを考えているんだろう）

　藍香は竜樹の歩く後を追いかける。やがてふたりは、市場の端まで歩いてきていた。

「お～おぎーぃ、扇はいらんかねー」

「まんじゅうー、あつあつのまんじゅうだよ～！」

　物売りの声がずいぶん若い。見ればどれも子供だ。魚屋の夫婦のように長く商売をしていれば人通りが多いところで店を出せるが、市場でものを売るにもあれこれと元手がいる。その元手が十分にない者たちが自然とこのあたりに集まるようになったのだろう。

　だが意外にもゴザを敷いた上に塩漬けの魚を並べたり、手作りの紐飾りを売っていたり、商品を手に取り買っていく大人の姿もあり、商売になっているようだ。

「子供たち、たくましいですね」

「そうだな」

　竜樹はうなずきながら、周囲を見回し、とある一点を見据え動かなくなった。

（竜樹様？）

　藍香も彼の目線を追いかける。するとほかのにぎわいが嘘のように、さっぱり人が集まっていない一角が目に入った。

　ゴザの上には扇が五本ほど置いてある。その前には十代前半の少年と、五つか六つくらいの女の子の姿があった。

「扇売りですね……でも、あまり売れてないみたい」

　冬が来たような今日この頃に、扇が売れるはずがないのだが、ふたりは懸命に「扇はいかがですかー！」と声をあげている。

　衣を重ねて寒さ対策をしているようだが、妹らしい小さな女の子の手はしもやけで真っ赤だ。このところ、水も凍るように冷たいのだ。その子供たちの様子に藍香はふと切なくなった。

　せめて扇を買ってやろうかと、肩を覆う襟巻きの下の胸もとに入れている財布に手を伸ばし、数歩彼らに近づいて気がついた。

「あ……あの子……」

　兄妹の、兄の顔に見覚えがあった。

（十代前半の、賢そうな男の子……。私の筆を盗った子だ！）

　全身からすうっと血の気が引く。

「藍香？」

　竜樹が不思議そうに藍香の顔を見下ろし、それから藍香の目線を追う。そしてはっとしたように息をのんだ。

「あの子なのか」

「はい……間違いありません。とても利発そうな子だったので、よく覚えています」

　藍香は唇を噛みしめる。

　もちろん彼を罪に問うつもりはない。

　だがあの筆は竜樹からの贈りものだ。もし返してもらえるのなら、返してもらいたいと思ってしまう。けれど今自分があそこに行ってそれを尋ねることで、あの兄妹を追いつめてしまわないだろうか。

「でも、竜樹様……私……」

「よい。私が行く」

　そして竜樹は襟巻きをかき合わせながら、兄と妹のそばへと歩いていった。

「おっ、兄ちゃん、扇買ってくれるのか？」

　兄のほうがゴザの前に立つ竜樹を見上げる。

　冠から垂れ下がる絽の布越しでも、そのたたずまいから竜樹が貴族ということはわかっているはずだが、おそらく妹に不安な気持ちを抱かせないためだろう。少年は気勢を張るように大きな声を出した。

「ああ」

　竜樹は扇に手を伸ばすと、ひとつを手に取って、顔の前でひらひらと動かした。

「意外にちゃんとしているな」

「母ちゃんが器用だから竹を削って作ってるんだ」

　兄が自慢げに胸をそらすと、「無地の扇が売れるのか？」と、竜樹がやんわりと問いかける。

　図星だったのか、竜樹の問いに、兄は唇を尖らせた。

「だって絵のついた紙は高いんだよ」

　多色刷りの版画の技術はすでに確立されている。だがあくまでもそれは芸術であり、観賞用である。扇に白い紙の何十倍もする紙を貼って売ることはできない。

「そうだな」

　そして竜樹は、扇を持ったまま、もう一方の手で胸もとから携帯用の筆入れを出した。

「ちょっ、兄ちゃんなにするんだよっ！」

「問題があれば、すべて買い取ろう」

　竜樹はさらりとそう言うと、唇で筆の蓋を取り、さらさらと扇に文字を書き始めた。そして書き終えた扇をびっくりしている妹に持たせると、またひとつ、またひとつと扇に文字を書いていく。結局、そこにある五つの扇すべてに黒々とした墨で文字を書いた。白い味気なかった扇が生まれ変わった。

「おおーっ、兄ちゃん、めっちゃ字がうまいじゃねえか！」

　不安がってその様子を見ていた少年が、扇を覗き込んで驚いたように目を見開く。

「なんて書いてあるの？　にょろにょろしてるからよくわかんないよ」

　小さい妹がむくれたように兄を見上げた。

　すると竜樹が優しげに、少女に見えるように前かがみになり、扇の上を指さした。

「この扇で風を送ると、故郷を思い出す。山、風、空、星、土の匂いが懐かしい、とそれぞれ書いてある。これは五つでひとそろえになっている。百五十年ほど前のこの国で書聖と呼ばれた皇帝の手跡だ」

「ふうん……そうなんだ」

　妹はなんだかわからなさそうに、けれどわからないというのは自尊心が許さないのか、わけ知り顔でうなずいた。

「これなら売れそうだなー。一気に高級っぽくなった！」

「そしたら、おかあちゃんにお薬買ってあげられるね」

　兄妹の言葉に、竜樹は怪訝そうに目を細める。

「母がどうしたのだ」

「ちょっと悪い風邪引いちまって、ずっと寝込んでるんだ。皇帝陛下がつくってくれた無料の診療所があるんだけど、あそこもいつも満員だからな。待ってる間、疲れるって母ちゃん言うから、家で寝てるんだ」

「そうだったのか」

　竜樹はうなずいて、少しなにかを考えるように黙っていたが、兄と妹に顔を寄せた。

「天白堂という店を知っているか？」

「天白堂……知ってるよ。大店だもん。入ったことすらないけどさ」

「店主にこれを見せよ。必ず高く買ってくれる」

「えっ、本当に？」

「ああ。字を見れば、私が書いたとすぐにわかるだろう。さあ、行け」

「わかった！」

　兄と妹はなんとか五つの扇を手分けして持つと、そのまま天白堂に向かって走っていった。

「――竜樹様」

　もう近づいていいだろうと、藍香は彼のもとに駆け寄る。竜樹は振り返って、少し悲しげに笑った。

「藍香。すまん。最初は筆を返してほしいと言うつもりだったのだが……言えなかった」

　そのまなざしは悲しみに満ちていて、藍香の胸は締めつけられたように苦しくなる。

「そんな……いいです、もう。本当に、いいんです」

　藍香にも筆を返してほしいという気持ちは消えてなくなっていた。

「この国は裕福で、食うには困らん。だがあのふたりのような子供たちもいる。私はこの都ですら個々の民の苦しみをすべて見通すことはできない。それが国全体となれば、もっと多くのことを見落としているのだろうな」

　皇帝という目線は本来誰よりも高いところにある。そして高い場所にいるから、広く遠くまで見渡せるのだ。個々の利益よりも、国の全体の利益を優先するべきで、本当はそれでよいはずなのだ。

　病気の母親がいる子供たちは、きっとあの子たちだけではないだろう。救済措置として配給や無料の診療所があったとしても、どこかに落とし穴があり、手が回らない事案はたくさんあるのだ。

（竜樹様は、まるで自分のことのように苦しんでいる……。己が無力だと感じながら、それでも逃げられない立場だから、その場に必死で立っているんだ）

　藍香はとっさに、竜樹の衣の袖を掴んでいた。

「私はっ……私は、竜樹様にあきらめてほしくないです」

「藍香？」

「私なんか、もとはただの村娘だし、そんなに役には立たないですけど、陛下のおそばには獅英様含め、立場は違ってもこの国のためにとがんばっている方がたくさんいます。だから、いつかきっと、理想とする国が築けるはずです。だからあきらめないでください。一度にすべてが変わらなくても、来年でも、十年後でも、百年後でも、今竜樹がしていることは、この国の未来がきっとよくなる、大きな花が咲く前の、種まきなんです、あなたにならきっとできます、私、信じてますからっ……」

　藍香は大きな琥珀色の瞳に涙をためながら、竜樹を見上げた。

　竜樹の澄んだ目にひそむ微かな影が、その瞬間、ふっと消えた。

「私の周りでこの国の百年後のことを言うのは、獅英くらいだと思っていたが。お前は愛らしいだけでなく、賢い。本当に不思議な娘だ」

　そして竜樹の手が、袖を掴んだ藍香の手をそっと包み込んだ。

「私に勇気をくれるお前が、素晴らしい存在だと思い知る」

　その手のあたたかさに、そして自分を見つめる竜樹の目の優しさに、藍香の胸は高鳴り始める。

「そんな、私は、ただ……本当にそう思うんです」

　そんな藍香を見て、竜樹は少しまぶしそうに目を細めた後、顔を耳もとに近づけてささやいた。

「――藍香、お前を今すぐ抱きしめたいが、さすがにここでは無理だな。また嫌だと怒られてはかなわぬ」

「なっ……」

　熱っぽい誘惑の言葉に、結局藍香は耳まで真っ赤になってしまった。

「帰るか」

「はいっ」

　うなずくと、竜樹が袖の中でこっそりと藍香の手を取り、歩き始める。

（百年後……かぁ）

　藍香にとって、百年後の未来などしょせん他人事だった。

　さっきのことは、とっさに口にした思いではあるけれど、藍香はその未来をなぜか容易に想像できる気がするし、信じることができるのだ。

　今自分の手を握っているこの皇帝陛下が、桐翼をもっとずっとよい国にする人だと――。










皇太子失踪




　城に戻った後、竜樹は無料診療所のあり方を、官吏と相談したらしい。都にいる医師を集め会合を開き、診療所が混むのは、薬までそこで調合して渡すせいであること、診療所で薬の指示書を出し、薬局でその薬を配合し渡すようにすれば、多少混雑が緩和されるという話になり、急いでその準備を始めていた。

　そんな迅速な行動力を素晴らしいなと思いながらも、藍香は執務の間に、竜樹の仮眠のための時間をつくることにした。

　いくらなんでも眠らなさすぎるし、倒れてしまっては元も子もない。竜樹は渋ったが、膝枕なら休んでもいいと、結局藍香の言葉を受け入れた。




　ある日の昼下がり、藍香の部屋で竜樹が後頭部を藍香のおなかにくっつけて、目を閉じていた。眠ってはいない。手は藍香の膝をなでている。まるでジンをなでるような手つきだが、竜樹いわくこうすると安心するらしい。

「先日はありがとうございました。今日、おじいちゃんから手紙が届きました。無事、筆や墨が届いたんですって」

　十日ほど前、藍香の希望で韓明を明月宮に招いていた。本当は藍香のほうが村に行きたかったのだが、お忍びといっても騒動になると周囲に言われ、仕方なく韓明に来てもらうことになった。

　数日泊まってもらって、久しぶりに祖父と孫でゆっくりと過ごし、それから竜樹も交えて話をしたのだが、韓明は都に邸宅を与えると言われてもそれを固辞し、村に帰っていった。体調も戻った今は、やはり村の子供たちのことが気になるらしい。

　そしてそのときに、竜樹になにか欲しいものはないかと聞かれて、韓明は子供たちのための筆と墨が欲しいと言い、竜樹はそれを受け入れたのだ。

「やっぱり、おじいちゃんは子供たちに勉強を教えることが大好きみたいです。本当は私のそばにいてほしいなんて思ったけど、それは違うってわかりました。ありがとうございました」

　結婚して遠いところに住んでしまえば、二度と身内に会えないこともざらにある世の中だ。そんな中、韓明が生き生きと自分のなすべきことをし、そのために竜樹があれこれと心を配ってくれるほうがずっと幸せなことなのだろう。

「そんなことお安い御用だがな……なんなら定期的に送るようにしよう」

　そして竜樹は息を吐くと、むっくりと起き上がって軽く藍香の頬に口づけた。

「もうお仕事に戻られるのですか？」

「ああ。ここ最近の冷夏で作物の出来に影響が出てきている。各地の長官に被害状況を調査するよう命令を出した。いざというときのために、国庫に納められた物資を分配する用意もしておかねばならん。仕事に戻る」

　そして竜樹はそのまま藍香の頭をなでると、部屋を出ていった。

　その背中は藍香の膝で甘えていた竜樹ではなく、たくさんの命を背負った皇帝の背中である。

（私にできることは少ないけれど……せめて私は竜樹様が心を安らげる場所をつくろう）

　そう決意して椅子から立ち上がったところで、「藍香ーっ！」と叫びながら飛燕がいきなり扉から飛び込んできて、藍香に抱きついた。

「どうしたの、飛燕」

　藍香は笑いながら飛燕を受け止め、そして頭をなでる。

　すると飛燕は最近見てなかった悪だくみ顔で、ひひひ、と笑いながら藍香を見上げた。

「実はね、ちょっといい話を聞いたんだ」

「ちょっといい話？」

「うん。羽衣伝説以上の伝説だよ」

「なぁに、それ」

「ふふん～それはまだ内緒だよ。でも竜樹も藍香も、後宮の妃たちも、そしてなにより俺も、すっごくうれしいことだからね」

　そして飛燕は藍香から体を離すと、部屋の中をきょろきょろと見回す。

「ジンは？」

「さっきまでいたんだけど、竜樹様が来たら出ていってしまったみたい。それがどうかした？」

「うん、ひげが欲しかったんだけどね、まぁ、いっか！」

（猫のひげ？）

　飛燕がなにを言っているのかさっぱりわからなかったが、結局飛燕は「とにかく楽しみにしといてよ！　時間がないから、俺もう行くね！」と謎の言葉を吐いて、バタバタと急いで出ていってしまった。

「ジンのひげ……？　いったいなにを言っているんだろう……」

　不思議に思いながらも、部屋を飛び出していった飛燕を見送る。

（竜樹様、私、後宮の妃たち、それに飛燕もうれしいことってなんだろう？）

　あれこれと考えながら、ぼんやりと入口の扉にもたれていると、そこにひとりの女官が通りがかった。

「藍妃。そんなところでどうなさったのですか？」

「あ、いえ……さっき飛燕が来て不思議なことを言ったので気になって」

　藍香は彼女に今あったことを簡単に説明した。

　別に答えが返ってくるとは思わなかったのだが、するとそれまでニコニコとしていた女官の顔色がサッと変わった。

「大変ですわ、藍妃」

「え？」

「飛燕様がワクワクなさっているときは、十中八九、明月宮を抜け出そうとか、なにかとんでもないことを考えるときです」

「えっ！」

　女官の言葉に、藍香は目を丸くした。

　そう言われてみれば、藍香と飛燕が出会ったのも、「天女様をつかまえて英雄皇帝になる！」という動機で明月宮を抜け出したことがきっかけだった。

　ここ最近、たまたまおとなしくなっていた飛燕だが、いつ衝動に駆られて明月宮を飛び出してもおかしくない。

　となると、飛燕はどこにいるのだろう。

「大変っ……」

　藍香は慌てて飛燕の部屋へと向かう。

　だが飛燕の部屋はもぬけの殻だった。文机を見ると、飲みかけのお茶がのっている。茶碗に触れるとまだ熱い。一度戻ってきてお茶を持ってこさせたのは、もしかしたら自分はここにいるという女官への証拠づくりのためなのかもしれない。

「どうしましょう！」

　後からやって来た女官がオロオロし始める。

「まだそれほど時間は経っていません。それに私、飛燕に抜け道を教えてもらっています。そこに行ってみます！」

　藍香は飛燕の部屋を出て大理石の長い廊下を走る。そして庭へと飛び出し、そのまま池の上の橋を渡って、壁のそばに立っている木に飛びついた。壁の向こうまで枝を伸ばしているこの木に登るのは久しぶりだったが、藍香は村に住んでいるときから木登り名人なので、するすると器用に登っていく。

　枝の上から周囲を見回すと、明月宮の隅に、まるで物陰に隠れるようにして、立派な馬車が止まっていた。

　馬車自体はもちろん珍しくもなんともない。明月宮には日々たくさんの食材や、酒、そのほか、仕事で使うような筆、紙のたぐいなど、大量の荷物が運び込まれている。

　だがその馬車が藍香の目を引いたのは、馬車のそばに鄭昭が立っていたからだ。

　部下なのだろうか、似たような装束を身に着けた、屈強な男ふたりを前に堂々とした様子で話している。鄭昭は商人で、明月宮にも何度も出入りしているのだから、おかしくはないだろう。

　けれど馬車のたたずまいに、どこか違和感がある。

（疑うのは申し訳ないけれど……今は非常事態だわ）

　一瞬迷ったが、次の瞬間、藍香は木から飛び下りて、ひらりと壁を乗り越え馬車に向かって走っていた。

「鄭昭さん！」

　その声に、鄭昭がハッとしたように振り返る。そして駆け寄ってくる藍香の姿を見て目を丸くしたが、いつものように明るい笑顔で微笑んだ。

「藍香ちゃんじゃないか。いったいどこから来たんだい？」

　たしかに鄭昭の言う通り、唯一の出入口のそばに馬車が止まっているのだ。藍香がいきなり姿を現して、少し驚いたようだった。

「あの、ちょっとおうかがいしたいことがあって」

　藍香ははぁはぁと呼吸をしながら、鄭昭の前に立ち、指をさした。

「その馬車の中身、なんですか？」

「中身？　ここの馬のための干し草の残りだよ。たった今、納品を終えたところなんだ」

「干し草……」

「それがどうかした？」

　にこやかな鄭昭だが、やはりおかしい。彼は嘘をついている。

　藍香は首を振って、鄭昭の着物の裾を掴んで、体を近づけささやいた。

「それ、嘘ですよね」

　その瞬間、鄭昭の背後に立っていた男ふたりが怪訝そうな表情になる。

　あきらかにいかつい男たちなので一瞬気おくれしたが、藍香は緊張しながら、鄭昭を見上げた。

「馬車……四頭立てだわ。干し草を運ぶだけなら、二頭立てで十分でしょう？」

　そう、馬車には馬が四頭もつながれていたのだ。

「だからほかにも運ぶものがあるのか、それともうんと速く走らなければならない理由があるんじゃないかって……思って」

「ああ……なるほど」

　鄭昭は感心したようにうなずき、それから一歩、後ずさる。そして掴まれていないほうの手で、優雅に馬車に手のひらを向けた。

「よかったら中を見てみたら？」

「えっ、いいんですか？」

　理由も説明せず、結構失礼なことを言った自覚があったのだが、鄭昭は気にしていないようだ。

「すみません、じゃあ……ちょっと失礼します」

　藍香はペコッと頭を下げつつ、馬車のうしろに回り込み幌ほろの布を持ち上げ真っ暗な中を覗き込む。すると次の瞬間、藍香の体は、うしろから突き飛ばされていた。まさかそんなことをされるとは思っていない藍香の体は、簡単に干し草の上に倒されてしまった。

（えっ!?）

　突然のことに声を出す暇もなかった。そしてすぐに幌が下りて辺りが真っ暗になる。

「出せ！」

　どうやら荷台に一緒に乗り込んだらしい、鄭昭が鋭く叫び、ガタガタと音がし始める。馬車が動きだしたのだ。

　ハッとして体を起こしながら振り返ると同時に、背後から鄭昭が藍香の口にさるぐつわをかませる。

「んーーーっ！」

　突然の身の危機に藍香は必死にあらがおうとするが、腕はあっという間に背中に回され、きつくひとつに縛り上げられる。それでも抵抗をあきらめなかった藍香は、唯一自由になる足をばたつかせたが、結局足首も縛られて、完全に自由を奪われてしまった。

　そしてすっぽりと頭から麻袋をかぶせられる。必死に体を動かしても、干し草に埋もれるばかりだ。

（嘘っ……いったいこれはどういうことなの!?）

　彼らの目的は自分ではないはず。だが藍香がなにかを感じ取ったせいで、鄭昭は藍香を連れ去ることを選んだのだ。

　鄭昭はただの商人ではなかった。なにか目的があって明月宮に出入りするようになり、それを達成するために時間をかけていた。

（嫌な予感がする……！）

　飛燕の姿が見えなくなったこと、そして今回のこと。無関係だろうか。とてもそうは思えない。

　藍香は吐き気を覚えながら、うーうーと声をあげようとしたが、さるぐつわをかまされている上に麻袋の中だ。すぐに息苦しくなって、声をあげられなくなった。しかも干し草がすべての衝撃を吸収してしまう。暴れたところで、馬車の外にはとても伝わりそうにない。

　そして走り出した馬車はすぐに明月宮を出てしまった。石畳から変わって土の上を走る音がする。四頭立てなのだから当然だが、馬の走る速度はかなり速かった。

　藍香はガタガタと揺れる馬車の中で必死に考える。

（私、もしかして誘拐されてる……？　ううん、もしかしてじゃない、たまたまだけれど、誘拐されてる……！　どうしよう……！　竜樹、竜樹様、助けて！）

　藍香は絶望的な気分になりながら、それでも声にならない声で、竜樹の名前を叫んでいた。




　とっぷりと日が暮れた頃、明月宮の王座の間は大騒ぎになっていた。竜樹の前に大勢の官吏たちが集められている。

　飛燕の姿がなく、そして藍香もいない。藍香と一緒に飛燕を探していた女官が獅英に助けを求めて明月宮の中をくまなく探したが、見つからなかった。

「どうしましょう……藍妃は飛燕様に抜け道を聞いていると言っておられました。もしかしたらおひとりで追いかけたのかもしれません……！」

　悲痛な叫びをあげたのは、藍香を見失ってしまった女官だ。床に手をつき、うなだれている。

「ひとりで……まさか……」

　獅英は唇を噛みながら、玉座に座ったまま黙り込んでいる竜樹を振り返った。

「陛下……」

「うむ……」

　竜樹は頬杖をついたままうめき声をあげた。

　過去何度も、飛燕は明月宮を抜け出している。だが日が暮れるまで帰ってこなかったことは一度もない。それに今回は藍香の姿もないのだ。少々無鉄砲なところがある藍香だが、真面目で責任感もある。元気であれば、連絡ひとつよこさないというのは考えづらいことで、今この時点で連絡がないということは、したくてもできない状況なのではないかと、最悪な事態も予想できる。

「たしかに藍香なら、ひとりで追いかけるくらいのことはするだろう。だがどうやって？　厩舎にはすべての馬が揃っていた。すべて確認させた。では飛燕と藍香はどうやって明月宮から出ていった？」

　竜樹は凍えるような冷たい、怜れい悧りな瞳で深く思考を巡らせていた。

　彼の目の前には竜樹の側近にあたる三十人ほどの官吏が控えていた。全員事務処理能力が高く頭の切れるものばかりだ。

「藍香と飛燕のふたりを外に連れ出した何者かが……明月宮に出入りしていたのだ」

　竜樹は怒りで体を震わせながら、きつく唇を噛みしめる。

「すべての門の台帳を調べよ。まず馬車や台車を使ったものをまず重点的に洗え！　たとえそれがどんな貴族であっても、現在の所在を確かめよ！」

　竜樹の命令に、黙って話を聞いていた官吏たちが「はっ！」と声をあげ、玉座の間を飛び出していく。

　怒りが熱を持って体の奥底から湧き上がってくる。だが竜樹はその怒りを理性で必死に抑えていた。以前のように記憶が飛ぶほどの怒りに身を任せていては、ふたりを救えない。

　そう自分を律して、ひたすら耐えていたのだ。

　飛燕と藍香は竜樹の大事な宝だった。

　本来皇帝になるはずではなかった自分は、あくまでも飛燕が成人するまでのつなぎだと思って生きてきた。だが飛燕は純粋に竜樹を慕い、尊敬を隠さなかった。

　そして藍香はそんな自分の前に飛燕が突然連れてきた少女で、愛する喜びを教えてくれた。藍香を愛したことで、竜樹はようやく人として、未来を考え、幸せに生きられる気がしたのだ。

　そんな大事なふたりになにかが起こっている――。

　竜樹は胸騒ぎの中、じっと耐えて思考を巡らせる。

「後宮の女たちに聞き取りをせよ。最近飛燕がなんに興味を持っていたのか。あやつは正直者で、隠しごとができない。きっと誰かに話しているはずだ」

　するとしばらくして、真っ青な顔をした女性が女官に支えられて、やって来た。

「陛下……」

「景妃か。お前、なにか心あたりがあるのか」

「はい、陛下。飛燕様が興味を持っていたことに、心あたりがございます」

　景妃は一番前に進み出て、竜樹を見上げた。

「最近飛燕様は、兄弟が欲しいとおっしゃられていました」

「――兄弟？」

「はい。正確には兄弟ではないのでしょうが、陛下と藍妃の間に御子様が生まれたら、それは自分の兄弟のようなものだとおっしゃられておりまして……」

　景妃は胸もとをしっかりと掴みながら、唇を震わせる。

「いったいどうしたら子供ができるのだとあちこちに聞かれていて……わたくしも聞かれましたが、飛燕様にご満足いただけるお返事ができませんでした」

　そしてふうっとため息をつく。

「藍妃は、飛燕様から猫のひげがどうのとか、楽しみにしてほしいとか、不思議なことを言われたそうですね。意味はわかりませんが、きっと飛燕様は誰かから、なにか入れ知恵をされたのではないでしょうか。そして明月宮を抜け出した……」

　その瞬間、竜樹の目がはっきりと見開かれる。

「そういえば景翠にはそんなまじないがあると、なにかの本で読んだことがあるな……猫のひげを集めて満月の映る水たまりに浮かべると、願いが叶うとかなんとか……」

　それはバラバラだったなにかが、竜樹の頭の中で一本の線としてつながった瞬間だった。




　藍香はどことも知れない山奥の小屋の中にいた。

　馬車から袋ごと担がれてここに運ばれ、袋をはずしてもらえたと思った矢先に、床に転がされていた。部屋にはろうそくの明かりがあるだけで、窓もない。

　藍香はギリギリとさるぐつわを噛みしめながら、それでも五感を研ぎ澄ませ、逃げることをあきらめなかった。

（古いけど、かびくさくはない……床にもゴミが散らばっていない。きっと彼らが普段から使っている山小屋だ）

　ここに来るまでの間、馬は一度も替えなかった。麻袋をかぶらされていたが、そのくらいはわかった。ということは、都からそう遠くない、どこかの山の中のはずだ。

（いったいここはどこなんだろう……）

　しばらくして、右手のほうから扉が開く音がして、ひとり、誰かが入ってくる気配があった。

「――藍香ちゃん」

　その声は鄭昭だった。

　藍香は縛られたまま、必死で声のしたほうに顔を向けた。

「さるぐつわをはずしてあげるよ……ああ、本当だから。だからもうそんな目で俺を睨むのはやめてくれるかな。叫んだところで誰にも聞こえないし」

　鄭昭は困ったように笑って、そして藍香の乱れた黒髪を愛おしげに指で梳いた後、背後に回ってさるぐつわをはずした。

　藍香がここに運ばれて時間がどれくらい経ったかわからないが、藍香の怒りは一瞬たりとも落ち着くことはなく、むしろどんどん加速していた。

「最低っ……！」

　藍香は、静かにしろと言われたことも忘れて、叫びながら鄭昭を見上げた。

「飛燕はどこにいるの！」

「皇太子様はね、ここじゃない、別の場所にお連れしているよ。大丈夫。薬を飲ませてぐっすりとお休みいただいている。馬車に乗っていただく前に、強くなる薬だとお渡ししたら、すぐに飲んだよ。かわいらしい方だ」

「ひどいっ！」

　藍香は叫んだが、鄭昭はとくに気にかけていないようだった。

「飛燕様は俺たちにとっても大事な人質だからね。傷ひとつつけるつもりはない。おとなしく眠っていただくほうが助かる」

「……人質？」

　いったい彼はなにを言っているのだろう。藍香は戸惑うが、鄭昭は言葉を続ける。

「本当は噂の寵妃が欲しかったんだけど、さすがに後宮の警備は厳しくて、とても無理そうだったから、向こうから近づいてきた皇太子に予定を変更したんだ。まぁ、とにかく俺たちにはもう時間がないから、少々手荒な真似をしたことは許してほしい」

　そういう鄭昭は、いつもの商人らしい衣装を脱いで、赤銅色の髪を高く結い上げ、鮮やかな布を髪に巻きつけていた。そして真っ白の長衣を身にまとっているが、袖口から腕に入った鮮やかな刺青が見えた。

　刺青を入れる習慣は、桐翼にはない。そして翠景でも、聞いたことがない。

「……それが本当の姿？」

　藍香は低い声で問いかける。

「相変わらず目ざといな。そうだよ、俺の本当の名前は風かぜ早はや。君たちが蛮族とさげすむオオトリ族の族長だ。初めまして」

　そして鄭昭――いや風早は、鮮やかに、腕の刺青を見せつけるように優雅に膝を折って一礼した。

　まるで貴公子のような振る舞いだが、華やかな容姿と相まってよく似合っている。

　人懐っこい商人の姿をしているときよりもずっと、さまになっていた。

「オオトリ族って……あの、えっ!?」

　その一瞬、怒りが吹っ飛んでしまった。

　春先からずっと竜樹が頭を悩ませていた蛮族と呼ばれていた一団の族長が、この男だというのだろうか。

「驚いた？　俺はね、半分翠景の血が入っているから、少しばかり毛色が違うんだ。それでも実力で族長の座を勝ち取った。一族に選ばれた族長だ」

　風早は藍香の前に椅子を運び、背もたれの部分に腕をつくようにして椅子にまたがった。

　どうやら腰を据えて藍香と話をする気なのか。それともただの暇つぶしなのか。わからない。だが話してみなければわからないことはたくさんあるはずだ。

　藍香も息を吐き、そして顔を上げた。

（少し冷静になろう……）

「――腕が痛いの……肩がはずれそう。せめて体の前で縛って」

　うしろ手にきつく縛られていたせいで、床に転がされている体勢ですらきつい。

　藍香がそう言うと、風早は椅子から立ち上がって、背後に回って鮮やかに縄をほどき、そして結びなおした。

　もしかして一瞬の隙をついて逃げられないかと思ったが、まったくそんな余地はなかった。

（そりゃそうよね……族長に選ばれるくらいだもん……）

　だがとりあえず手足を体の前にしてもらい、かなり楽になった。藍香はふうっと息を吐いて、自分の前に立っている風早を見上げた。

「……時間がないって言ったわね。いったいなにが目的なの？」

　藍香が問いかけると、風早は目を細める。

「それを聞いてどうするんだ」

「なにか取引をするつもりなんでしょう？　たまたま見られたからとはいえ、途中で私をどうこうしようと思えば、とっくにしていたはずよ。なのに連れてきたってことは、私も取引の材料にするってことでしょう。だったら私にだって知る権利はあるわ」

　すると風早はおもしろそうにくすくすと笑ってひざまずくと、手を伸ばし、藍香のあご先を指で掴んだ。

「ああ。そうだ。君はどうやら皇帝陛下のお気に入りの侍女らしいから、多少は交渉の材料になると思ったんだ。皇太子とは別の保険だね。なにしろ竜樹陛下は冷徹だと評判の男だったから……。ただ、明月宮に出入りするようになって実際目にすると、噂とは少々違うように感じたのが誤算といえば誤算だったかもしれない」

　そして風早は落ち着かないように視線をさまよわせる。

「三年前、前の族長……亡き父は、安寧を求めて桐翼の国境に攻め入った。無謀を承知の勝負だった」

「安寧……？」

「ああ。俺たちの部族は数百年前からずっと遊牧民として暮らしてきた。羊を飼い、馬に乗り、定住する地を持たないまま、国家を持たず、ゆるやかに生きてきた。だが俺たちは厳しい冬に負けるようにもなっていた。子供は育たず、はやり病に勝てなくなり、気がつけば一族の子供の数は十年前の半分まで減っていた。今は年寄りが半分以上の、二百人の大所帯だ。ただこの調子だと、あと十年もしないうちにさらに今の半分になり、俺たちオオトリ族は消えてなくなることになる。つまり今、破滅は目の前にきている」

「だから……定住しようとしたってこと？」

「そうだ。三年前、父はそれを決意した。賛成するものを率いて弓を持ち、居場所をつくろうとした。結果は知っていると思うが……」

　自嘲するような微笑みはどこか悲しげでもあった。

「そして今年、俺が族長に選ばれた。俺の選んだ道も、定住だ」

「――飛燕と引き換えに、土地が欲しいってことなの？」

「ああ、そうだ」

「そんなことができると思ってるの？」

「難しいことはわかってる。だがやらねば俺たちは先細りだ。なにも都のど真ん中に住まわせてほしいと言っているわけではない。どこでもいい、清涼な水と土地さえあれば、俺たちはどこでだって生きていけるからな」

　藍香は息をのんだ。

「ねぇ……どうしてそれを普通に皇帝陛下に頼まないの？」

「普通？」

　風早が目を大きく見開いた。藍香がなぜそんなことを言いだしたのがわからず、驚いた様子だった。

「ええ、そうよ。どうして飛燕をさらうの。そんなことをして、まともに話を聞いてもらえると思ったの？」

「むしろ三年前のことがあったら、まともに話を聞いてもらえるはずがないということはわかるだろう」

「でもそれはお父さんの時代の話でしょう？　族長は風早に変わったんだから……ちゃんと交渉するべきだと思う」

「そんなこと、受け入れられるはずがない」

　椅子を立ち上がると同時に、扉が開く音がした。

「風早、時間だ」

　暗闇から声がする。

「ああ。わかった」

　風早は椅子から立ち上がって藍香に背中を向ける。藍香は焦ってその背中に叫んでいた。

「待って！　竜樹様はいつだって民のことを考えているわ、きっとあなたたちの話を聞いてくれるはずよ！」

「俺たちはこの国の民ではない」

「違う、風早っ！　待って！」

　藍香は叫んだが、風早は立ち止まらなかった。呼びに来た男と足早に部屋を出ていってしまった。




　藍香はひとり暗い部屋の中に取り残されたまま、考えていた。

（風早たちは、時代の変化に合わせて、生き方を変えることを選んだ。ただ平和にどこかで暮らしたいだけ……）

　けれど同時に、自分たちの願いは力でもって奪い取らなければならないと信じている。

　この国の皇帝である竜樹が、それを許すだろうか。とてもそうは思えない。

　力で交渉すればかならずどこかにひずみが生まれる。誇り高い竜樹は当然として、そんなことを周囲の人間が認めるのだろうか。きっと反発が生まれるだろう。そしてその反発は今回のことよりもずっと大きな力で、風早たちに跳ね返っていく気がする。

　風早に同情しているわけではないが、放ってはおけない。

　藍香は悶々と悩んでいた。

（竜樹様……）

　そして、こんな状況にいる自分を助けてほしいと思う気持ちと、自分のことなんか見捨ててほしいと思う気持ちが、交互にやって来る。

　もちろん藍香だって命は惜しい。絶対に死にたくない。けれど自分を人質に取られて、竜樹が自分の心を折らなければいけないとしたら、それはもっと怖い。

『人はただ生きてさえいればいいというものではない』

　韓明はよく藍香にそう言って聞かせた。

　若い頃の韓明の夢は子供たちのために、誰でも学べる学校をつくることだったらしい。だから都で皇帝の寵妃の祖父として贅沢に暮らすよりも、村で子供たちに勉強を教えることのほうがずっと楽しいのだと、とても幸福なことなのだと、笑っていた。

（竜樹様だって……そんな夢を持っているはずだわ）

　この国を守りたいという言葉は本当で、そしてもっと広い視野でものを見ていることも、多くは語らずとも、そばにいればわかる。

「ふう……」

　藍香はゆっくり息を吐いて、それからろうそくだけがともる部屋で目を凝らした。

「――逃げよう」

　はっきりと声に出すと、心が決まった。

「ここにいたって仕方ないわ。どっちにしたって人質のままでは不利なことには変わりないし」

　藍香は気合を入れて体を動かしながら壁際へと向かう。そして体を壁に押しつけながら支え、なんとか立ち上がった。ぴょんぴょんと跳ねながら出入口の戸の前まで行き、耳を押しつける。

　耳を凝らしたが人の気配はしない。

　試しに、「助けて！　ここから出して！」と叫んだが、人が動く気配すらなかった。

　結局藍香は交渉の道具だとしても、ただの侍女だと思われているのだ。閉じ込めてさえおけば大丈夫だと、甘く見られているのである。

（逃げ出すなら今しかないわ）

　だがこの状況では戸が開けられたとしても逃げられない。

「まず縄をなんとかしないと……」

　藍香はその場に座り込んで、膝と足首を拘束している縄に指を引っかける。

　だがかなり固く縛られていて、手首を縛られた状態ではとてもほどけそうにない。仕方なくまた立ち上がって、藍香はぴょんぴょんと跳ねながら、部屋の真ん中にある机へと向かう。なんとか机の上に全身をのせると、それから慎重に上半身を起こした。

　机の上にはろうそくの炎がゆらゆらと燃えている。

「はぁ……やるしかないよね」

　藍香はため息をつきつつ、ろうそくの上に手首をかざした。

　縄を炎で焼ききるつもりだった。下手をすれば縄が燃えて大やけどをすることになるが、ほかになにも思いつかなかった。

「つっ……！」

　縄は少し湿っていて、一気に燃え上がることはなかったが、そのぶん時間がかかった。しかもじわじわと熱くなるので、ヒリヒリした痛みが広範囲に広がって、涙がこぼれた。

「うう……痛い……ヤケドした……」

　藍香は泣きべそをかきながらもなんとか手首の縄をはずし、それから膝と足首の拘束をほどいて机の上から下りる。手足や首を回したが、どこも痛めてはいないようだった。

　藍香はそっと足音を立てないように引き戸に手をかけた。ゆっくりと動かすと、手首くらいの隙間ができたが、当然外から戸が開かないようにつっかえ棒で押さえられているようだ。それ以上は戸が開かなかった。

　だがつっかえ棒など手足が自由に動く今、たいした手間ではない。

「よーし……」

　藍香は戸から少し離れると、美しい裳を持ち上げて、すらりと長い脚を振り上げた。




　竜樹は鄭昭が常宿にしていた朝陽邸に兵士とともに向かったが、当然そこはもぬけの殻だった。

「おのれ鄭昭……！」

　わかりきっていたことだが、竜樹の怒りが一瞬燃えたぎる。その瞬間、朝陽邸がドスンと揺れたのは、その場にいた兵士や宿屋の従業員も感じ取ったが、誰もが竜樹の怒りに恐れて平伏するばかりだった。

「陛下！」

　唯一獅英が声をあげたが、竜樹は深くうなずいて感情を抑える。地面の揺れはすぐにおさまった。

「――計画的な犯行なのだから、当然いるはずもないな」

　竜樹はそう言って息を吐く。

　鄭昭は明月宮に出入りする商人として信頼を得るため、それなりに時間をかけた。用意周到に準備をし、藍香や、好奇心旺盛な飛燕に近づいた。

　そして今日が、まさに決行の日だったのだ。

（聡明な藍香のことだ。異変に気づいて鄭昭に近づいてしまったのだろう……）

　そのことを考えると、なぜ自分はもっと早く鄭昭のたくらみに気がつかなかったのか、自分で自分の首を締め上げたくなるくらい、腹が立って仕方がない。

　そこに明月宮から使いが来た。どうやら行き違いになったようだが、鄭昭からの文らしい。竜樹は文を広げて書いてある文字を緑の目で眺め、そのままぐしゃりと握りしめ、床に投げ捨てた。

「やはり藍香と飛燕はあの者の手の中だ」

「身代金を要求しているのですか？」

　獅英が手紙を拾って中身を読む。

「――安寧の地？」

　怪訝そうに眉根を寄せる獅英に、竜樹は叫んだ。

「そうだ、皇太子と罪なき侍女を助けたければ我らに安寧の地をよこせという！　盗人猛々しいとはこのことよ！」

　一度は抑えた怒りが、また沸々と込み上げてきた。竜樹が発するびりびりとした目に見えない波のようななにかが、その場にいた全員の肌を粟立たせる。三年前よりもずっと激しい怒りが竜樹を包んでいた。

「鄭昭！　あやつは私自ら細切れにしてくれる！　楽に死ねると思うなよ！」

　竜樹は叫び、そのまま部屋を飛び出していた。

「へっ、陛下！」

「竜樹様！」

　兵士たちがフラフラしながら後を追いかけるが、馬にひらりと飛び乗ってあっという間に消えていく竜樹にはとても追いつけるはずがない。

　唯一動けるのは獅英だけだ。獅英は持っていた手紙を兵士に手渡した後、「俺が後を追いかける！　ついてこれるものだけ来い！」と叫び、同じように朝陽邸を出て、馬に飛び乗った。

　その頃、竜樹は風のように馬を走らせ、すでに呉去の都を飛び出していた。

　皇帝が乗る馬は馬の産地として有名な景翠生まれの名馬だ。普通の馬の三倍走り、五倍体力がある。

（速く、速く、もっと速く！）

　竜樹の金色の髪がまるで流星の尾のようにうしろになびく。

　馬の持つ力を最大限に生かしながら手綱を操る竜樹は、星を見ながら、一本の矢のような速さで北東へと向かっていた。

　鄭昭こと、オオトリ族の風早が指定してきたのは、都から北東にある鳧ふ麗れい山ざんだ。

　鳧麗山はかつては良質な墨が採れる鉱山だったが、ふもとの一部に剣山のように尖った岩がびっしりとそびえ立つことで入山するのが面倒だと、次第に人々の足は遠のいてしまった。今現在はほとんど誰も足を踏み入れない静かな山である。

（足取りが掴めない蛮族が、まさかそんなところに潜伏していたとはな……！）

　桐翼の地に住みながら、彼らの長は皇帝ではない。遊牧民族として各地を移動しながら暮らしているオオトリ族は、普段はいくつかの家族単位で移動しているが、いざとなると族長のひと声で各地から一族が集まり、数百人の集団になる。

　物心ついたときから馬に乗り、男女の差がなくうまく弓を使う。彼らの歴史は数百年に及ぶというが、はっきりと記された文献は残っていない。

　ひとつの土地に定住することを選んでこなかったオオトリ族がなぜ今さらと竜樹は苛立ちを隠せないが、もはや理由などどうでもいい。

（私にあやつらの願いを叶える理由など、どこにもないのだからな！）

　竜樹は手綱を握る手に力を込める。

（藍香……飛燕！　今行くぞ！）




　竜樹が指定されて向かったのは、山中の坑口だった。何十年か前までは、多くの石が切り出されていたその場所は今は静まり返っており、坑口からは冷たい風が吹いている。周囲に鬱蒼と植物が生えてはいるが、人が足を踏み入れた気配があった。

「ここか……」

　坑口の高さはさすがに馬に乗れるほど高くはない。竜樹は馬から下りて、ここまで休まずに走り抜けた愛馬の首を優しくなでて労わった。

「すぐに戻る」

　そして竜樹は馬に乗せていた袋から蜜蝋でできたろうそくを取り出し、燭台にはめ火をつけ中に入っていった。

（おそらく坑道の出入口はあちこちにたくさんあるのだろう……ひとつしかない場所におびき出すはずがない。ここを封じられては、逃げ場がないからな）

　竜樹が歩くと、カツン、カツンと音が響いた。

　どこをどのように進んだらいいのかと最初は悩んだが、よくよく見れば、複数の足跡がある。どれも新しいものだ。竜樹は素直にその足跡を追いかけることにした。

　半刻ほど歩いただろうか。急に開けた場所に出た。そこは玉座の間ほどの広さで、見上げれば後宮の壁よりも何倍も高いところに、なんとぽっかりと空洞があいている。すり鉢状の広い空間だった。

　おそらくこのあたりの石はすべて切り出されたのだろう。頭上までずっと木の足場がそのままの状態で残っていて、壁はなめらか、まるで天然の劇場のような不思議な空間に見えた。

「オオトリ族よ！　姿を見せよ！」

　竜樹の声があちこちに反射して響く。竜樹の呼びかけに、頭上の足場に隠れていたらしい、風早が姿を現した。

「――お早いお着きで驚きました。ただ、まさかおひとりで来られるとは思いませんでしたが……」

　そしてゆっくりと足場を下り、竜樹から二間ほど離れたところに立った。

　竜樹は周囲をぐるりと見回す。

　姿はないが、十人ほどの殺気が自分に向けられているのがわかる。

「そうか。お前は私を見くびっているということだな」

　竜樹はふっと笑って、持っていたろうそくの火を吹き消し足もとに置いた。

「ふたりはどこにいる？」

「安全なところに、別々に隠しています」

「なるほど」

　竜樹は腰に帯びた剣の柄に手を掛ける。

「オオトリ族の風早よ。人質をとれば私に優位に立てると思うたか。だとすればそれは恐ろしく甘い考えだ」

「では見殺しにすると？」

「まさか。人質を失えないのはくだらぬ条件をつけて危険な橋を渡ってきたお前たちのほうだ。だから私はお前を殺してふたりを探す。それだけのこと」

　次の瞬間、目にもとまらぬ速さで竜樹が剣を抜き、風早に打ち込んでいた。

　だが風早も剣を抜いていた。風早の顔の前で、ふたつの刃がぶつかり白銀の光が星のようにきらめく。竜樹の重い剣を受けて風早は後ずさったが、持ちこたえている。

「ほう、なかなかやるな。今のひと太刀たちで私はお前の首を落とすつもりだったぞ」

　ギラギラと竜樹の目が燃える。その気迫に風早は一瞬気け圧おされ、剣のつばで竜樹の剣を押し返し、そのままうしろに飛び下がって態勢を整える。そしてすばやく踏み込んで、突進し、剣を横なぎに振るう。

　だが竜樹はその剣を絡め取るように真上へとすべらせると、切っ先がそれた瞬間に、上半身をばねのようにしならせ風早の剣を弾き飛ばした。風早の剣がくるくると激しく回りながら、竜樹の斜めうしろに突き刺さる。

　なにもかもが一瞬で、終わってしまった。

　自分に向けられていた殺気も、一瞬にして消えた。

「やはり恐ろしい人だ……」

　風早は苦笑しながら、右手の甲を押さえた。手のひらの下から、赤い血がしたたり、地面を濡らす。風早はオオトリ族で一番の使い手だ。その剣と頭脳で族長に選ばれた。だが竜樹の前ではまるで子供だった。

「もしかして、獅英将軍よりもお強いのでは？」

「人は適材適所だ。私は前線には立たぬ」

　竜樹は刃をそのまま風早の首筋に押しあてる。

「だが今回のことは別だ。私の大事な宝を奪っておいて、怒りを買わぬと思うたお前が阿呆なのだ。さぁ、案内せよ」

「――殺すのではなかったのか」

「お前が死ねばオオトリ族はいよいよ路頭に迷うだろう。だから今度は、私がお前を人質にすることに決めた」

　そして竜樹は高らかに声をあげる。

「ふたりをここに連れてこい！　でないとお前たちの族長の命はないぞ！」

　その瞬間、様子を陰で見ていた気配が、慌てたように散っていく。

「鬼だな……」

　風早は笑って、うつむいた。




　しばらくして、オオトリ族の男が籠を担いでやって来て、竜樹の目の前にそっと下ろした。覗き込むと、中で飛燕が膝を抱えてすやすやと眠っていた。穏やかな寝顔だ。とりあえず怪我はしていないし、なにかをされたようには見えない。

　竜樹がほっと胸をなで下ろしていると、奥からさらにぞろぞろと女たちが怯えた顔で姿を現し、さらに飛燕とそう変わらない年の子供たちが身を寄せ合いながら近づいてきて、竜樹を見上げひざまずいた。

「お願いします、風早を殺さないで……！」

　幼い子供の悲鳴に似た嘆願に、竜樹は一瞬険しい顔をする。そして風早を見下ろし、剣を握る手に力を込めた。

（本来ならば細切れにしても足らぬ罪を重ねた男だが……さて、どうするか）

　これが戦であれば容赦しないだろう。だが単身乗り込んできた竜樹は、皇帝というよりもひとりの男としてこの場に立っているのである。わざわざ余計な血を流すのはためらわれる。

　それに風早を殺したと知れば、藍香はなんというだろう。

　残念ながら、よくぞやってくれたと手を叩くような女ではないというのは確かだ。

（優しい娘だから、きっと同情するだろう……だがこのまま無罪放免というわけにもいかん。ああ、やはり人目につかないところでさっさと切って捨てたほうがいいのか……）

　そうやってしばらく葛藤していた竜樹だが、風早の配下の男たちが血相を変えて走ってきたのを見て、胸騒ぎがした。

「大変だっ！」

「――どうした。藍香はまだか」

「そっ、それが……」

　男たちは顔を見合わせながら、気まずそうにその場に膝をついた。

「山小屋に押し込めていたんだが、どうも逃げ出したみたいで……」

「なんだと!?」

　竜樹は危うくその場に倒れそうになった。

「なぜしっかり見張っておかんのだ！」

　本末転倒だとわかっているが、ついそんなことを叫んでいた。




　一方、小屋を抜け出した藍香は空を見上げながら唇を噛みしめていた。

「都から北東の方向……？」

　とりあえず山小屋から離れようと森の中に入ったのだ。

　星を読めば都がどちらか、今自分がどのあたりにいるのかも、だいたいわかるが、さすがに行ったことがない場所だと、足取りも慎重になる。

　そしてここがどこのなんという山かはわからないが、大きな岩がゴロゴロと転がっていて、侍女のひらひらとした服とやわらかい靴では歩きにくいことこの上ない。

「どうしよう……」

　藍香は立ち止まった。

　山で道を見失ったときは、川沿いや谷筋にそって山を下ってはいけない。なぜなら川の周辺には滝があり、断崖があるからだ。

（だから助けが来るとわかっている場合は、山を登らないといけないんだけど……）

「助けは、来るのかな……」

　藍香はため息をつきながら絶望的な気持ちで立ち止まった。

　藍香が閉じ込められていた山小屋は、採掘途中で放置されたような、鉱石の層の断面も色鮮やかな切り立った崖の下にあった。

　どこかに風早たちがいるのではないかと周囲を慎重に見て回ったが、藍香が乗せられていた馬車もなく、もちろん飛燕もどこにいるかわからない。別の場所にいると言っていたのは正しいようだ。

（飛燕は薬で眠らされていると言っていた……いっそ目を覚まさないほうが、安全かもしれない）

　だが問題は、これから飛燕が交渉の材料に使われてしまうということだ。

　そんなことをすればけっして竜樹は風早たちを許さないだろう。交渉というのは、相手にこちらの主張を理解してもらう手段のことで、決して脅しではないはずだ。

　藍香は大木の幹にもたれるようにしてその場に座り込んだ。

（このまま私ひとりが逃げても仕方ない。なんとかして飛燕を助けなくっちゃいけない）

　けれどどうやって？

「居場所すらわからない飛燕を、どうやって助けたら……」

　そこでふと、脳裏に故郷の里山が思い浮かんだ。

　そういえば、藍香が雨で遭難しかけていた飛燕を助けることができたのは、黒い鹿の導きだった。

　あれは飛燕を助けるために、山の神がしたことだと思っていたが、誘拐されるという一大事件の今こそまさに黒麒麟の出番ではないか。八百年もの間、皇帝が皇帝たるゆえんは、国の平和のために生きる彼らを、まさに人知を超えた神の手で救う麒麟の伝説があるからである。

「そうよ……」

　なにもできないと落ち込んではいられない。

　藍香は勇気を振り絞って立ち上がった。そして辺りを見回すと、さらさらと流れる水音のほうへと向かう。川に近づくのは危険だが、今はそんなことを言っている場合ではない。

　藍香は月明りのもと、暗闇の中で流れる川のはたに行くと、手のひらで水をすくって口をゆすぎ、それから靴を脱いで、そっと足を浸した。

「聖なる麒麟の巫女様……黒麒麟よ。皇太子飛燕のもとに、私をお導きください……」

　顔の前で手を組み、その場にひざまづいた。

　川の水は凍えるほど冷たい。川底の石が足に刺さる。すぐに全身がしびれ、感覚が麻痺し始める。だが藍香は腰まで清涼な水に体を浸したまま動かなかった。

　何度も、何度も、強く、強く、藍香は願った。

（こんなところでひとりでいて、祈ることしかできない自分が歯がゆい……！）

　だが今はこうするしかないのだ。

（お願い……どうか……）

　冷たい水にさらされ続け、藍香の体は石のように冷たくなった。

　それからどれくらい時間が経っただろうか。

（ああ……なんだか意識が……眠い……）

　藍香の体がぐらぐらと傾き始める。必死で背筋を伸ばそうとするが、まるで鉛でも体に流し込まれたかのように全身が重く、座っていられなくなった。

「あ……」

　自分の意志とは関係なく、体が正面に倒れていく。

（大変だ……このままだと私……溺れちゃう……）

　だが次の瞬間――グイッと着物の首のうしろが掴まれた。

（え……？）

　おかげで倒れずに済んだが、いったいどういうことだろう。

　藍香はもうろうとする意識の中で、背後を確かめようとしたのだが、次の瞬間、体がぐわーんと引っ張り上げられて、なんと藍香の体は宙を舞っていた。

「きゃーーーーっ！」

　さっきまで凍死するかもしれないと、死を覚悟していたとは思えない絶叫が響き渡る。藍香は宙を舞った後、必死に目の前の丸太のようななにかにとっさにしがみついたのだが、おそるおそる目を開けて、藍香は自分がしがみついたものの正体に、目が点になった。

「う……ま？」

　そう、藍香を助けたのは黒馬だった。おそらく普通の馬よりひと回りは大きい、艶つや々つやと美しい毛並みの馬だった。その馬が藍香を助け、自分の背中にほうり投げたのだ。そして藍香は馬の首に子供のようにしがみついている。

「――あなた、里山にいた黒鹿ね？」

　漆黒の、黒曜石を固めたような美しい瞳は、あのとき里山で見た黒鹿と同じものだとすぐに気がついた。突然のことに驚いたが、どうやら自分の願いは通じたらしい。

（これで飛燕を助けられる！）

　藍香は目の端に浮かんだ涙を指で拭った。

「また、飛燕のもとに連れていってくれる!?」

　必死の藍香の言葉に、黒馬はいななき、走り始めた。

　藍香は振り落とされないようしっかりとタテガミに掴まって奥歯を噛みしめ、目を閉じる。うっかりすれば舌を噛みそうだった。

（この世界をおつくりになった創世の巫女様。どうか飛燕を、そして竜樹様をお守りくださいっ……！　そして願わくば風早も……できれば重い罪に問われないように、なんとかお慈悲をくださいっ！）

　黒馬はまるで風のように藍香を乗せたまま山道を走り抜けた。そして切り立った岩山を跳ねるように駆け下りていく。藍香はギュッと目を閉じているので気がついていないが、あきらかにその黒馬は人間の想像を超えた動きをしていた。

　そしてやがて黒馬は、坑道の入口で立ち止まって、ブルブルッといなないた。

「こんなところに飛燕がいるの……？」

　それまでタテガミにしがみついていた藍香は体を起こし、周囲を見回した。

　真っ暗なはずなのに、なぜか前方が明るい。

「中に入れっていうのね……」

　不思議に思いながら馬を下り、その明かりの中に入っていくと――。

「あっ……竜樹様！」

　なんと竜樹が縛られた風早に向かって剣を振り上げていたところだった。

　しかも壁にはずらりと男が縛られて、兵士に押さえつけられている。指揮を執っているのは獅英将軍だ。さらに遠巻きにその様子を見て年配の女性や子供たちがおいおいと泣いているではないか。

　その光景を見て、背筋が凍った。

（まさか処刑!?）

「まっ、待ってください！」

　藍香は慌てて竜樹のもとへと走っていく。

「藍香っ！」

　竜樹はパッと笑顔になって剣を鞘さやにしまうと、そのまま藍香を正面から抱きしめた。

「よかった、お前が行方知れずになったと聞いて、気が気でなかったぞ！」

　それから竜樹は藍香の体を確かめるように触れ、それから手首のヤケドを発見して、目を大きく見開いた。

「これはどうした。あやつらにやられたのか……？」

　その地を這うような低い声と険しいまなざしに、藍香は背筋が凍った。

「ち、違います、その、これは私が自分で……」

　慌てて首を振り否定する。

　たしかに逃げ出すためにしたことなので、広い意味でいえばオオトリ族のせいかもしれないが、そうだと言えば彼らがひどい目にあわされそうな気がした。

　竜樹はしばらく考えるように目を細めたが、必死な様子の藍香を見て唇を一文字に引き結んだ。そしてただ無言で藍香を抱きしめたのだった。

　藍香も、ぎゅうぎゅうと強く抱きしめられて、再会できた喜びに胸が震えたが、一方、大勢の兵士と捕らえられた様子のオオトリ族の姿を見て、やはり気が気ではない。

「竜樹様、あの、こっ、これはいったいどういうことですか!?」

「どういうこととは……」

「なんだか今、こう、風早を切ろうとしていたように見えたので……」

　すると竜樹は真顔になって、それからひどく険しい表情になった。

「そのつもりだった。お前を危険な目にさらしたからな」

「竜樹様！」

「なぜそのような責める声で私の名前を呼ぶのだ、藍香！　あの男は罪人だぞ！　たった今、運よく飛燕もお前も無事だとわかったが、それであやつの罪が帳消しになるわけではない！」

「でっ、でも！」

　藍香は唇を噛みしめながら、竜樹の胸を押し返し、それから意を決し、その場にひざまずいた。

「お願いです、竜樹様。どうか彼らに慈悲をお与えください！」

「藍香……！」

　竜樹の声には、驚きと、嘆きが混じっていた。

　だが同時に、藍香がこう言い出すことがわかっていたような響きもあった。

「お前は自分がなにを言っているのか、わかっているのか。これは法を無視する、重大な陳情になるのだぞ！」

　たしかに竜樹の言う通りだ。

　罪を犯せば罰せられる。当然のことだ。それを藍香はなんとか考えなおしてほしいと言っているのである。これほどの騒ぎになっていることを見逃せるはずもない。それは法治国家としてあるまじき行為に違いないのだから。

「わかっています、罪を犯したというのなら、つぐなわなければならないってことは、わかっています！　私ひとりではなく、皇太子である飛燕だって大変な目にあったのだし、なにもなかったと笑って済ませられるような問題ではないってことは、わかります！　けれど風早さん個人は、悪い人ではありません！　猫を拾って懐に入れたりするし、私が苦しいと言えば、うしろ手に縛っていた手を前に縛りなおしてくれました、見張りも立てなかったし、だから本当は逃げられるかもしれないって、わかっていたんだと思います！」

　そう、藍香はそのことに気づいていたのだった。

　そんな藍香の必死な様子に、竜樹はなにか言いたげな目をしながらも、黙って話に耳を傾ける。

「私が正式に交渉したほうがいいと言ったら、風早さんは言いました、自分たちはこの国の民ではないから、交渉などできないのだと！　それを聞いたとき、私は竜樹様なら話せばわかってもらえるのにと、思ったんです！　それが本当に悔しかった！」

　そして藍香は、目を丸くしている風早を振り返った。

「ね、そうですよね、本当はただ静かに暮らしたいだけなんですよね？」

「藍香ちゃん……君って子は……」

　その瞬間、竜樹がカッと目を見開いて、風早に向かって叫ぶ。

「気安く名を呼ぶな、舌を切り落とされたいか！　藍香は私の妻だぞ！」

「――えっ!?」

　まさかの嫉妬に駆られた皇帝の叫びに、風早の目がさらに大きく見開かれた。

「ええっ、もしかして陛下の寵妃が……えっ？」

　それまでの深刻な状況を忘れたかのように、風早はあんぐりと口を開けて、藍香と竜樹の顔を見比べている。

「風早さん、黙っていてごめんなさい。私、実は後宮に閉じこもっているのが嫌で、働きたくて、陛下に頼んで侍女の真似ごとのようなことをしていたの……だからごめんなさい……えっと……絶世の美女じゃなくて……」

　藍香は真面目に風早に頭を下げた後、さらに渋い表情をしている竜樹を見上げる。

「竜樹様……オオトリ族だって、桐翼に住む、黒麒麟の加護を受ける民のはずです。ですからどうぞ、静かにどこかの土地で暮らしたいと思う彼らの願いを、叶えてはいただけないでしょうか。竜樹様ならきっとできるはずです！」

「藍香……私ならできるなどと……なぜお前は私を困らせるのだ……」

　舌を切り落とすと吠えた皇帝の姿はもうどこにもなかった。竜樹は乱れた黄金色の髪をかき上げると、深くため息をつく。そしていったいどうするつもりなのかと息をひそめて見守っている周囲に向かって、首を振った。

「藍香が無事に戻ってきたことを黒麒麟に感謝しよう。そしてこの地を血でけがすこともない。ああ、処刑はやめだ。オオトリ族には別の罰を与える！」

「と、言いますと？」

　黙って状況を見守っていた獅英将軍がどこか楽しげに、問いかける。

「――一族郎党、流罪だ。この地に全員追放とする！」

　藍香はその言葉を聞いて、息をのんだ。

　追放とは言うが、それはまさに彼らが望んできたことではないか。

「ああっ、竜樹様！」

　藍香は歓喜の声をあげながら立ち上がり、そのまま竜樹の体に飛びついていた。










エピローグ




　夏が始まった頃は冷夏ではないかと言われていたが、十日もするとあの涼しさはいったいなんだったのかといわんばかりの猛暑になった。

「日が落ちたというのに、まだ暑いな……」

　竜樹の言葉に、隣の藍香もうなずいた。

「そうですね。でも、水辺にいるとだいぶ涼しいですよ」

　ここは桐翼の中心、呉去の都にある明月宮の後宮だ。池には黄色や、赤、緑といった、色とりどりの紙を貼った灯籠が浮かんで、幻想的な輝きを放っている。池の上にかかる橋の上から見る景色は、特別に美しかった。

「獅英～！　俺が作った舟を浮かべるぞーっ！」

　池のほとりで、飛燕のはしゃぐ声が聞こえる。

　さらに妃たちが楽しそうに手作りの灯籠を浮かべて、きゃあきゃあと悲鳴をあげ、笑う声も聞こえた。

　結局、あの誘拐事件のことを、飛燕はなにも覚えていない。

　そもそも飛燕は風早に景翠の秘伝だとでたらめを教えられ、子宝成就の祈願に行こうとしたのだが、その前に眠り薬を飲まされ、翌朝まで目を覚まさなかったのだ。だから竜樹は目を覚ました飛燕に、何事もなかったかのように、いつも通り振る舞うことを選んだ。

「誘拐のことは、夢だと思わせたほうがいいだろう。まだ飛燕は子供だ。無理に傷つける必要はない。そして今後は同じことが繰り返されないよう、私が皇太子としての振る舞いを少しずつ教えるつもりだ」

　竜樹の考えに藍香も賛成した。

　もとはといえば、竜樹と藍香の間に子供ができたらうれしいというそんな純粋な気持ちを利用されたのだ。自分のせいで大変なことになったと知ったら、ひどく落ち込むに決まっている。真実はもう少し先、飛燕が大人になってから伝えても遅くはないだろう。

「ありがとうございます、竜樹様」

「なにがだ」

　竜樹は橋の手すりにもたれたまま、冷めた顔をしている。

「風早から手紙がきました。竜樹様からなにかと物資が送られてきてるって」

「……誰にも言うなと言っていたのに」

　それを聞いて、竜樹はさらに渋い表情になった。

　皇太子と寵妃を誘拐したオオトリ族の罪は、向こう百年の流刑という形になった。

　風早は竜樹に鳧麗山の周辺の土地を与えられ、各地に散らばる一族を呼び寄せ暮らし始めたという。

「どうせ打ち捨てられた鉱山だ」

　竜樹はどうでもよさそうにそんなことを言ったが、即座に藍香は切り返した。

「でも、枯れているわけではないのでしょう？」

　本気でどうでもいいと思っているはずがない。若干切り立った面倒な土地にあるため、次第に人の足が遠のいただけである。オオトリ族が今後百年食べていけるほどの価値はあるはずだ。

「すごく感謝されていましたよ。本当によかったです」

「あれは藍香の慈悲だ。私の手柄ではない」

　そして竜樹は、もたれていた体を起こし、右手で藍香の肩を抱き寄せる。それからゆっくりと口を開いた。

「私はな、藍香。常々人は憎み合い争うものだと思っていた」

「え？」

「私はかつて、たくさんいる父の妃のひとりに殺されそうになったことがある。まだ物心がつくかつかないかという頃のことで、たまたま未遂に済んだが、皇帝に死を賜る不名誉を受け入れられず、その女はあてつけに、当時の私の部屋で首をつって死んだのだ。なぜかずっと忘れていたが……」

　竜樹はふっと、自嘲するように笑った。

「天井からぶら下がる裳がひらめいていたその状況だけは、意味がわからずともずっと忘れられず、時折私を苦しめた……後宮が憎かった」

「竜樹様」

　寂しそうな竜樹の横顔に、藍香の胸は張り裂けそうなくらい切なくなる。

（ああ、そうなんだ。子供の頃にそんな体験をされていたんだ……だから竜樹様は、なかなか後宮という場所を受け入れられなかったんだ……）

　藍香の目にじわっと涙が浮かんだが、泣いているところを見せると心配させると思い、目を閉じて竜樹の胸に寄り添った。

「なのに今は、かつて兄の妃だった女たちは、お前に親しみを抱いていて、姉のように振る舞っている。そしてお前もそれを受け入れている。同じ後宮であるはずなのに、こうやって見ていると、不思議でしかない……夢ではないかと思う。だがこれは現実なのだな」

　そして竜樹は、そっと藍香の顔を覗き込む。

「オオトリ族のこともそうだ。私はあの男を殺すところだった。だが藍香、お前は、私ならあの者たちを許すことができると言った。そして私を信じてくれたな。結局私は、お前の言うことを受け入れて、血を流すことを避けた。だが今思えば、それでよかったのだ。オオトリの子供たちは風早を失えば、きっと生きてはいけないだろうからな……殺さなくてよかった。子は国の宝だ」

　そして竜樹は藍香の額に唇を押しつける。

「藍香……お前は私の目を覚まさせてくれる。本当に希け有うな存在だ。私はお前以外を愛すことはできないだろう。だから藍香は藍香らしく、これからも伸び伸びと生きて存分に私を困らせるがいい」

　竜樹の言葉に、藍香は感動しながらも、ふふっと笑った。

「お困りになりたいのですか？」

「ああ。愛する女に振り回されるのは、存外、悪くないということに気がついた」

　藍香はこっそりと指で涙を拭って、顔を上げる。

　夜の闇の中で、灯籠の明かりが反射する緑の瞳は宝石のように美しかった。

（ああ、私はいつだってこの竜樹様の緑色の目に弱いんだ……）

「じゃあさっそく困らせてもいいですか？」

　藍香はにっこりと笑って、竜樹を見上げると、竜樹の耳もとでささやいた。

「私、緑の目をした子供を、たくさん産みたいです」

　すると竜樹は一瞬息をのんで、甘く瞳を輝かせながら顔を近づける。

「藍香……お前は私を喜ばせる天才だな」

　暗やみを照らす灯籠の明かりの中、吸い寄せられるようにふたりの唇が重なった。

「ここからは私の部屋よりも、お前の部屋が近い」

　唇が離れた瞬間に、竜樹は軽々と藍香を抱き上げて橋を下りていく。

　藍香は竜樹の首のうしろに腕を回し、ふと、何度も上った池のそばのあの大木の枝に、尾の長い美しい黒鳥が止まっているのが見えた。

　一瞬、何度も助けられた黒麒麟の化身のことを思い浮かべる。

（あれはもしかして、吉兆の知らせだったりして……）

「今宵は朝まで離さん……覚悟せよ」

　そうやって不敵に笑う夫は、うっとりするほどたくましく強く、魅力的だった。

「お手やわらかにお願いします……」

　藍香は苦笑しながら竜樹の胸に顔を押しつけた。

　藍香が緑の目を持つ美しい子供たちを産むのも、そう遠くない未来かもしれない。
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　私はあまり喜怒哀楽を表に出すようなタイプではない。まったく怒らないわけではないのだけれど、そのことについて真面目に考えていても、すぐに「まぁ、いいか」とどうでもよくなり忘れてしまう。

　以前はこうじゃなかった。少なくとも、二十歳くらいまではもう少しカッカしていたように思う。いろんな事情に振り回されて、泣いたり怒ったりしていた。

　なぜ二十歳の女の子の心というのは、あんなに忙しかったんだろう。

　そんなことをお酒を飲みながら友人と話していたら、『怒るのは面倒だし疲れるからね』という結論に至った。そうだね……（仙人か）。

　とはいえ小説のキャラクターたちは、常に泣いたり怒ったりと大忙しだ。私のようにすべてをまぁいいかと受け流すキャラクターでは物語は進まない。




　今回のヒーローはしょっぱなからけっこう嫌なやつだし、ヒロインを好きだと自覚しても、どこか上から目線が抜けない皇帝陛下だ。竜樹がオフィスラブのヒーローだったら、きっと藍香はあきれてさっさと仕事を辞めているだろう。竜樹には圧倒的権力者である皇帝でよかったねと言ってあげたい。

　けれどこういうキャラクターこそラブファンタジーと親和性が高いのではないだろうか。少々性格に難があっても、皇帝陛下だし……と思ってもらえる（たぶん）。

　実はこの寵妃花伝はシリーズ三作目になる。前二作は中編の電子書籍で、一作目は皇太子である兄と義理の妹姫の執着愛、二作目は皇子と貴族の姫君の冒険活劇風だった。今回の三作目にして長編の機会をいただき、感謝しかない。





『ハイブリッド・セオリー』を聴きながら。







あさぎ千ち夜よ春はる
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